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私 は今 日、福音 を分 か ち合 うとい う

私 たちの責 任 につ いて、 まだ主 の教 会

の会員 とな ってい ない方 々 にお伝 えす

る と同時 に、教 会員の方 々 にはそれ を

思 い起 こ していただ きたい と思 って い

る。

３週 間前 、私 がニ ュー ヨー クの空港

で ヨー ロッパ行 きの飛行機 を待 って い

た ときの こ とであ る。航 空会社 の従業

員 が席 を立 ち、座 ってい る私 の所 につ

かつ か と歩 み寄 って来 て言 った。

「私 の甥 がふた り、あ なたの教会 に

入 って いるんです け ど、教会 に入 って

か らのふ た りの生活 の変わ りよう と．い

った ら私 には とて も信 じられな いほ ど

です。」 ほんのつ かの間の会話 であっ

たが、私 は、甥 子 さんが教 会 に入 った

こ とにつ いてその母親 であ る彼女の お

姉 さん が どう思 ってお られ るか尋ね て

聾 ．

譜
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み た。

「姉 は大変 な喜 び よ うで した
。」 そ

う言 うと、彼女 は家 族 がふ た りの息子

の こ とを どんな に心 配 して いたか話 し

て くれ た。 それ は彼 らが、 タナー副管

長 が語 った ような迷 え る者 であ ったか

らであ る。 「ふ た りが どんなに変 わ っ

たか信 じられ ないほ どです わ。長 い髪

をバ ッサ リ切 って、 まるで人が変 わ っ

た ようです 。」 彼女 はそうつ け加 えた。

それか ら、私 が搭乗 しよ うと席 を立

った と きに も、彼女 は もう一度私 に感

謝 して 「皆 さんが どう してその よ うに

変 わ られ るのか わか りませ んわ」 と言

った。．

彼女 の疑 問 に答 え る意味 で、私 た ち

が なぜ高 い標準 を維持 す るか とい うこ

とにつ いて一言説 明 させ てい ただ きた

い。 それ は福音 の原則 が錨 とな り避 け

所 とな るか らであ る。 プロ グラムや 手

段 、方法 が変更 され ることはあっても、

標準 が変 え られ るこ とはな い。 それ だ

か らこそ私 たちは導か れ守 られ てい る

の であ る。

私 た ちは人々 に福 音 を分 か ち合 お う

と絶 えず努 力 を重 ね てはい るが 、人 々

の好 み に合 うように福音 を変 え るこ と

はで きない。標 準 は私 た ちが定 め たの

ではな い。主 が設 け られたものであ り、

１４６

この教会 は主 の教 会 なので あ る。

まだ主 の教 会 に入 って いない方 々に

お願 い した い ことが ある。 も し私 た ち

の分か ち合お うとす る態 度が あ ま り強

引す ぎる ようであ れば、容 赦 して いた

だ きたい。福音 を分 かち合 わな い と、

福 音 を失 って しまうこ とにな るか らで

あ る。 それ は福音 を維持 しよ う とす る

場 合 のひ とつ の要 素 なのだ か ら。 それ

故 、伝道 は通 りい っぺ んの もの ではな

く、非常 な決心 を要 す る もの で あ る。

あなた方 は現 在世 界中 で １万 ８千 人

以上 の宣 教師 が全 時間 を伝 道 に捧 げて

いる ことを御存知 だ と思 うが、 その う

ち２１歳以上 の者 は ご くわず かで全体 の

５パ ーセ ン トに満 たない。

これは伝道 が活気 に満ち た、 また若

人に強 く訴 えか ける とい うふ たつ の面

を持 って い るこ とを物 語 って いる。若

人が ２年 間 にわ たる楽 しく若 さあふれ

る青春 の 日々 を放 棄 して 、 自分の 人生

の一部 を福音 を宣べ伝 え るこ とに捧 げ

るに は、確信 が必要 で あ る。

しか し、彼 らが伝道 の業 を成 し遂 げ

て も別 に不思議 では ない。 なぜ な ら、

彼 らは真理 を教 えて いるか らであ る。

この教会 は主 の教 会だか らで ある。主

は御 自 ら宣 言 して 「全地 の面 に於 ける

唯一 の真 に して生 命 ある教 会」 （教義

と聖 約 １ ：３０） と言われ た。

しか しなが ら、私 たちの懸命 な伝 道

に もかかわ らず 、 この教 会 に入 るの は

容 易 なこ とで はない。世 間一般 の 人に

とっては、ほ とを ど全面的 な生 活の転

換 が求 め られ るか らであ る。教 会 に加

わ ろ うと加 わ る まい と、 あ らゆ る転換

は生活 の著 しい進 歩 を意味するのだが、

それ で もある人に とって はこれが大 き

なチ ャ レン ジとなる。

例 えば、教会 に入 るため にはあ らゆ

る不 品行 を捨 て去 らなければならない。

また夫 は妻 に、妻 は夫 に 貞節 を尽 くす

とい う誓約の もとに置 かれ る。 また若

人は生 命の源 となる聖 な る力 を結婚 の

ときまで抑制 す るよ う求 め られ る。

信 頼で き る家族 関係 は教会 の大 きな

理 想 なの であ る。

自制 心 が必要 とされ る。教 会員 は い

つ いか なる時 にあって もアル コール性

飲料 は一切飲 用 しな い。 タバ コにっ い

、

て も全 く同 じこ とが言 え る。 た とえ た

くさんの量 で な くと も、習慣 性 とな る

茶や コー ヒー な どの興奮性 飲料 を用 い

てはな らない。 この こ とか ら当然 、睡

眠薬 に対す る私 た ちの あ り方 も理解 し

ていた だけ る と思 う。 また言 うまで も

な く明 らかで あ る。

改 め るべ き点 が 多々あ る。例 えば、

謙遜 で あ り、正 直 で あ り、敬 慶 であ り、

安 息 日を守 るこ となど、 これ らはすべ

て私 た ち一 人一 人 を立派 な人間 に して

くれ る。

再 び 申 し述 べ たい。活発 な伝道 活動

に もかか わ らず 、 この教会 の会 員 とな

る資格 を得 るの は決 して容 易 な ことで

はない し、い ったん入 った として も決

して安 易 な道 では ないので ある。 もっ

とも、安 楽 な教会 を求 めて お り、それ

が あ なたに とって重 要 だ と した ら、 こ

の教 会 はその よ うな もので はない。

数年 前 、 ある伝道 部 を管理 してい た

ときの こ と、ふ た りの宣教 師 がす ばら

しい家 族 を教 えて いた。 す でにその家

族 はバ プテ スマ を受 けたい とい う希望

を述 べ てい たが、 それか らや にわ にそ

の気持 を失 って しまった。什分 の一 に

つ いての レッス ンを受 けて か ら、父親

は それ以 後の宣教 師 との集 会 を全部 取

り消 して しまっ．たの であ る。

が っか りしたふ た り．の長 老 は、支部

長 （彼 は改宗 して まだ 日が浅 か った）

に その こ とを報告 し、 この すば ら しい

家 族 を支部 に迎 え られ な くな った と告

げ た。

数 日後 、支部長 は長 老たちに話 して、

その家族 を もう一度訪 問す るとき自分

も同行 させ て くれ る ように頼 んだ。

「教 会 には入 ら．ない こ とに なさった

そ うですね。」 支部長 は父親 に話 しか

けた。

「その通 りです
。」

「長 老 たちか ら、あ なたが什分 の一

の ことで混乱 してい らっ しゃる とい う

こ とを聞 きま した。」

「ええ
、そ うなん です。 それ まで宣

教 師の方 は什分の 一の ことにつ いて話

して ください ませ ん で した。 それ．で そ

の こ とを知 った ときに 『什 分 の一 なん

て あま りに も多 くの もの を要求 し過 ぎ

る。今 まで一度 だ って その よ うなこ と



は求 め られ た ことはないの に』 と言 い

ま した。什 分の一 とはあ ま りに も多過

ぎます。 です か ら、教会 に は入れ ない

んです。」

「断 食献 金 につ い てはお聞 きに な り

ま したか ？」支部長 は尋 ね た。

「いい え
。 それ は何 ですか ？」

「私 た ちの教会 で は毎 月 ２食
、食事

を断 ってその 食事 に相 当す る金額 を貧

しい人 のため に差 し出 すの です 。」

「そ うい う ことにつ いて宣教 師の方

は教 えて くだ さい ませ んで した。」

「で は
、建 築資 金 につ い てはお話 し

ま したで しょうか ？」

「いい え
。 それ は何 ですか ？」

「教会 で はみん なで助 け合 って礼 拝

堂 を建 て ます。 ですか ら、 も しあ なた

も教 会 にお入 りになっていれば、金銭 、

労働両 方 の面 でそれ に参加 したい と思

われ るで しょう。 つ いでなが ら申 し上

げ ます と、今私 た ちは新 しい礼拝堂 を

建 築 中 なんです よ。」

「初 めて伺 い ま した
。 で も宣教 師の

方 はお話 しにな りませ んで した よ。」

「福 祉 プ ロ グラム につ いて は説明 し

ま したで しょうか ？」

「いい え
。 どうい うこ とです か それ

は ？」

「そ うですね
。私 たちはお互 い に助

け合 う必要 が ある と考 えて います。 も

しだれ か経 済的 に苦 しい人や病気の人、

失業 してい る人 、困 ってい る人 が いれ

ば、私 た ちは いつ で も援助 の手 を差 し

伸 べ るこ とが で きるの です 。教会 にお

入 りになれば 、あな たに も援助 して い

ただ くこ とに なる と思 い ますが。

また、私 た ちの教 会 には専 門 の聖職

者 がい ない とい うこ とにっ いて はお話

したで しょうか ？ 私 たちは皆 、それ

ぞれの時間 と才能 と金銭 、すべ て を捧

げて奉 仕 します。 しか し、それ に対 し

て金銭的 な報酬 は一切受 けないのです。」

「そ ういうことは初めて伺 いました
。」

父親 は言 った。

「そ うですか
。」 支部 長 は続 けた。

「什分 の一 の ようなほ んの小 さな こ と

で心 が変 わ るようであれ ば、 はっ き り

言 って 、あな たは 吝だ この教 会 に入 る

準備 が で きて いませ ん。 あな たの判 断

は正 しか った と思 い ます。 まだ お入 り

に な らな い方 が よいで しょう。」

支部長 は宣教 師 と共 にその父親 の も

とを辞 した’が、後か らひ とつの こ とを

思 いつ き、す ぐさま引 き返 して言 った。

「あな たは人 々が なぜ こうい った こと

を皆 喜 ん で行 な うのか不思 議 に思 った

こ とはあ りませ んか ？ 私 は これ まで

什 分の一 の こ とで請 求書 を受 け取 った

こ とは一度 もあ りませ ん し、だれ かが

呼 びか けて集め るの で もあ りませ ん。

で も私 た ちは什分 の一 を納 め るの です

一 それ にその他 の もの も全 部
。 そ うす

るこ とは大 きな特権 であ る と考 えてい

るの です。

なぜ かその理 由が おわか りになれば、

あ なたは主 が言 われ た商 人の ように、

行 って持 ち物 を皆売 り払 い、高価 な真

珠 を買 うこと．で し ょう。」

「しか し」 支部 長 は言 った
。 「そ

れは あなたが お決 め にな るこ とです。

私 は ただ、’あなたが その こ とにつ いて

お祈 りしてみ て下 され ば と思 い ます。」

数 日後 、その 人は支部長 の家 を訪 れ

た。無論 、宣 教師 との約束 を再 び取 り

っ け に来 たので はなか った。 それ は も

う必要 なか った。彼 は家族 のバ プ テス

マ の 日 を決 め に来 たの だ った。 その家

族 は祈 ってい た。 ひたす ら熱心 に祈 り

を捧 げ ていたの であ る。

こうい う出来事 は、高い 標準 に引 き

っ け られ る個 人 、あ るいは家 族 の中 に

毎 日起 こ って いる。 彼 らは それ を拒 ま

ないの であ る。

私 た ちは、 この地上 にお いて最 も偉

大 な もの を自らの管理 す る もの の中 に

有 して いる。そ れは何 かと問われれば、

もちろん、主 の戒 め をすべ ての面 にお

いて守 ろ うとす る ことであ る。 こう し

た高 い標準 か ら来 るこ とで、実 際問題

と して ただ ひ とつ 困 るのは、教 会が急

速 に発展 し、 しか も止 まるこ とを知 ら

ない とい うこ とであ る。 その ため私 た

ちは絶 えず気 を配 り、教会 を各 人の益

とな る小規模 で効果 的 なユニ ッ トに保

つ ように心 がけ て きた。

標準 を守 るこ とに困難 を覚 えて いる

教会 貝 でさ え （実際 にこの よ うな会 員

が い るの だが ）、それ らの標準 を擁 護

しよう とす るの であ る６教 会 に入 った

人 が世 の もので な くな るため には、古

い会 員 も新 しい会 員 と同様 にフ ェロー

シップ を受 け、訓練 される必要がある。

「天 国 は、良 い真珠 を捜 して いる商

人の ような もの であ る。

高価 な真珠一 個 を見 いだす と、行 っ

て持 ち物 をみな売 りは らい、 そ して こ

れ を買 うの であ る。」 （マ タイ１３：４５，

４６）

さて、あ なた方 の中 で、世 の もの を

断念 した りそれ までの習慣 を変 え るこ

とが極 めて骨 の折れ るこ とで あ ると考

え る人がな い ように、私 は英 国初 の女

性下 院議 員 とな ったナ ンシー ・Ｌ ・ア

ス ター の言葉 を借 りて再 度 申 し上 げた

い と思 う。

彼女 は老 いる とい うこ とを非 常 に恐

れて いた。 しか し自分 もその ような身

にな るに至 って、人生 を達観 し次の よ

うに述べ た。 「私 はいつ も年 を取 るの

を恐 ろ し く思 って い ま した。なぜ って、

年 を取 って しま う と自分 の した いこ と

が何 もで きな くなるか らです。 しか し

それ も、 自分 で した くな い と納得 して

いれ ばそれ ほ ど悪 いこ とで はあ りませ

んけ ど。」

私 は、 まだ教 会 に入 って いな い方 々

に申 しあげ たい。皆 さん は福音 を受 け

入 れ る必要 はないが 、私 たちは皆 さん

に福 音 を勧 め なけれ ばな らない と。

これ まで皆 さんに福 音 を受 け入れ る機

会 を提 供 して きた こ と、そ こに皆 さん

に とって も私 た ちに とって も非常 に重

要 な意味 を持 つ何 か があ るの で ある。

福音 はそれ を拒 む者 に も受 け入れ る者

に も真実 で あ り、 どち らも福音 による

裁 きを受 け る もので あ る。

さて 、 ここで教 会員 の方 々に、福音

を分 か ち合 う とい う義務 につ いて恵 い

起 こ してい ただ くため 、教会歴 史の 中

か らひ とつ の話 を取 りあげ てみ よう。

１８５０年代 も後半 、 ヨー ロ ッパか ら渡

って来 た多 くの 改宗 者 は、苦 闘 を重 ね

なが ら グレー トソル トレー クの盆地 目

ざ して進 んで い た。彼 らの 多 くは非常

に貧 しく、無蓋 の馬車 を買 う余 裕が な

か ったので、わ ずか ばか りの家 財 を手

車 に積 み、引 きなが ら歩か なけれ ばな

らなか った。 これ ら手車 を引い た開拓

者 た ちは、教会 歴史 の中 で も最 もいた

ま しく悲惨 な出来事 を経験 したの であ
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った。

マ ッカーサー兄弟 の率 い る一行 も例

外 では なか った。同行 してい た英 国の
’改宗者 ア ーチ ャー ・ウ ォル ター ズは

、

１８５６年 ７月 ２日、 日記 に次 の よ うに記

してい る。

「パー カー兄弟の ６歳 にな る坊 や が

迷 子 に なった。 それでパ ー カー兄 弟 は

息子 を捜 しに引 き返 した。」 （ル ロイ ・

Ｒ ・ハー フ ェ ン、ア ン ・Ｗ ・ハー フエ

ン共著 、Ｈαπｄｃαπ８ 孟ｏＺぬη「手 車 で

シオ ンへ 」Ｐ．６１）

アーサ ー は、 ロバー トとア ン ・パ ー

カーの間 に生 まれた ４入の子供の うち、

下 か ら ２番 目であ っ１た。 ３日前 、一行

は突然 の雷 雨の 中で あわ ただ し くテ ン

トを張 った。 アーサ ーの姿 が見 えな く

な ったのは その ときだ った。両 親 は、

彼が ほかの子供 たち と一 緒 に遊 んで い

るもの とば か り思 い込 ん でいたの で あ

る。

その 日の早 い時間 に、一行 が足 を休

め た とき、小 さな男 の子 がや ぶの陰 に

腰 を下 ろ して休 んでい るの を見 た とい

う者 が現 わ れた。

小 さ な子供 をお持 ちの方 な ら、疲 れ

切 った ６歳 ほ どの子供 が焼 けつ くよ う

な夏 の 日に どん なに早 く寝 つ いて しま

うか、 また どん なに ぐっす り寝 入 って

しまうか 、 よ くお分 りにな る と思 う。

キャ ンプが移動 す る位 の音 で は 目も覚

め ないの であ る。

２日間 、一行 はそ こに止 ま り、兄弟

たちは全 員アーサ ー を捜 索 した。 そ し

て ７月 ２日、他 に取 るべ き手段 もな く、

一行 は西へ 向か うよう命 じられ た
。

日言己に よる と、 ロバ ー ト・パ ー カー

は再 び幼 な い息子 を捜 して ひ と り引 き

返 した。彼 が キ ャンプ を発つ とき、 そ

の妻 は あ ざやか な色の肩掛 け を夫 の肩

にかけ て ピ ンで止 め なが ら、次 の よ う

に言 った。

「も しアーサ ーが死 んで いた らこの

肩掛 け をか．けて葬 ってあげて くだ さい。

そ して も し生 きて いた ら、 これ を旗 に

して合図 して くだ さい。」

ほか の幼 ない子供 た ち と共 に、彼女

は手車 を引 きなが ら懸 命 に一行 につ い

て行 った。

毎 夜 、ア ンは道 に出 ては 見守 った。
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７月 ５日、夕暮 れ近 く、彼 らが見つ め

てい る と、見 え た。東の 方か ら人 がや

って来 るのが見 えた。間 もな く、 ア ン

は沈 む夕 日に照 らされ て、 あ ざや かな

真紅 の肩掛 けがかすか に 目に入 った。

日記 には次 の ように記 されて いる。

「ア ン ・パー カーは哀 れ に も、砂 の上

にへ なへ な と座 り込 んで しまった。 そ

して その夜、彼女 は ６日振 りに ぐっす

りと眠 るこ とがで きた。」

７月 ５日、ウ ォル ター ズ兄 弟 は こう

記 してい る。

「パー カー兄弟が迷子 にな ってい た

息子 を連 れ てキ ャ ンプ に到着 す ると、

キャ ンプ 中が大 きな喜 びに包 まれた。

母 親 の喜 びた るや 、 筆舌 に尽 し難 い も

ので あった。」（ハー フ ェ ン著 「手車 で

シオ ンへ」Ｐ．６１）

私 たちは詳 細 をす べ て知 ってい るわ

けで はない。 名 もな い森 の住 人 （その

ような人 がい るな ど とて も考 え られ な

い と、私 は幾 度 も不 思議 に思 ったが ）

がその幼 い男の子 を見つ け た。 そ して

その子 を病 い と恐怖 で参 って い る もの

と思 い、父親 が見つ け出 す まで世 話 を

して いたので あ った。

この当時 と して は、 ご くあ りふ れ た

物語 はこ こで幕 となるのだが 、私 た ち

に ひ とつ の質問 を投 げか けてい る。 も

しあ なたが ア ン ・パー カーの立場 にい

た とした ら、幼 いわ が子 を救 って くれ

た名 もない森の住 人 に どの ような思 い

を抱 くであ ろ うか。限 りない感謝 の気

持 を抱 くの ではな いだろ うか。

この思 い を理解 す るこ と、それ は御

父が その子 らの ひ とりを救 お う とす る

私 た ち に寄 せ て くださ る感謝 の気持 を

幾分 な りとも感 じ取 るこ とであ る。 感

謝 の 念 を抱 くこ とその ものが賞 賛 をか

ち得 るに値 す る。 なぜ な ら、主 は この

よ うに言 っておられるか らである。 「而

して汝 ら もし生 涯今 の世 の人 々に向 い

て悔改 め を叫 ぶ こ とに力 を尽 し、唯 一

人の 人 た りともわれ に導 かば、 わが御

父の 国 に於 て彼 と共 に汝 らの悦 び如 何

ばか りぞ・や。」 （教義 と聖約 １８：１５）

それ もさる ことなが ら、唯一 人 の人 が

私 たち 自身 であ ったな ら、 と私 はつ け

加 えた い。

それ故 、私 た ちは万人 に向か って来

も

たれ と訴 えるの で ある。私 却 ちが あな

た方 をこの世 か ら呼 び集 め るの は、得

るこ との で きる もの があ るか らでは な

い。 それ よ りも与 える こ との方 が 多い

か らであ る。 あ なた方 は この教会 で必

要 とされて い る。 で きるな らば家族 ぐ

るみ で、 またそれが不可能 で どう して

も と言 うの であれ ば、 ひ とりでお入 り

にな って いただ きたい。

この教 会 には御 父 があ なた方 に与 え

得 るすべ ての もの があ る。 しか し代価

を払 わず して受 ける ことはで きない。

「多 く与 え られ た者 か らは多 く求め ら

れ」 （ル カ１２：４８） るか らであ る。

この教 会 は主の教 会で あ り、 そこに

属す るあ なた方が あ らゆる人 々か ら認

め られ るこ とはない。 多 くの人、否 、

ほ とん どの 人 は、あ なた方 を変わ り者

だ と見 るであ ろ う。中 には理 解 し、受

け入 れ るこ との容 易で ない教ｉ義もある。

また標 準 も高 い。 しか し、あ なたの今

ある状 態 か ら出発 で きるの で ある。

あ なた方 の 中には不 幸 や心 配事 、罪

の ため に苦 しみ の荷 を背 負 ってい る方

がい るであ ろう。 また品位 を落 とす よ

うな よ くない習慣 に とらわれ て苦心 惨

たんの 人、孤 独や 失望 、失 敗 と戦 って

い る人 も数 多 くい るであ ろう。 また中

には、家庭 の不和 や失恋 、結婚 生 活の

破綻 な どで苦 しんで い る方 もい よう。

私 たち はこれ らの こ とでつ まず きは

しない。 それ ら１ヰすべ て退 け得 る、す

なわ ち克服 で きるの であ る。 あな たが

だれ であ ろう と、 また何者であろうと、

私 たちは フェロー シ ップの手 を差 し伸

べ よ う。 そ うすれ ば私 た ちは相互 に高

め合 い、他 の人 々 を高め るこ とが で き

るの であ る。

この教 会 は主 の教 会で あ る。私 はイ

エ スがキ リス トであ り、現在 も生 きて

お られ る とい う証 を持 ってい る。 イエ

ス をおい てほか に世 の影 響 を及ぼす 人

物 はい ない と一般 に言わ れて いる。私

はその御 方 が イエ ス ・キ リス トであ り、

神 の御 子 、御 父の生 み た まい し独 り子

であ るこ とを知 って いる。 またイエ ス

が骨 肉の体 を有 してお られ るこ とを証

す る。 まさ し くこの教会 は主 の教 会で

ある。、イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り

証 申 しあげ る。 アー メ ン。
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十二使徒評議員会捕助

ス ター リング ・Ｗ ・シル

私 た ちが互 いに励 ま しあ って、成功

と幸福 の鍵 を握 る大切 な律法 を守 る と

い うことは、教 会の仕事 の うちで も最

も大切 な ものの中 に数 え られ る。 も し

も私 に説得の 力が十 分備わっていたら、

教会 の内外 を問わず 、世 のあ らゆ る人

に、断 食の律法 を守 る よう説 き勧 め る

だろ う。

ヘ ン リー ・Ｃ ・リンク博士 はあ る と

きこの ように語 った。 「健 全 な原則 に

従 うこ と以上 に、人の生 活 に秩序 を も

た らす もの はな い。」 あ らゆ る原則の

うち最 も健全 な もの は、 イエ ス ・キ り

ス トの福 音 の原則で ある。 も しも私 た

たちが守 るべ き原則 に従 うな らば、 よ

り良 い人間 とな り、霊 の こ とに もこの

世 の こ とに も一 層の繁栄 を見 るで あろ

う。 ところが時折 私 たち は、 これ らの

大 い なる永遠 の律 法 をさほ ど重要 では

ない もの 、 自分 に とっては あ まり大事

でない もの と考 える ことが ある。 ここ

で私 は、 なぜ 私 たちが断 食の律法 を正

し く守 るべ きなのか 、大切 な理 由 を ６

っ お話 したい。

「われ また汝 らに一 つの誠 命 を与 う
。

す なわち、汝 ら今 よ り後 祈 りと断 食 と

を続 け て行 うべ もｄ （教義 と聖 約８８：

７６）

その うちで一 番大切 な理 由 は、 これ

が神 の戒め だか ら とい うこ とで ある。

もし私 たちが常 に神 に従 うな ら、 しか

も、それが正 しいか ら、神 がせ よ と言

われたか らとい う理 由 で神 に従 うな ら

ば、私 たちは人生 にあ ってす ば ら しい

特性 を伸 ばす ことが で きるであ ろ う。

自分 は ただ神 に従 っただ けでは ない、

神 と一 致 したのだ とは、 ある賢人の言

葉 であ る。

２番 目の理 由、教会 の プロ グラムに

従 って、私 た ちは毎 月第一 日曜 日 を断

食 日曜 日とす るよ うに言わ れて いる。

私 たちは二 食 を抜 いて、 それに相 当す

るお金 を困 って いる人々 に衣 食や医薬

品等 の援助 がで きる ように、監 督 に差

し出 す。 そ して祈 りの家 へ行 き、 自分

の証 を述 べ 、感謝 を告 げ、 お互 いに励

ま し、高め 、霊 感 を与 え合 うのである。

私 た ちが しか るべ き断食：の捧 げ物 を

きちん と差 し出 したな らば、現 教会 員

の 内輪 だ けで、年間 ５千 万 ドル余 りが

だ れかの役 に立 ってい るはずであ る。

またさ らに、今 の生 活水準 でい けば、

実際 に断食献金 を必要 としてい る人 々

の用 に供 してな お、年 額数百万 ドルが

余 る勘定 なので 、将 来の緊急事 態の た

め に十分 な備 蓄が で きるの であ る。私

たちが義務 を完 全 に果 たしさえすれば、

各 自か らは ご く少額 の献金 なが ら、合

計 となれ ば莫大 な金額 に上 る。

主 は断食献 金 を納 め るこ とに対 して、

知 恵の言葉 につ いて と同様 の こ とを言

わ れ るの ではなか ろ うか。 「今聖 徒 と

呼 ばれ、或 いは聖 徒 と呼 ばれ得 る者 に

して虚 弱 な る者 、お よびす べての聖 徒

中最 も虚弱 な る者 の能 力 に適 応す る」

と （教義 と聖約 ８９：３）。 また、私 た

ちが神 か ら受 け てい る数 多 くの祝 福 を

思 いや る と、 たかだか幾 らに もな らな

い食事 代 は捧 げ物 と してあ ま りに もさ
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さや か なこ とに、顔 を赤 らめ る思 いで

あろ う。 それに気づ けば、 自分 の して

い る断食や捧 げ物 を正 しく行 なおうと、

す ぐに反省 もす るはず であ る。主 はそ

れ を心 か ら喜 ん で下 さ るであろ う。 ま

た各教会 員は今 までに もま して栄 える

であ ろ う。

３番 目の理 由 、断 食は克 己や 自制 を

養 ち最 も良 い方法 であ る。私 た ちは現

代 の誘惑 につ いて飽 き飽 きす るほ ど繰

返 し聞 いて いなが ら、大勢 の人が ほん

の さ さいな罪 に負けて しまってい る。

自制 を身 につ け る最 良 の方法 は、 自制

を実 践 す るこ とで ある。

ここ何 年来 、幾 つ もの調査 で、モハ

ンダー ス ・Ｋ ・ガン ジーが今世 代最 大

の偉 人の ひ とりに挙 げ られて い る。彼

はイギ リスか ら独 立 を勝 ち取 った イ ン

ド解放 の志士 である。 しか も死亡 当時 、

イ ン ドは もとよ り、世 界 において も最

も力あ る人物 と認め られ てお り、彼 に

続 く人 々がその名 を、大聖 とい う意味

のマハ トマ と改称 したほ どだ った。 と

ころが伝記作 者の ル イス ・フ ィッ シャ

ー は
、 ガ ン ジー は初 めか らその よ うな

偉 大 な人物 ではなか った と主 張 してい

る。 ガ ンジー は 自分 を臆病者 だ と考 え

ていた。暗闇 がこわ く、蛇 が恐 ろ し く、

人間 が こわ く、 自分 を も恐 れて いた。

また彼 は非常 に怒 りっぽ く、大 きな問

題 を幾 つ もかか えて いた。

ガ ンジー はその ような性 質か ら被 る

不 利益 を知 って、つ いに 自己改造 す る

こ とを決意 した。 そ して後 に自分 を自

己改造 者 と呼 ぶ までにな った。

彼 は鍛練 のため に何度 も長期 間 にわ

た る断食 をした。食欲 を自制 で きなけ

れば、 もっと困難 な人生 の問題 を どう

して処 理 で きるか と考 えたわけである。

彼 は、 「自分 をコ ン トロールできずに、

どう して他 人 をコ ン トロールで きよう」

と言 った。 フ ィッシャー氏 の言葉 を借

１５０

りれ ば、世 界 はソ クラ テ．ス以 来 ガ ンジ

ー に匹敵 す る人物 を生 んでい ないので

ある。彼 は絶対 とも言 うべ き沈着 と自

制 を備 えてす ば ら しい 自己分 析 を行 な

った。

４番 目の理由 、断食 は霊 の力 を伸 ば

す手段 で ある。使徒 たちが主 に、 自分

たちが苦 しんでい る少年 か ら悪霊 を追

い出せ なか った理 由 につい て尋 ね た と

き、主 は、 「…… この た ぐいは、祈 り

と断食 とに よらなければ、追 い出す こ

とはで きない」 （マ タイ１７：２１） と言

われ た。祈 りと断 食 とによって他 の人

人か ら悪霊 を追 い出せ るの であれ ば、

自分か らも悪霊 を追 い出す こ とが で き

る道理 であ る。

５’番 目の理 由 、私 たちは価値 あ る慈

善 事業 に参加 すべ きで あ る。 イエ スが

言 われた ように、 「あなたの宝 の ある

所 には、心 もあ る……」 （マ タイ ６ ：

２１）か らであ る。

農夫 は最 も良い収 穫物 を翌年 の種 に

取 ってお く。 人生 に投 資す る よ りも多

くの もの を人生 か ら引 き出 したい と考

え る人が い るが、 イエ スは 「受 け る よ

りは与 え る方 が、 さいわ いであ る」

（使 徒２０：３５） と言 って お られ る。私

たちが取 るよ りも多 くの もの を社会 や

人生 に還 元 したな らば、今 よ りもさら

に幸せ に、 はるかに成功 した人物 とな

『 る
こ とで あろ う。

さて、私 はこ こで 、断 食献金 が立派

な慈善事 業 であ るこ との理 由 を４つ ほ

どあげてみ たい。

１．献金 は金額 が意 図通 りに使 われ

る。 つ ま り、断食献金 か ら経 費が差 し

引かれ るこ とは皆 無 であ る。 立派 な慈

善事 業 で も多額の運営 費 がかか ってい

る現 状 だが、断食献 金 にはそれがない。

２， もとでが かか らない。一般 の寄

付 は自分 の収 入 の中か ら出 るが 、断食

献金 は食費か ら出すの で、穴埋 めす る

◎

必要 が ない。

３． この先 自分 が何年 生 き、その間

どれだ け健康 に幸せ で いられ ることか、

考 えてみ る とよい。

４．神 に どれ ほ ど喜 んでいただ ける

か を考 えてみ る とよい。 マ ラキの言葉

か ら、主 のみ こ ころが うかがわれ る。

「人は神 の物 を盗 む こ とをす るだろ う

か。 しか しあな たが たは、わ た しの物

を盗 んで い る。 あなたが たは また 『ど

う してわれ われ は、あ なたの物 を盗 ん

でい るのか』 と言 う。十分の一 と、 さ

さげ物 を もって であ る。 あなたがたは、

の ろい を もって 、のろわれ る。 あなた

がたすべ ての国民 は、わ た しの物 を盗

んで いるか らで あ るｑ」 （マ ラキ ３ ：８，

９）当時什 分の一 と捧 げ物 を納 φ ない

こ とが神 の物 を盗 む こ とと同 じであ っ

たの な ら、私 たちが もし今 それ と同 じ

こ とをすれ ば、 と りもなお さず私 た ち

は今神 の物 を盗 ん でい るこ とにな る。

しか しそれ を裏 返せ ば、私 たちは神 に

大 いに喜 んでい ただ くこ ともで きるの

であ る。

生 活 に秩序 を与 え るこれ らの原則 に

つ いて、同 時 にそれが大 きな益 を もた

らす こ とにつ いて、私 たちは 自分の 中

に確 固 た る信 念 を培 うこ とに よ り、最

大 の成功 と幸福 とを得 る ことが で きる

と言 われて いる。

また、適 切 な指 導 と奨励 が あれば、

全 ワー ド部 、 ステー キ部 、支部 、伝 道

部 お よびすべ ての教会 貝は この大切 な

主の律法 を重 ん じてす ば ら しい成功 を

収 め るこ とがで きる ようにな る。

この断食 の律 法 は養育掛 の役 目 も果

たす。私 たちが ；の律 法 を立 派に守れ

るようにな った ら、他 の どの律 法 もさ

らに よ く守 るこ とがで き るで あろ う。

この大切 な律 法 を守 った当然の結果 と

して 、信仰 と力 がおの ず と備 わるか ら

で ある。
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去年 、神殿 に もっ と頻繁 に入 ろ うと

い う目標 を立 てた とき、 それが 日々の

生 活 にこれほ ど大 きな影 響 を及ぼ す と

は考 えて もみ ませ んで した。

学齢 前 の子が ３人に、 もうひ とりの

子 がや がて生 まれ るとい うときで、子

供 を主 に喜 ばれ る ように育 て たい とい

う気持 が 日増 しに強 くな って い る時 期

で した。私 たちは 目標 と目的 をは っき

りさせ た ら、 どん なこ とで もスムー ズ

に上手 にや り遂 げ よう と頑 張 る方 で す

が、 こ と育 児 に関 しては、 目標 が なか

なか定 ま りませ んで した。幼 児教 育 の

教 室 に出 た り、心理 学 の本 を読んだ り、

リー ダー シ ップ とマ ネー ジメ ン トの テ

クニ ックを勉 強 して も、育 児 の問題 に

は千差 万別 の解 決法 があ る ことがわか

っただ けで した。

少年 ジ ョセブ ・ス ミスの例 で はない

です が、 だれ もが 自分 の方法 こそが正

しい と信 じていて 、白か ら黒 までの さ

まざ まな見解 に、 どう して よいや らす

っか りわか らな くな りま した。 それ で

私 た ちは、 「どの方 法 が正 しいのだ ろ

うか」 と真 剣 に考 える ようにな りま し

た。

私 たちが死者の ．ため の儀 式 を受 けに

たび たび神 殿 に行 くよ う，にな った ある

日、突然 の よ うに、神殿 で教 え られ る

原 則が言葉 で も行 ないで も実生 活 に と

て も役 立つ もの だ とい う思 いに打 たれ

ました。 その こ とを考 え る と、主 の宮

居 に私 た ちの家庭 の完全 な理 想 の あ る

ことが わか りま した。天 の模範 に両親

の理 想 の姿 があること、そ して聖 典 は、

実 際 に子 を持つ 父 として、神 が どんな

こ とをされ たか とい う現 実 の話 や模範

が載 って いる完壁 な教科 書 だ とい うこ

とを知 ったのです。

主 は ジョセ ブ ・ス ミスへ の啓示 の中

で、 カー トラ ン ドの御 自分 の宮居 につ

いて指 示 を与 え、家庭 の あ るべ き神聖

１５２

な姿 を教 え られ ま した。聖 徒 た ちに、

「祈 りの家 、断 食の家 、信 仰 の家、学

問の家 、栄光 の家 、秩 序の家 、神 の家」

（教義 と聖 約８８：１１９）を建 て よ とお っ

しゃ ったの です。 この指 示 は私 たちの

家庭 に もあてはめ る ことがで きます 。

主 の指 示 に従 えば、家 庭 を地上 の天

国 の ようにす るこ とがで き、そ こに は

「神殿 」の雰 囲気 が生 まれ ます
。

主 の宮居 はいつ も清潔 で気持 の良 い

場所 です。秩 序 とい うこの 「天 の第一

の律 法」 は、家庭 に平安 な雰 囲気 を作

り出す ための神 の標 準 です。家 を清潔

に美 し く整 える ことは、っ ま らな い仕

事 の繰返 しではな く、 もっ と大事 な こ

となの だ とい うこ とを家 庭の主婦 が認

識 した ら、 どん なにかす ば らしいこ と

で しょ１う。つ まる とこ ろ、主婦 は家族

に とって は神殿 の管理 人 なのです。 主

の模範 に従 って生 活環 境 を秩序正 し く

整 えれ ば、主婦 は家族 の生 活 を生 き生

きとした豊 か なもの に できるで しょう。

主の 宮居 は機能 的 です。神殿 の設計 、

装飾 、雰囲 気、 そ こで行 なわれ てい る

事柄 は 、 どれ も教 え を施 す とい う神殿

の機能 に添 ってい ます。 各部屋 に は話

が よ く聞 け るよ うに座 り心 地の 良 い椅

子 が用意 され 、教 えや すい ように一 番

適 当 な所 が取 って あ ります。 また壁 に

絵 が掛 けて あった り、壁 画や時 にはフ

ィル ムな どの視覚 教材 もあ ります。 そ

れ なの に、私 た ちの家庭 には世 の標 準

にお もね たデザ イ ンや装 飾 が何 と多い

こ とで し ょう。 壁 に掛 か った絵 や一 番

手近 な本や家具 の配置 が 、みん な私 た

ちの価値 観 を反映 して いるので す。

神殿 にはキ リス トの こ とを教 えて い

ない もの は何 ひ と．っ あ りませ ん。 もし

私 た ちの価値 観 を世 よ りも主 に向 けた

いな らば、家庭 が神 の方法 に従 うはず

です。居間 に ある子供 の本 、黒板 、掲

示板 、 フラ ンネルボー ド、 あや つ り人

、

形 の舞 台 、視覚 教 材の フ ァイル、そ し

ていつ で も喜 んで手伝 って くれた り、

教 えた り、 自分 で も新 しい もの を学 ぼ

うと してい る両親 、 それ らが みん な学

ぼ う とい う雰囲 気 を盛 りたてるのです。

主 の宮居 は主 のみ た まに満 ちてい ま

す。 神殿 に入 る には、ふ さわ しい とい

うこ とを示す推薦 状 がい ります。私 た

ち も家 に入 る前 にち ょっ と立 ち止 ま っ

て 、愛 す る家族 の待 つ家 に入 るの にふ

さわ しい か どうか を考 えてみ る とよい

で しょう。主 の宮居 も私 た ちの家 庭 も

共 に、最 良 の 自分 と一番親切 な行 な い

を示 すべ き場 所 なの です 。粗 野 な言葉

や け たた ま しい笑 い声 、押 し合 い、取

っ組 み合 い、言 い争 い、の け者 な どが

あ ってはな りませ ん。 お互 いに気 を配

り、助 け合 い、手伝 うこ とに時 間 とエ

ネルギー を使 うべ きです。

主の宮 居 は神 聖 な儀 式 を行 な う場所

です。家 庭 の夕べや家 族 の祈 りを司 会

した り、病気 の子供 を祝 福 した り、子

供 を生 み立 派 に育 て る仕事 と関係 の あ

る この よ うな活動 は 、 どれ も家族 をひ

とつ に し、清め て くれ ます。故 ハ ロル

ド ・Ｂ ・リー大管長 は、神権者 の一番

大切 な務 め は自分 の家庭 の 中に こそあ

る と、幾度 もお っ しゃい ました。

主 の宮居 は主の 目的 に添 って建て ら

れ ます。私 たち は家庭 でみ んなが い っ

しょにひ ざ まず いた ときや 、主の み業

に献身 した とき、大 きな喜 び を感 じま

した。 そ して この ことか ら、家庭 で行

な うこ とはみん な主 に喜 ばれ る ことで

なけれ ばな らない、とい うこ とに気 がっ

き ました。 また、 この ように してみわ

ざに働 くこ とで 、家 族 のみ んなは家 庭

の あ りが た さを今 さらなが ら感 じ、家

庭 を立 派 に保 ちたい と思 った ものです。

何 に もま して、主の宮居 が私 た ちの

家庭 の手本 です 。

い ろい ろな呼 び方 があ る うちで、造



り主 は御 自分 を 「父」 と呼 ばせ たい と

思 ってい らっ しゃい ます。 創造 の初 め

か ら究極 の行 く末 に思いをはせ るとき、

御 父が私 た ちに不死不 滅 と永遠 の生 命

を与 え るとい う目標 にす べての焦点 を

合 わせ てお られ るこ とが わか ります。

従 って とりわ け、御 父 は親 た ちの手本

です。御 父 は完全 な御 方 で、何の誤 ち

もあ りません。永遠 の真 の原 則 に よっ

て子 供 たち を取 り扱 われ ますが 、 この

原 則 は子 を持 つ親 であ る私 た ちに もあ

ては まるで しょう。

「主 の宮居 も私 たち の家庭 も共 に
、

最 良 の 自分 と一 番親切 な行 な いを

示す べき場所 なのです 。」

御 父の模 範 を見 れば 、子供 に どん な

ことを教 えたらよいかが わか ります。

親 に とって最 もや っかい なこ との ひ と

つ は、何 をめ どに して子供 を教 えるか

とい うこ とです。子供 が知 らな ければ

な らな い真理 や話 や律法 や考 えはた く

さんあ ります。一 体 どこか ら手 をつ け

たら よいの で し ょうか。 その解 答 は、

御 父 が神 殿 の儀 式 に よって教 えて下 さ

るこ との 中に見出 され ます。

主 の宮 居 で、私 たちは順 序正 しく幾

つか の誓約 を交 わ してい きます。 デ ビ

ッ ド・０ ・マ ッケ イ大管長 は こう告 げ

て い ます。 「神殿 の 『エ ンダウ メン ト』

とい うもの があ るが 、それ は… … 人の

永遠 の旅 路 と無 限の可能性 と、愛 に満

ちた正義 の御 父が 自分 の姿 に似 せ て造

られ た子供 たち，す なわ ち全 人類 の た

め に用意 され た進 歩 とに関す る儀 式 で

あ る。 この ために神殿 が建 て られ るｄ

（ “Ｔんθ Ｐπγｐｏ８ｅ８ ０プ Ｔθ即 ‘θ８”
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その誓約 の順序 が重要 なの です。適

当 な ときに一 つ一 つ律法 が教 え られ ま

すｂ 成長 の各段階 た おけ る子供 の 自然

な姿 を学 べ ば、典 型的 な子供の行動 と、、

主が教 えられた人生の律法 との間に関

連性のあることを知 ってうれ しく思 う

ことで しょう。

児童心理学者の意見は詳細について

異論はあっても、成長に最低 ４段階が

あることではおおかた一致 しています。

（１） まったく自己中心的 な時期、（２）

事の結果 を長 い目で見た り意味 を考え

た りして決め られるようになる時期、

すなわち物事の分別がつ く時期、（３）

体が大人になる時期、（４） 責任ある大

人 として独 り立ちするための最終的な

準備の時期、がそれです。この成長の

段階 と主の律法の両方 を子供の成長の

時点にあてはめてみれば、関連性がは

っきりします。

（１） 自己中心的 な時期

両親は幼児が本来持つ自己中心性 を

重 々承知 していますが、状況への対応

の しかたについては両親 も児童心理学

者 も意見はさまざまです。主の明快 な

計画の中では、末 日聖徒の大勢の予言

者や使徒がその勧告 で強調 しているよ

うに、幼児に、親 に従 うことや他 人の

幸福のために自分の欲求 を抑 えること

を教えるのは大切 なことです。

標準聖典の中では、特 に聖書がその

ような原則を教えるのに非常に役立ち

ます。旧約聖書に繰返 し出て くる従順

と犠牲の話 は、この年齢の子供 にうっ

てつけです。

私たちが子供にこの ことを教 えよう

としたとき、 とてもよく理解 して くれ

るのに驚いたり喜んだりしま した。あ

る冬の寒 い晩のこと、 ４歳になる息子

が風呂あが りに、 「お交さん、マイカ

を先 にふいてあげてよ。ぼ く犠牲にな

りたいんだ。ここに座って待 って るか

らね」と言うのです。

（２） 物事の分別がつ く時期

子供が大 きくなって主の前に責任が

持てるようになると、遊び仲間の大 き

な圧 力や正 当化 に負け ない ように、 キ

リス トを自分 の土台 と し、聖霊 を伴侶

とすることを福音の律 法か ら学 び ます。

聖 書 とモル モ ン経の 中 には、信仰 、悔

改め 、バ プテ スマ、聖霊 の賜 の原則 が

美 しい言葉 で述 べ られて いて、人生 の

目的 や この世 の生活 の大切 さが語 られ、

それ と同時 にいつ も正 しい道 を歩み、

間違 い を犯 した ときに はす ぐに引 き返

す ための計画 も教 えられ てい ます。

（３） 親 とな る準備

体 が成熟 し、，交際 も広 くなって くる

と、誘 惑 が多 くな ります。 しか し、純

潔 の律 法 に従 えば、誘 惑 か らす ぐに身

をかわすこ とができます。思春 期 には、

親 が言葉 と模 範 で、体 と霊 を清 く保 つ

こ とのす ば ら しさ を教 え るこ とが大 切

です。神殿 の ガー メ ン トを参考 にすれ

ば、慎 ま しい服装 とは どうい うものか、

は っき りと説明 で きるで しょう。

（４） 独 り立 ち

青年 がさ らに独 立 し、家 の 外で 自分

の能 力 を試 す用意 をす る時 期 になると、

教義 と聖約 に言 われ てい る主 の奉献の

律法 か ら、なぜ 自分 に才能 が与 え られ

てお り、それ をどう した ら一番 生かせ

るか につ いて正 レい見方 が で きるよ う

になります。才能 は、主 の王 国 を建 て、

シオ ンを建 設す るため に使 う、主か ら

与 え られた管理 の職 なので す。

これ らの原則 を教 え る以上 に、親 が

子供 に してあ げ られ る良 い準備 が いっ

たい あるで しょうか。子供 が従順 と、

他 人の ため に自分 を犠 牲 にす るこ とを

学 ぶ とき、 キ リス トを土台 と した人生

を築 き、 自分 を導 く聖霊 を受 け入れ る

とき、 そ して清 く汚 れの ない生 活 を送

って 自分 の持 て るすべ て を主 のみ業 に

捧 げ る とき、 その子 は主 の み手 の内の

聖 い器 とな る用意 を して いるのです。

．私 たちは これ までに述 べ た律 法の ほ

か に、 自分 の望 みが主 の言 ってお られ
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、

る枠 を越 え ない ように気 をつ け、いつ

も主 の導 きを求め 、絶 えず体 と霊 とに

栄養 を与 え るこ とを常 に心 が け、 また

子供 にもその ように教 えて います。「皆

その ひざ を折 りかがめ」、 イエスはキリ

ス トで ある と告 白す る 日がいつ か来 る

こ とを知 れば （教義 と聖約７６：１１０ 参

照 ）、子供 も親 も永遠の真 に価 値 あ る

もの を思 い起 こす ことでしょう。 また、

今 は どん な信 条 を持 って どん な生活 を

していて も、私 たちの隣 人 はいつ か キ

リス トの神聖 さを認 め るこ とが わかれ

ば 、何 で も合理 化 しよう とい う誘惑 が

少 な くな ります。

御 父は整然 と した方法 で私 たちに教

えてお られ るの で、私 たちは子供 に神

の こ とをよ く教 える こ とが で き ます 。

御 父 の模 範 を見れ ば、子供 に どの よ

うに教 えた らよいかがわ か ります。

第 １に、御 父 は首尾一貫 して矛盾 が

あ りませ ん。 「われ は昨 日 も今 日もい

っ まで も同 じ」 と言 ってお られ ます。

御 父の子供 であ る私 た ちは、御 父 が信

頼 で きる御 方 で ある こ とを知 ってい ま

す。 もし親 であ る私 た ちが 、庭仕 事 を

ほ った ちか しに して出か けた息 子 を日

曜 日には叱 って、水 曜 日には叱 らなか

った ら、あ い まい さ を植 えつ け るだけ

です。

第 ２に、御父 は私 た ちに戒め を与 え

てお られ ます。 その戒 め は私 た ちの理

解 力 に従 い、守 れ るよ うな形 で与 え ら

れてい て、 どれ も永遠 の律法の一端 を

示 して い ます。 ニー フ ァイは、 「……

私 は、主 が命 じた も うことには、人 が

それ を為 し とげ るため に前以 てあ る方

法 が備 えてあ り、 それ でな くては、主

は何 の命令 も人 に下 した まわない こ と

を承知 してい る… …」 （１ニーフ ァイ

３ ：７） と言 ってい ます 。親 は守 れ な

い ような言 いつ けは与 え ない とい う こ

とを、子供 たちに理 解 させ る必要 が あ



ります。

以前 私 たちは ２歳 の息 子 に 「道路 に

出 ては いけない」 と教 え ま した。 や が

てその子 も成長 して ５歳 の兄 と同 じよ

うな もっ と高度 の言 いつけが守 れ る よ

うにな ったので、 「道路 を渡 る ときに

は左 右 を よ く見 るこ と」 と教 えました。

戒 めは 、それ を守 る能 力が増 して くる

の につれ て変 わ ります。 しか しその基

とな る永遠 の律諌 は変 わ りませ ん。

主 は戒 め をお与 えに なる ときに、 エ

デ ンの園 でア ダムに言われ た ように、

不従順 の結 果 を もは っき りと説明 され

ます。 その結 果 は 自然の因果 で ある こ

ともあ りますが 、時 に は、神 のみ もと

か ら切 り離 され る とい う永遠 の罰 を受

け る前 にその 人が 目覚 め て悔 い改め る

ように、主 が飢饒や疫病 、 外敵 とい っ

た罰 を与 え てさ 蔭して下 さ るこ ともあ

ります。 Ｌ

私 たちは、子供 が 自分の行動 の 当然

の結 果 を被 るの を黙 って見 て いる こと

もあ ります。 しか し、助 けてあげたり、

別 の罰 を与 えた り して その結果 か ら救

っゼ あげな けれ ばな らない こ ともしば

しば です。交通量 の激 しい道路 に飛 び

出 した ら、悲惨 な結 果 が 目に見 えて い

るか らです。 いずれ に しろ、子供 はあ

らか じめ結 果 をは っき り説 明 して もら

え ば、責任 感 と安心 感 を持 ちます。

第 ３に、御父 は私 たちに 自由意志 を

与 えてお られ ます。エ デ ンの園 でア ダ

ム に 「食 う と食わ ざる とは汝 に任 す」

（モー セ ３ ：１７） と言 われた とき、主

はア ダム に決定 の責 任 を負わせ た もう

たのです。アダム に正 しい原則 を教 え、

自分 自身 を治め させ ま した。子供 た ち

は、 自分 の下 した決定 に直接 賞罰 の結

果 が あ るこ とをす ぐに理解 します し、

い ったん教 えたあ とは、子供 に与 えた

管理 の職 を尊重 じなければな りませ ん。

その結果 が はっ き り説明 されていれば、

罰 を受 け るの も公正 だ と納 得 す るの が

普通 です。

第 ４に、御 父は私 たち と誓約 してお

られ ます。親 と子 で約束 を交 わせ ば、

いざ問題 が起 きた ときで も対処 のめ あ

てが あ ります 。子 供 が何 かの仕 事 をす

るとか 、あ るこ とを約束 して その約束

が果 たせ れば、一歩大 人にな・ります し、

自信 も得 ます。

第 ５に、御 父 は私 た ちに管理 の職 を

与 えて下 さ って い ます。私 た ちに責任

を持 つべ きもの を与 えて 、それを どう

運用 したか結 果 を報告 す るように期待

して お られ るの です 。

私 たちは、子供 に 自分 の部 屋 を掃 除

す る とか、ペ ッ トに餌 をや る とい った

管理 の職 を与 えた とき、 その務め を尊

重 して、途 中で取 り上 げた りしない こ

とが大切 な こ とを発 見 しま した。子 供

た ちは 自分 のベ ッ ドを整 えるの は 自分

の責任 だ という こと、 だれ しも代 わ り

にしては くれな い し、上 手 にで きな く

て もしわ ひ とつ直 して くれ ない とい う

こ とを知 ってい ます。

私 た ちが子供全 員 にこの務 め を与 え

た当初 、 まず正 しい原則 を教 え、 どん

なふ うにす るか を実 際 に して見せ、 ひ

と りでで きる自信 がつ くまで手伝 って

あげ ま した。言 いつ け を与 える とき と

同 じように、管理 の職 も子供 の能 力以

上 の もの を与 え ない ように気 をっ けて

い ます。

第 ６に、御 父 は私 た ち と親 しい交わ

り を保 ってお られ ます。 親切 な愛情深

い方法 で私 たち をみ もとに近づ けてお

られ ますが 、私 たち親 もそれ を見習 う

こ とがで き ます。 その方 法 と しては、

（１） 子供 と一緒 に少 しずつ行 な う、、（２）

一緒 に ひざ まず いて祈 る
、（３） 心 と心

で接 し、子供 の立場 に立 って考 え る、

（４） 励 ます 、（５） 審判 す るので はな く

理 解 を もって話 を聞 くこ とです。

子供 を立派 に育 てて主の み まえに帰

す ために どう して も知 らなければ な ら

ない ことは、 どんな ことを どの ように

して教 えるか・とい うことです。 この と

りわけ神聖 な責 任 につ いて、御 父 は完

全 な手本 と教科 書 を、つ ま り御 父 が子

供 た ちに どう接 した もうたか を説明す

るす ば らしい聖 典 を与 えて下 さい まし

た。

神殿 は私 た ちに信仰 を与 えて くれ ま

す。神殿 のおか げで、私 た ちはこの地

上 の生活 を、創造 と救 いの計画 と究極

の将 来 を観点 とした正 しい見方 で見 る

ことが で きます。世 の価値 観や世 の哲

学 は 、私 た ちが主 に訓練 され て主 に似

た者 とな るこ とを認識 した ときに、影

が薄 れてい き ます。本 当 に万事 は主の

み手の 中に あって、 人生 に は罪以 外 に

何 の悲劇 もあ りませ ん。

日常 の家庭 生 活 に 目を向 ければ、 そ

の見方 が平安 と幸 福 の大 きな基礎 とな

ってい ます。苦 難や経 済的 な危機 や死

を通 じて さえ、御 父 の従 ってお られ る

真の 原則 と律 法へ の従順 が終極 の喜 び

を もた らす こ とを知 るこ とがで きるの

です 。

私 たちは御 父 に似 た者 にな りたい と

思 い、主の宮 居 に行 って その たびに何

か新 しい もの を得 、神 聖 なため に書 き

記 す こ とので きない た くさんの こ とを．

学 んで い ます。 また、す べての こ とに

っ い て主 の模 範 に従 いたい と思 い｛レ自

分 た ちの家庭 を もうひ とつ の神 の家 と

す るように、ふ さわ しい雰 囲気 と環 境

と精 神 を培 お う と頑 張 っているのです。

（ロ ジャー ・メ リル兄弟 は教会の 人事

副部 長 で、ア ロ ン神権委 員会 で働 き、

妻 のりベ ッカ姉 妹 はユ タ州 テ イラーズビ

ル西 ステー キ部 テ イラー ズ ビル第１７ワ

τ ド部 の扶助 協 会 コーラ ス指揮者 であ

る。＞
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聖典を調べる

、

聖爵
濫

ロバ ー ト ・Ｊ ・マ シ ュ ー ズ

近 年西側諸 国 では、オ カル トや霊験 を追 い求 め る宗教 に

関心 を向 け る人 々が急増 してい る。 これ は古代 の族 長や イ

ス ラエ ルの予 言者 た ちの もつ霊 的 な能 力 とは全 く無縁の も

ので、魔術 や魔法 に属 す る もので ある。 真の予言 者 はこれ

に敢 然 と対抗 してい る。例 えば、主 はモー セ を通 してこの

ように告 げて お られ る。

「あなたが たは口寄 せ
、 または 占い師 の もとにお もむい

て はな らない。彼 らに問 うて汚 され ては な らない。わ た し

はあ なたが たの神 、主 で あるｄ （レビ１９：３１）

また主 は次の ように も告 げてお られ る。

「あ なたの神
、主 が賜 わ る地 には い った な らば、 その 国

国 の民 の憎 むべ き事 を習い おこな ってはな らない。

あな たが たの うちに、 自分の むす こ、娘 を火に焼 いて さ
ぽく

さげ る者が あ って はな らな い。 また 占い をす る者 、 卜者 、

易者 、魔 法使 、

呪文 を唱 え る者 、口寄せ 、 かんな ぎ、死 人に問 うこ とを

す る者 が あっては な らない。

主 はすべ て これ らの事 をす る者 を憎 まれ るか らで ある。

そ して これ らの憎 むべ き事 の ゆえに あなたの神 、主 は彼 ら

をあな たの前 か ら追 い払 われ るので ある。

１５６



あなたの神、主の前 にあなたは全 き者でなければならな

い ｏ

ぼく

あ なたが追 い払 うかの国 々の民 は ト者、 占い をす る者 に

聞 き従 うか らである。 しか し、あ なた には、あな たの神 、

主 は そ うす る事 を許 され ないｄ （申命 １８：９－１４）

占星術や降霊 術 な どに対す る信仰 では、予言 者や族長 た

ちが説 いた真 の宗 教 を打 ち建 て るこ とはで きなか った。 そ・

の こ とは、前述 の聖 句 か ら もよ くわか る。 この ような信仰

は、主か ら離 れ た周囲 の国 々に見 られ る偽 りの宗教 の根底

をなす ものであ る。

しか しなが ら、 モー セが イスラエ ルに心 底告 げたか った

教 えは、次 の聖 句 に注 目す るこ とに よ ってのみ理解 で きる

こ とで ある。

「あ なたの神 、主 はあなたの うちか ら、 あなたの同胞の

うちか ら、わた しの よ うな ひ とりの預 言者 をあなたの ため

に起 され るであ ろうｄ （申命１８：１５）

以上 の聖 句 が説 く意味 は次の通 りで ある。す なわち、天

父 な る神 は御 自分 が召 した し もべ であ る予 言者 を通 して そ

の民 に語 られ る。 従 ってイス ラエ ルは 占い をす る者 や星 占

い師 の も とへ行 って霊 の導 きを求 め よ うとしてはならない。

そ してモー セは この神 の予 言者の ひ と りであ る。

また この聖 句 は、 キ リス トの こ と を も直 接 に示 して い

る。 そ して この キ リス トこそ、すべ ての予言 者が証 した御

方 で あ り、真の予 言者の究極 の模 範者 で あ る。 私 たちは イ

エ スの ことを述べ るため に、第１５節 の聖 句 を他 の節 と切 り

離 して引用 す るこ とが よ くあ る。 しか しそ うしたときには、

偽 りの予 言者 と真 の予 言者 を対 照 した意味 が失 われ て しま

う。実 に異教 の説 く教 えには、神の任 じられ た予 言者 、聖

見者、啓示 を受 け る者 が授 か って いる真 の賜 を装 った もの

が見受 け られ るの であ る。

これ につ い て、 イザヤ は次 の ように述 べ てい る。

「人 々があ なたがた にむ か って 『さ えず る ように
、 ささ

み こ

や くよ うに語 る巫 子 お よび魔術 者 に求 め よ』 とい う時、民

は 自分 たちの神 に求 むべ きではな いか。生 ける者 の ため に

死 んだ者 に求 め るであ ろうか。

ただ教 とあか しとに求 め よ。 まこ とに彼 らは この言葉 に

よ って語 るが、 そ こには夜 明け がな いｄ（イザヤ ８ ：１９，２０）

真 の予言 者が星 占い師や魔 術師 に勝 ってい るこ とは、ダ

ニエル がカルデヤ 人の間 で経験 した出来事 の 中に うかが え

る。

「そ こで王 は命 じて王 のため にその夢 を解 かせ よう と
、

博士 、法術士 、魔術士 、 カルデヤ び とを召 させ たので、彼

らは きて王 の前 に立 った。

王 は彼 らに向か って、 『わた しほ夢 を見 たが、 その夢 を

知 ろ う と心 に思 い悩 んで いる……

わ た しの言 うこ とは必 ず行 う』 （と言 った）

カルデヤ び とらは王 の前 に答 えて言 った、 『世 の 中に は

王の その要求 に応 じうる者 はひ と りもあ りませ ん。 どん な

大 いな る力 あ る王 で も、 この よ うな事 を、博士 、法術士 、

カル デヤび とに尋 ね た者 は あ りませ んで した。

王 の尋 ね られ る事 はむずか しい事 であ って、肉 なる者 と

共 にお られ ない神 々 を除 いて は、王 の前 にこれ を示 しうる

者 は ないで しょう。』… …

つ いに夜の幻 の うちに この秘密 が ダニエル に示 され たの

で、 ダニエ ルは天 の神 をほめ たたえ た。

ダ ニエル は言 った、 『神 のみ名 は永遠 よ り永遠 に至 る ま

でほ むべ きか な、知 恵 と権ｉ能 とは神 の もので ある。……

わが先祖 たちの神 よ、 あな たはわ た しに知 恵 と力 とを賜

い、今わ れわれ があ なたに請 い求 めた ところの もの をわた

しに示 し、王 の求 めた こ とをわれ われ に示 され たので 、わ

た しはあなた に感謝 し、 あな たをさんび します。』

ダニエ ルは王 に答 えて言 った、 『王 が求 め られ る秘密 は

知 者 、法術士 、博士 、 占い師 な ど、 これ を王 に示 す ことは

で きませ ん。 しか し秘密 をあ らわす ひ とりの神が天 に お ら

れ ます。彼 は後の 日に起 るべ き事 を、 ネブカデ ネザル王 に

知 らされ たのです。』」 （ダニエル ２ ：２－２８参 照 ）

同 じよ うに、 モー セ とアロ ンも、エ ジプ トの魔術師 に勝

る力 を持 ってい た。 （出エ ジプ ト７ ：１０－１２参 照 ）

北方 の イ スラエ ル王 国 は真 の予 言者 の警告 に耳 を貸 さず

隣 国 の偽 りの宗 教に ならい始 め た。特 に イス ラエ ルの王 ア
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ハ ブの妻 であ った、フ ェニキア 人の邪悪 な王女 イゼベ ルが

その邪 教 をイスラエル王 国 に導入 したの であ った。 また、

占いや ま じな いが これ ら偽 りの宗教 の一部 をな してい たこ

とは、列王下 １７：１６－１８の記述 よ り明 らかで ある。

・…「彼 らはその神
、主 のすべ ての戒 め を捨 て、 自分 のため

に二つ の子 牛の像 を鋳 て造 り、 またア シラ像 を造 り、天の

万 象 を拝 み、かつバ アル に伝 え、 また その むす こ、娘 を火

に焼い てさ さげ物 とし、 占いお よび ま じない をな し、主の

目の前 に悪 をお こなうこ とに身 をゆ だね て、主 を怒 らせ た。

それ ゆえ、主 は大 い にイスラエ ル を怒 り、彼 らをみ前か

ら除 かれ たので、ユ ダの部 族 のほか残 った ものはなかったｄ

この結果 、間 もな くイスラエル は、強力 なア ッス リヤの

軍隊 に征服 され、打 ち倒 されて しま った。

それか ら一世 紀 ほ ど経 った頃 、南方 のユ ダ王 国の善王 ヨ

シヤは待望 の改革 を行 な った。

彼 は偶像 に仕 える 「祭 司 たちを廃 し、 またバ アルと日と月

と星宿 と天 の万 象 とに香 をた く者 どもを も廃 した。 ……

ヨシヤ は また祭 司 ヒル キヤ が主の宮 で見 つけ た書物 に し

るされ てい る律 法の言葉 を確実 に行 うため に、 口寄 せ と占

い師 と、 テラ ピム と偶像 お よびユ ダの地 とエルサ レム に見

られ るもろ もろの憎 むべ き者 を取 り除 いたｄ （列王下 ２３＝

５，２４）

新約 の時代 、パ ウ ロが クプ ロ （キプ ロス）島 で伝道 の業

に携 わ っていた頃 、エルマ とい う名 の魔術師 であ る偽 りの

予言者 が いた。彼 はパ ウロの教 えに従わ なか ったばか りで ，

な く、 その島の 「総督 を信仰 か らそ らそ う と」 さ え した。

そ こでパ ウ ロは 「聖霊 に満 た され 、彼 をに らみっ けて言 っ

た、 『ああ、 あ らゆ る偽 りと邪 悪 とで かた まってい る悪魔

の子 よ、す べて正 しい もの の敵 よ。 主の まっす ぐな道 を曲

げ るこ とを止め ないのかｄ （使 徒 １３：６－１０参照 ）

パ ウロが この魔術師 にっ いて感 じた過程 には、何らの誤 り

も介在す る余地が ないの であ る。

後 にパ ウロがエペ ソでイエ ス ・キ リス トの福音 を宣べ伝

えた折 、大 勢の 人々が福音 に改宗 し、彼 らは 「きて、 自分

の行為 を打 ちあけて告 白 した。 それか ら、魔術 を行 ってい
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た多 くの者 が、魔術の本 を持 ち出 して きては、み んなの前

で焼 き捨 てた。 その値段 を総計 した ところ、銀五 万 に も上

るこ とがわ か った。

この ように して、主 の言 は ます ます盛 んに ひろ まり、 ま

た力 を増 し加 えて いったｄ （使徒 １９：１８－２０）

主 の真 の羊 の群 れ に入 った これ らの者 た．ちは、 「魔術 」

の書 をもはや欲 しなか った し、必 要 とも しなか った。 これ

らの書物 は明 らか に偽 りの宗教 の手 引 き書 だ ったか らで あ

る。

予言 者サ ムエ ルはサ ウロ王 に こう勧告 してい る。 「そむ

くこ とは占いの罪 に等 しく、強 情 は偶像 礼拝 の罪 に等 しい」

（サ ムエ ル上 １５：２３） この ように、邪 教 の礼拝 であ る と

知 りなが らその よ うな礼 拝 を行 な うこ とは罪深 い行為 で あ

る。 また聖書 の記録 では 、サ ウロは主 のみ たまを失 い、 そ

れ と同時 に降霊 術 に身 を委 ね るよ うにな った と記 され てい

る。

パ ウロが ガラテヤ人 に宛 て て書 い てい るように、 「ま じ

ない」 は 「肉の働 き」の ひ とつで あ り、主 のみ た まをもっ

人 々が嫌 うもの であ る。 （ガ ラテヤ ５ ：１９－２１参 照 ）
み こ

聖 典 の告 げ る ところに よれ ば、魔術 師や巫 子 、降霊 術師

の行 なう魔 法や まじないは、世 の偽 りの宗 教や邪教 に特有

の もの であ り、 この よ うな もの を行 な う者た ちは、正 に真

の予 言者 と使 徒 に挑 ん でい るの であ る。従 って、 イエ ス ・

キ リス トのみ た まと信仰 につ いて よ く理解 してい る者 は、

いか なるか たちであれ、 ま じないや降霊術 の類 に は関係 す

る こと を欲 しないで あろ う。

（マ シュー ズ博士 は現在 ブ リガム ・ヤ ン グ大学古 代聖典学

部 の助 教授 で あ り、 また教 会成 人 コー リ レー シ ョン委 員会

の一 員 で もある。）

イスラエルは占い をす る者や星占い師のもとへ行って霊

の導きを求めようとしてはならない。 これ らは世の偽 りの

宗教や邪教に特有の ものであ り、このようなものを行 なう

者たちは、正に真の予言者 と使徒 に挑んでいるのである。



地の果てまで

新設され た

国際伝道部について
ブ ロックバ ンク長老 ハ ンター長老

１９７３年初頭 、大管長 会 よ り辺地 に居住 す る教 会員 のため

に国 際伝 道部 を設立 す るこ とが発表 され 、十 二使 徒評議 貝

会補助 であ るバーナ ー ド ・Ｐ ・ブ ロ ックバ ンク長 老 が伝 道

部長 に召 され た。

国際伝道部 の本部 は ソル トレー ク ・シテ ィーの教 会本部

旧館 に置 かれ てい るが、他 の伝 道部 とは異 な り、福音 を宣

べ伝 え る宣教師 がひ とりもい ない。

以下 は、伝道部 の現 況 につ いての質問 に、伝道部 の ア ド

バ イザ ーで ある十 二使徒評議 貝会 会員ハ ワー一ド ・Ｗ ・ハ ン

ター長老 とブロ ックバ ンク部 長 が回答 した もの で ある。

質問 ：国際伝道部 の意図 す る ところにつ いて話 していた

だ け ませ んか。

ハ ンター長老 ：ステー キ部 や伝 道部 の組織 され ていない

地方 に住 むすべての教 会員の ため に組織 された もの です。

この伝 道部 が設 け られた こ とに よって、彼 ら自身 が責任 を

持つ 教会 のユニ ッ トが置か れ、必要 が満 たせ るよ うにな る

のです。

質 問 ：その人 々に はこれ まで どこが働 きか けま したか。

ハ ンター長 老 ：あ えてあげ る とした ら、地 方の教 会ユ ニ

ッ トですね。

質 問 ：国際伝 道部 はこれ まで の伝 道部 とは異 な るもの で

すか。

ブ ロ ックバ ンク長 老 ：え え、異 な ります。完全 に組織 さ

れ た伝道 部 には福 音 を宣 べ伝 え る宣教師 が い ます。 しか し

国際伝 道部 には、 その ような宣教 師 はい ませ ん し、伝道 の

責任 もあ りませ ん。

質 問 ：所属 会員 は何 名です か。

ブ ロックバ ンク長老 ：会員数 は常時変 動 して いますが、

現 在約 ５００名です。恐 ら くもう ５００名 くらい は いる と思 い

ます が、彼 らの情報 は手元 にあ りませ ん。

質問 ：その ５００名 の人 々は どこにい るの です か。 どこか

彼 らが、大勢集 まって いる地域 が あ ります か。

ハ ンター長老 ：最 も大 きいの はア イスラ ン ドの グルー プ

です 。 しか しその 人数 も、 どこか一 国の聖徒 を合計 した数

よ りは少 ないの です。 また とて も広 い範囲 に住 んで いるた

め に、 ひ とつの地点 を取 りたて て言 うこ と もで きませ ん。

小 さな島 では、太平 洋の イー スター島 があ ります。 ここに

は教 会 員が ひ とり しか い ません。 また、マ ダガ スカル島 に

も、 そ して南 ア メ リカ とア フ リカの間 にあ る大西 洋上 の小

島 、ア セ ンシ ョン島 に も、住 んでい る教 会員 は ひ とりだけ

です。

質 問 ：国際伝道部 の会 員 はほ とん どア メ リカ人 ですか。

ブ ロックバ ンク長老 ：ほ とん どそ うです。 けれ ども、 イ

ギ リスや フラ ンス、 ドイツ、カナ ダ、その他数 多 くの国の

人 々 もこの伝道部 にい ます。 あ る人は兵 役 で、 またあ る人

は外交官 の仕事 を しています。その ほか 、事業 家 もい ます。

キューバ で働 い てい るイギ リス人の 会員が い ますが、 キュ

ー バは私 たちの責任下 にあ りませ ん。 けれ ど もほか に担 当

す る人が いな いの で、私 たちが彼 と連 絡 を保 ってい ます。

質 問 ：国際伝 道部 の会 員に は、実 際 に どの よ うな方法 で

働 きか けてい るの です か。定 期的 に個 人的 な接触 を図 って

い るの ですか。

ブ ロックバ ンク長 老 ：すべ て手紙 と教 会の プ ロ グラム と

出版物 で行 なって います。 彼 らの利用 で きる もの は何 で も

通知 します。基本 的 には、すべ ての プ ログラムが利用 で き

るよ うな体 勢 をとってお り、印刷 物や 資料 等 も入手 で きる
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よｉ…に して い ます。例 えば、連絡 のつ い てい る会 員に対 し

ては、家庭 め 夕べの テキ ス トが手 に入 るよ うに してい ます

し、各 会貝 には少な くとも ２、 ３ヵ月に一度 、 また グル ー

プ リー ダーや支部 長 には少 な くとも月に一度 、手紙 を出す

よ うに してい ます。

ハ ンター長 老 ：他 と交流 の ない家 族 の場 合 は、姉 妹 に扶

助協 会の テ キス トを支給 し、彼女 が扶助 協会 の活動 とつ な

が りを保 て るよ うにす るこ とが で きます 。初等協 会 につ い

て も同様 です。執事 に聖 任 され る年 齢の子 供 がいれ ば、彼

をその聖 任 に備 えさせ るの に必要 な情報 を両親 に送 り、次

いで、彼 を聖 任す る準 備 にかか ります。 また子供 が ８歳 に

近 くな った ら、家族 とその．∫供 の バプ テ スマ につ い て打 ち

合 わせ ます。

質問 ：地方 に おけ る管理 は グループ リー ダー と支部 長 を

通 じて行 な うの です か。

ハ ンター長老 ：その通 りです。伝道部 長 が彼 らを任 命 し

ます。 会員 が国際伝道部 の管轄 地域 内 に移動 した場 合、彼

らの教 会の記録 は国際伝 道部へ 移管 され ます。 その 手続 き

は 、通常 の ワー ド部 間 の移動 の際 と同 じです。

質問 ：監督 と支部 長 は、移転 会員 を国際伝 道部 に照 合す

る上 で、 とて も大切 な役割 を果 たす わけ ですね。

ハ ンター長老 ：そ うです 。移 転会 員の ために私 たちが行

な うこ とを十分理解 してい ただけた ら、監督 と支部長 は私

た ちに必 ず情報 を提 供 して くだ さる と思 い ます。

質 問 ：で は、 どの よ うな方法 で連 絡 すれ ば よいの ですか。

会貝が伝道 部の ない地域 へ転居 す る ことにな ったら、その

人が直接 に手紙 を書 くの ですか。

ブ ロックバ ンク長 老 ：最 も良 い方法 は、国際伝 道部 に直

接 手紙 を書 いて、 自分の 名前 と住所 を通知 し、同時 に、会

員記 録の所 在ユ ニ ッ トと、 自分 自身 に関連 した情 報 を も一

緒 に知 らせ て くださ るこ とです。 そ うした ら、私 たちの 方

か らす ぐに会貝記録 の移管 手続 きを とり、会 員には提 示 と

通知 とをお送 りします。

ハ ンター長老 ：ステー キ部 や伝道部 の な い地方 に行 くこ

とが決 まった とき、す ぐにプ ロ リクバ ンク部 長 に連絡 くだ

され ば、部長 か ら、その地方 に移転 した ときに交 流す る こ
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との で きる他 の教会 員 と、 その他活用 で きる事柄 につ いて

の情 報 が送 られ ます。 ブ ロ ックバ ンク長 老 と連 絡 を とるの

が早 ければ 、それだ け 多 くの恩 恵 にあず か るこ とがで き ま

す。

質 問 ：同 じ地域 内 にい る他 の家 族の こ とを知 らせ るとい

うことですが、 それ は頻繁 に行 な ってい るの です か。

ブ ロックバ ンク長 老 ：毎 日の ように会員か らの問 い合わ

せ があ ります。 外国での仕事 に出か ける人や 、す でに赴任

してい る人な どか らです。 その 内容 は、その地域 に住 んで

いる会員 がい るか どうか知 りたい とい うもの です。 た とえ

３００ キ ロあ るい は ４００キロ離 れ てい た と して も、文 通 す る

こ とがで き ます し、身近 にだれか がい る と思 うと安 心感 も

出 て きます。 これ を行 なって いる事例 は数 多 くあ ります。

ハ ンター長老 ：実際 、 ある方 か ら手 紙 をい ただ きま した。

それ に よる とこの 入は、外国 に派遣 され る こ とに なったの

です が、任地 は幾つ かの中か ら選 択 を任 され てい ま した。

そ こで彼 はブ ロックバ ンク長老 に 、 これ らの任地 に教 会 員

がい るか ど うか、問 い合 わせ て きた しだ いです。任地 を ど

こに選ぶ か は、彼 に とって大切 だ ったわ けです。

ブ ロックバ ンク長老 ：辺地 に住 ん でい る会 員 をだれか知

って いる人が あれば、国際伝 道部 に通知 していた だ きた い

と思 います。 で きれ ば、住所 も通知 くだ さい。 それ に よっ

て私 たちは その 人 と連 絡 をとる ように します。 国際伝道部

では、現在 その会 員が住 んで いる場 所 と合わせ て、以前 の

居住地 につ い ての情報 も必要 として います。 そ うすれ ば、

その 会貝記録 を容 易に見つ け るこ とが で きるか らです。

ハ ンター長 老 ：その よ うな例 が しば しばあ ります。両親

や子供 の名前 がわ かれば 、 もっ と好都 合 です。個 人の名前

だ けでは 、その家族 がい るか どうかわか らな いか らです。

です か ら、家族 の 名前 がわ かれ ば とて も助 け にな ります。

質問 ：会 員 たちは、伝 道部 を通 して どの ように大 きな恩

恵 を受 け てい るの で し ょうか。教会 に近 くあ る とい うこ と

は、彼 らに とって助 け となって いますか。

ブ ロ ックバ ンク長老 ：会員 か らの手紙 に よる と、教 会 が

関心 を寄せ 、気づ か い、いつ も連 絡 を保 って いる こと をと

て も喜 ん でい るよ うです。 この結果 、彼 ら も教 会 と接 触 を

保 つ ようにな って い ます。

質問 ：聖 典 を学 ぶ ための定例 プ ロ グラムを設け る ように

奨励 してい ますか。主 と教 会 に近 くあ るためには 、 どん な

ことが行 なえ ますか。

ブ ロックバ ンク長老 ：辺 地 に住 み 、それ まで慣 れ親 しん

で きた家庭環 境 や教会 プ ログラムか ら長 い間離 れ るこ とに

な った人に とって、手紙 は心 に大 きな効果 と影響 とを及ぼ



す こ とで しょう。 ですか ら私 た ちは、彼 らが大切 であ り、

教 会 も彼 らが その プ ロ グラム を十分 に活用 して ほ しい と望

んで い ることを、彼 らに愛 と親 しみ を もって知 らせ るこ と

に してい ます。私 た ちはスペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボール大管

長 の挨拶 を送 り、大 会の ときには予 言者 の メ ッセー ジを送

ります。大 管長会 のすべ ての話 を集 め て送 り、 それ を読 ん

で神の子 としての生 活 をす るよ うに奨励 して い ます。教会

員が この世 において大 きな誘 惑 の下 に生 活 してい るこ とを

心 に留 め るな らば、 あなた は手紙 で 多 くの こ とを行 なえ ま

す。彼 らは皆 、孤独 な気持 に駆 られ る ことが よくあ ります。

です か ら教会 との この接触 は、彼 らの信仰 と証 を築 くもの

で あ り、 また彼 らが教会 と一筋 の糸 で結 ばれ てい るこ とを

知 らせ る上 で役 立つ こ とで しょう。

質問 ：私 たちは今 ワー ド部 や 支部 で恵 まれ た状 態 にい る

わ けです が、ア イスラ ン ドやマ ダガスカル に住 む人 々の た

め に何 か で きるこ とがあ りますか。

ブ ロックバ ンク長老 ：遠 く離 れ た地 で暮 ら してい る家族

や友 人が いた ら、 いつ も文通 す る ように努 め る必要 があ り

ます 。

ハ ンター長老 ：奉仕 の機会 を求め て いるヤ ン グアダル ト

や スペ シャル イ ンタ レス トの グル ープ は、ア イスラ ン ドや

マ ダ ガスカル、 あるい はその他 の地 に住 む教 会員 を家族 の

一員 と考 えて励 ま しを与 える こ とがで き ます
。 また、国際

伝 道部 を通 じて家族 と交流す るこ ともで ぎます。

質 問 ：この仕事 には特別 な喜 びがあ る と思 いますが……

ハ ンタ ー長 老 ：大管 長会 と十二使徒 評議 員会 に よって、

国際伝 道部 を設立 す るこ とが決定 され 、ブ ロックバ ンク長

老 が伝 道部長 に任 命 され る こ とにな った とき、私 はその将

来性 に とて も明 るい もの を感 じました。

この プ ログラムは、 ほかで はその機 会 を得 られ ない大勢

の 人 々の生 活 に とって、必 ずや よ きお とずれ とな るこ とで

しょう。 また教会 を捜 してい る人 々の お役 に も立 つ と思 い

ます。 このプ ロ グラム は多 くの 人々の生活 に大 きな幸 福 を

もた らす に違 いあ りませ ん。 そ して その実現 の可能性 は、

達成 したい と思 う事 柄 に対 して ビジ ョンを持 つ ときに、大

き くふ くらむ のです。

ブ ロックバ ンク長老 ：今 日教会 は、すべ ての会 貝 に非常

に深 い関心 を寄せ て い ます。 そ して 多 くのプ ロ グラム は、

教 会 員一 人一 人に手 を伸 べ るため に用 い られ てい ます。

教会 の組織 か ら遠 く離 れ、辺地 に住 んでい る教 会貝 を見

つ け、彼 らに手 を差 し伸 べ る役割 を負 って いるのが国際伝

道部 なの です 。主 はす べての聖 徒 が教会 に近 くあ るよ うに

望 んでい らっ しゃい ます。迷 え る羊 につ いての主 の た とえ

話 が あ りますが、 その話 の中 で、 １匹 の羊が群 れか ら迷 い

出 て しまい ます。 そ して主の もとにい るの は９９匹の羊 だけ

です。 そ こでその １匹 を捜 す ため に出 かけ て行 くとい う話

です。

私 た ちが責任 を負 って いる人々 は教 会か ら迷 い出 てい る

わ けで はあ りませ んが、教会 の伝 道部 や ステー キ部み組織

か らは遠 く離 れ てい ます。従 って 、彼 らが教 会の もた らす

祝 福 と、主 の生命 の道 に伴 う祝福 とにあず かれ る ように、

彼 らに手 を差 し伸 べ 、近 くあ るように してあげ るのは私 た

ちの責 任 です。教会 が彼 らに対 して関心 をもってお り、主

も気 にか けてお られ るこ と、そ して彼 ら自身 、主 が備 えて

お られ る もの を利用 す る必要 の あるこ とを知 っていただ き

たい と思 い ます。 またこの方 法 を用 い る ことによ り、辺地

にい る人 々 は主 の予 言者 や使徒 を身近 に感 じ、主 の教 え ら

れた人生 の道や教 会の プ ログラムか ら離 れ．ず に生 活す るこ

とが で きるの です。

１６１
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私 は若 い人 たちの顔 を見つめ るとき、

ど うして もあふ れ る涙 を 禁 じ得 ない。

実 は、私 にも息 子 がひ と りいた。 彼

は 、１年 の大学生 活 のあ と、戦 地 に赴

いた。私 は、あの予 が りり しく出陣 し

た と思 いたい。

彼 が担 当の下士官 か ら審 問 を受 けて

いた どきの こ と、下 士官 は 「い くつか

の訓練科 が ある」 と言 って 「無線 、料

理 、 外国語 、情報 、衛生 ……」 と合計

８つ ほ どの科 をあげ た。青年 たちは、

希望 に より軍 に入 る前 にその中の どれ

か ひ とつ を選 んで よ い と説 明 を受 け

た。下士官 は 「訓練科 か らひ とつ を選

ぶか 、戦 闘 を選 ぶか は自由だ」 と言 っ

た。その とき私 の息子 と、もうひとりの青

年 が 、即 座 に「戦 闘 に出ます」と答 えた。

あ とで私 が息子 に、 「なぜ 戦 い を志

願 したのだ」 と聞 くと、 息子 は 「だ れ

か が戦 わ な くちゃな らないんだ もの」

と言 った。 彼 は、 自分 が わか って いな

が らそれ を避 けて、 そ の ためにほか の

だれか が死 の危険 を冒 すの は気持 が許

さな い と言 った。 「だ れ かがこの戦争

で死 ななければ な らないの な ら、 自分

だけ危険 を免れ て も、苦 しいだろ う と

思 うんだ」 と。

私 にしてみれ ば 息子 はまだ二 十歳 で、

ち ょうど君 た ちの年 頃 だ。 自分 の息子

に語 るような気持 で君 た ちに話 す こ と

を、君 たち も許 して くれ るだろ う。君

た ちへの忠告 は息子へ の忠告 なのだ。

私 は息子 に、嘘 をつ くなと言いたい。

た った ひ とつ の嘘 で もつ くと、 その嘘

をかば うために その場 の様子 をこ とこ

まか に全部記憶 しなけれ ばな らないは

めに なる。 それ に、一 度嘘 をつ いてそ

れが ばれ ると、 た った １回で も、 その

おか げで、一 生相手 は君 を信頼 して く

れな くな るだ ろ う。 も し彼 が信 頼 も含

めて君 に何 かの便 宜 や役職 を与 える立

場 の 人な ら、君の 名前が あが るたびに

その嘘 を思 い出 して、君 を信 用で きな

いに違 いない。君 は とっ くの昔 に悔 い

改 め て赦 され てい るか もしれ ない。相

手 も許 して くれ てい るだろ う。 しか し

や っぱ り心 の底 では、君 が本当 に悔 い

改 め たか どうか 、確 信 が持 て ないので

はないだろ うか。そ うで はな くて、君 が

どん な ことで もいつ も本 当の こ とを話

して いた ら、 いつ しか君 の評 判 は確立

し、君の 名誉 に もなるだろ う。

その こ とにつ いて、私 には経験 があ

る。妻 が重病 にかか った ときの こ と、

私 はユ タ州 プ ロボの ボー イスカウ ト大

会 に出 る こ とにな って、いつの こ とだ

ったか忘 れて しまったが、その晩 ６時

まで には帰宅 す ると妻 に約 束 した。 妻

はベ ッ ドか ら起 きられ なか ったの で、

ベ ッ ドのわ きに食べ物 を置 いて、寝 た

き りの妻 をひ とり残 して出か けなけれ

ばな らなか った。

ところが プ ロボ で事件 が起 きて、私

は夜 の１１時 まで車 の 中に足止め されて

しまい、心 配 しなが ら家 に向 か った。

当時 の道 路 は今 とだいぶ違 い、幾 つ も

の町 を越 えなけれ ばだめで、 ち ょう ど

真夜 中の１２時頃 にソル トレー クを通過

した。 ハ イウ ェイを北 に向か って いる

と、満 月 はこ うこう と輝 いて真昼 の よ

うに何 で も見 えた。走 ってい るの は私

の車 だけ だった。 ぐん ぐんス ピー ドを



上 げ、やが てハ イウェイの合流点 を曲

が り、家 に向 か って登 りの山道 に さ し

か かっ た。 その道 を曲 が ってか らさ ら

に速度 を上 げて時速 １１０キ ロにな った

が 、当時の その道 路 では違 反 ではな か

った。 車 はス ピー ドを上 げて ヒル ・フ

ィニル ド方向 の道 に折 れ、 それ か らウ

ィー バー ・キャニ オ ンへ下 った。 す る

と丘 を半 分 ほ ど下 った所 で、バ ック ミ

ラー に赤 いライ トが映 った。パ トロー

ルの警官 が ヒル ・フ ィール ドの道 に待

機 して いたのだ。私 は車 を止め て外 に

出 た。 （警官 が来 た ら車 を降 りて、両

手 を上 げ て武器 を持 ってい ない ことを

知 らせ る ものだ。 とにか くそんな夜 ふ

け には。） もう１時 に もな ろ うとい う

時刻 だ った。

私 は ２、 ３メー トルあ と戻 りして、

そ こに立 っていた。警官 はヘ ッ ドラ イ

トで私 を照 らし、３０メー トル ほ ど離 れ

た所 にパ トカー を止め 、車か ら降 りて

私の そ ばに来 た。 「運転 免許 証 と、車

の登録証 を見せて下 さい」 と言 うので登

録証 を取 り出す と、彼 はそれ を見た きり

で 、免許証 の方 は見 ようとしなか った。

私 が 「ス ピー ド違 反ですか」 と聞 く

と、彼 は 「そ うです。時速 １００キ ロ を

越 して い ました よ」 と言 った。

私 が 「１１０キ ロ以上 出 して い ま した」

と言い 、 「違 反チ ケ ッ トを下 さい。家

に帰 らな くちゃな らないん です 。妻 が

ひ と りで病 気 なんです。 罰金 は必ず払

い ます か ら、 この まま行 かせて下 さい」

と言 う と、彼の返事 は こうだ った。

「いや
、違 反 チケ ッ トはいいですよ。

同 じこ とを しない ように要注意 チ ケ ッ

トを差 し上 げ ま しょう。呼 び出 しは受

け ませ んが、 また スピー ド違 反 を した

ら今回の違 反 も勘 定 に入れ られ ますよｄ

私 は どう して要注 意チ ケ ッ トだ けで

よいのか、わ けがわか らなか った。彼

はチケッ トを書いて私 に手披 してか ら、

ニコニ コ顔 で、警 官 には珍 しく握 手の

手 を差 し伸 べ なが ら言 った。 「名前 は

バ イ ビー といい ます。 ボー イスカ ウ ト

の キーゼ ルキャ ンプ であな たの お世 話

にな りま した。」

それか ら夜道 を運転 しなが ら、私 は

幾度 もひと りでっぶや いた。 「も しも

彼 に嘘 をつ いていた ら… …、 も し彼 に

嘘 をつ い ていた ら…… 、 も し彼 に嘘 を

つ いてい た ら… …」 と。

嘘 をつ くとその嘘 は一生 君 につ いて

まわ って、 いつ もいつ もそれ こそ死ぬ

まで心 に焼 きつ くもの だ と、 は っき り

言 うことが で きる。

息子 に忠告 したい ２番 目の ことは、

偽 りの証 言 をす るな とい うこ とだ。偽

溜灘詰醜宏；ツ 孟
が どう した、だれが どう した と思 う、

な どという噂話 を、 おおか たの人 は好

んでい る。 「人 に関 して良 い ことが言

えない なち、．何 に も言 わ ない ことだ」

とい う言葉 を、君 た ちは何 べ ん も耳 に

して いるだろ う。

私 は裁判の証 人 に立つ ときの こ とを

話 しているので はない。 問題 に してい

るの は、君 た ちが考 えな しに、本 当の

ことで あれ嘘 の こ とであれ 、 また聞 き

で人 に汚名 を着 せ た りレッテル を張 っ

た りして、仲 間 にお も しろ半分 話 して

聞 かせ るこ となの だ。そ れは危険 な こ

とだ。

以 前 に私 が ソル トレー クシテ ィーで

ステー キ部大 会 を司 会 してい た ときの

ことである。 見 る とジ ョー ジ ・Ｆ ・リ

チ ャー ズ十二使 徒会 会長 が出席 してお

られ る。 そ こで お話 を頼 む と、「いや、

私 は けっこ うです。 どうぞその ま ま続

け て下 さい」 とい うことだった。

そこで私 は話 し始 め た。 「噂話 とい

う もの は大 抵の 人が真 に受 ける し、 ま

た 人 を生涯 傷つ けて しまうものだか ら、

偽 りの証 言 は決 して しては な らない」

とい う内容 だ った。

す ると話 の 中途 で肩 を叩か れた よう

な気 が して、 見 る と、 リチ ャー ズ長 老

が私 のす ぐう しろ に立 って いて 「気が

変 わ って話 した くな りました」 という。

彼 はそれか らこの よ うな話 をした。

「私 があ るス テー キ部 で高等評議 員 を

していた頃 、あ る人が別 の 人 を重 大 な

罪 で告 発 しま した。私 たちは当人 を法

廷 にかけるかどうかで議論 しま したが、

結局 ステー キ部長 が彼 と個 人的 に話 す

こ とにな って、話 合 いが行 なわれ ま し

た。その結果 、彼 は その事 件が あ った

当時 は この州 にお らず 、無 罪 であ るこ

とが立証 さ れ、私 た ち も全 貝が納得 し

ま した。 ど こか に出か けて いたので事

件 を起 こす はずが なか ったのです。

それか ら４０年 が た ち、、その人の名 は

教 会で も重要 な役職 の候 補 に上 が る よ

うに な りました。 ところが、昔 それ が

間違 いだ ったのが証 明 され た とい うの

に、 その 入につ いての あの話 は本当 に

嘘 だ ったの だ ろうか と、われ しらず疑

う気持 が湧 いて くるの です 。４０年 も前

に偽 りだ と立証 された嘘の話のせいで、
しル

その人 に反対 の意志表 示 を したい気持

をぬ ぐい きるの に苦労 しましたｄ 彼

はそれだ け言 って席 に座 り、私が話 を

ひ き とって先 を続 け た。

それ は君 た ちに も起 こ り得 ることだ。

自分が 噂 にのぼ ？た とき、 それはいっ

たい どんな もの かがいや とい うほ どわ

か るだ ろ う。

主が君 た ち若者 を祝 福 して下 さ るよ

うに。

１６３
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ヨナ の話 の 史実性 につい ては これ ま

で、数 人の学者 が い くつかの点 で異論

を唱 えて いる。 第一 に彼 らは、説明 が

あい まい なこ とを挙 げている。 ニネベ、

ヨッパ 、 タル シシ とい う地名 が出 て く

るが 、ニ ネベ の王 に関 す る記述 は どこ

に もない とい うの であ る。

第二 に、 旧約聖 書 にあ るニ ネベ の民

につ いての記述 は、劇的 な悔 改め の こ

とだ けで ある。

第三 に 、 ヨナ書 はヘブ ル人の神 の遍

在 と愛 を証明 す る とい うは っき りした

目的 をもって書か れてお り （従 って史

実 に欠け てい る）、 これ は専 門家 た ち

に ヨナの話 が完全 な作 り話 で ある こ と

を信 じ込 ませ る結果 となって いる。

第 四 に、人間 を まるの みで きるほ ど

大 きな 口 をもった鯨 も しくは大魚 な ど

この世 に存在 す るはずが ない。

彼 らが挙 げ てい る以上 の ４つの疑 問

点の うち最初 の ３つは、 ヨナの話 の史

実性 を否定 す る要素 を含るではいるが、

決定 的 で はない。 あ る一点 をと らえて

実話 を書 こう とす る場 合 には 、歴 史的

な前 後関係 を考慮 に入れ な くて も、容

易 に書 くこ とがで きる。 ニ ネベ の民の

悔改 めの結 果 、何 の変化 もなか ったな

らば、 ヨナの話 の歴 史的 な価値 は ない。

しか しヨナの話 は善悪 を さ とす だ けで

も存 在す る価 値 があ り、主 の言葉 に従

順 な者 を愛 され るとはっ き りとうたっ

てい る。

ヨナ は、ニ ネベの民 に悔 改 め を説 く

よう召 され た ときに非常 に憂 えた。 し

か し当時 の ア ッス リア人の残虐 ぶ りを

知 れ ば、 それ は容 易 に納得 が い くので
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あ る。 ア ッス リアの王 、 ア シュアナサ

ーパ ルニ世 は
、女 子供 を含 め捕 虜 を非

常 に虐待 した ことで世 に知 られていた。

の どが干上 が って事切 れ た者 もあ り、

投 獄 され た り、生 きた ま ま火 あぶ りに

された者 もあ った。 さらに くし刺 しの

刑 に処 せ られ た者や 、体 の表皮 をはが

され炎天下 に さらされ て 日干 しに され

た者 もあ った こ とが現 在明 らかに なっ

て い る。 それ とい うの も有 名 なニ ネベ

人 セナケ リブの防壁 には、 ラキ シ．占領

が描 かれ てお り、以上 の ような方法で、

捕 虜 に したイ スラエル 人 をア ッス リア

人が虐待 した こ とをその防 壁 が物 語 っ

てい るか らで ある。最 も軽 い虐待 を受

けた幸 運 な者 で さえ、手 、耳 、指 、鼻

な どを切 り取 られ 、 目を え ぐり取 られ

た り したの で あった。

従 って 、 ヨナが ア ッス リア 人 を恐 れ

たの は当然 の こ とで あった。 ヨナが邪

悪 なニ ネベ の民の も とへ 赴 こ うと決心

したの は、海上 で猛 烈 な暴 風雨 に見舞

われ、大魚 も しくは鯨 にのみ こ まれ る

とい う神 のみ こころ によ る と思 われ る

経験 を した後 の こ とで あ った。

ヨナ に関 す るイエ スの言葉 は、 ヨナ

の話 に信 悪性 を添 えてい る。 （マ タイ

１２：３８－４１， １６：４， ル カ１１：２９，３０）

旧約聖 書 には 「主 は大 いな る魚 を備 え

て」 とあ るが 、ギ リシャ語 の新約聖 書

には 「鯨」 と表記 され てい るのは興味

深 い こ とであ る。

その魚 が 「備 え られ た」 とい うこ と

は、 それがた だの魚 では な くて、人 な

ど優 にの み こめ るほ どの大 きな魚 であ

ったこ とがわか る。 さ らに近代 に あっ

て 、鯨 にの み こ まれて生還 す る という

事 件 が実 際 に起 こ った。

それ は１８９１年 の こ とであ る。 フ ォー

クラ ン ド島 の沖合 で捕 鯨 を してい た一一

団 は、思 いが けない災難 に見舞われた。

体 中深 くもりを突 き刺 され た手 負 いの

鯨 が、小 さな ボー トめ がけ て襲 いか か

り、転 覆 させ て しまったの であ る。海

中に放 り出 され た乗組 員の うち ３人は、

っ い に母 船 に戻 るこ とができなかった。

その夜遅 く、死 んだ鯨 が海面 に浮 か

び上 が り、捕鯨 船 の横 腹 に引 き寄 せ ら

れ た。 そ して乗組 員 がその鯨 を解体 し

始 めた ときの こ とで あ る。何 と行方不

明 に なってい た ３人の うちの ひ と り、

ジェー ム ズ ・バー トレイが鯨 の胃の 中

か ら１５時間 ぶ りに発見 されたの である。

しか し酸度 の非常 に強 い鯨 の胃液 はバ

ー トレイの肌 をす っか り漂 白 し
、髪 の

毛 は抜 け落 ち、 目はほ とん ど盲 目に近

い状 態 とな ってい た。捕鯨 員 と して働

けな くな ったバ ー トレイは靴屋 に身 を

転 じ、余生 を送 ったの で ある。

一 見夢物 語 とも思 え る ヨナの話 も
、

近代 に実際 に起 こった この同 じ状 況下

の神秘 的 な事件 と関連づ けて考 えるな

らば、実話 で あ る とい う確 信 が増 すの

であ る。 また アミッタイの 息子 であ る

予 言者 ヨナの史実性 につ い ては、ヤ ラ

ベ アムニ世 の時代 の人 であ るこ とがわ

か って い る。 （列王下 １４：２５参 照）

（トゥベ ッ トネス兄弟 は現 在 、イス ラエ

ルのヘ ブラ イ大学 で人類学 博士号取 得

中であ る。 またエルサ レム支部 の副 支

部長 として活躍 して い る。）
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聖霊の賜
断 食 日曜 日の聖 さん会で 、バ プテ ス

マ を受 けた男の子や女 の子 、それ にお

となの 人が 、礼拝 堂 の前の ほ うに よば

れ るの をよく目に します。 メル ケゼデ

ク神権 をもって いるお父 さんや ほかの
かくにん ぎ しき

八 もよばれ ます。確認 の儀式 が行 なわ

れ るの です 。儀 式 を受 け る人は いすに

こ しか け、神権 者 た ちが その人の頭 の

上 に手 をお きます。 そして「末 日聖 徒 イ

エス ・キ リス ト教会 の会員 に確 認 し、次

いで 申 します。なんじ、聖霊 を受 け よｄ

聖典 には、天の お父 さ まの ところ に

帰 って共 に住 む ために は、だれ で もバ

プ テ スマ を受 け、聖霊 の賜 を受 けなけ

れ ばな らな い と書 いて あ ります。

聖霊 は 特別 な力 を もった聖 な る御 方

です。神 会 の ３番 目の御 方です。

天 の お父 さま とイエ スさまは、わ た した

ち と同 じように骨 と肉の か らだ をもっ

て い ら っ しゃい ますが 、聖霊 は人の

形 をしている霊 の御方 です。 人 に語 りか

け るこ ともで きますが 、 とて も小 さな

声 なの で、 よ く耳 をす まさ ない と聞 こ

えませ ん。

聖 霊 はわ た した ちに、何 が正 し くて

何 が悪 いか を教 えて くれ ます。証 を強

め るの を助 けて くれ ます。 そ して危険

に あわない よ う導 い て くだ さった り、

たいせっ な こと を思 い出 させ て くだ さ

った り、 困 った ときには助 け て くださ

った りします。 で もこの ような祝 福 を

受 け るためには、 天 の お父 さまの戒 め

をよ く守 り、聖 霊 の静か な声 に耳 を傾

けな けれ ばな りませ ん。

聖霊 はわた した ちが 人々に福音 を伝

え ると き、助 け て下 さい ます。 で も助

け を求め なけれ ばだめ です。 また福 音

が真 実 な ものか どうか を、心 か ら求 め

てい る人 に、証 をす るこ とも します。

メルケゼデ ク神権の力によって 「……

なん じ聖 霊 を受 け よ」 と言われた とき、

あな たは聖霊 の賜 を受 け ます。 そ して

いつ も聖 霊 に助 け をお願 いす る ことが

で きるの です。 日曜学校 や プラ イマ リ

ーで歌 うこの．歌の意味 をもう一度 よ く

考 えてみ ま しょう。

みた まは小 さな声 で導 く

悪 い こ とはやめ るように

正 しい道へ と守 り導 く

耳 をす まし

よ く聞 いて ご らん

小 さなささや きの声 を

みた まの声 を

（子 供 の歌 Ｂ－９３）
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あ る ところ にたたかいが あ って、 アバ ドシア王 とい う王

さ まの軍 がか ちま した。 そ してた くさんの て きのへ いたい

をつか まえ ま した。

「お お、な ん とた くま しい もの どもで あろ うｄ つ か ま

えたへ いたい をみ て王 さまが言 い ま した。

「まこ とに
、 その とお りで ござい ます，」 お きさきはそ

う言 って 、王 さま をほめ ま した。

「はて
、 どう した もので あろ う。 わ しらはあの もの ども

の中か ら、けらい をひ と りえ らば な くて はならぬ。 しか し、

どやつ も力がつ よ く、 りこうそ うにみ えるでは ないかｄ

そ こで王 さまは、 ごじぶ んの ちえぶ くろ とな って い る人

をよんで、 こうたず ね ま した。

「あの もの どもの 中か らひ と りけ らい をえ らびた い
。一

番 よい もの をえらぶ には どうすれ ば よか ろ うかｑ」

「それ は
、むず か しい こ とで ござい ます。 で もこあん し
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ん くだ さい ませ。 わた くしに よい考 えが ござい ます。 あの

もの たちを よ くご らんに なって くだ さい ま し。 そ して 、か

け足 をすれ ばチー ターの よ うに早 く、目はタカの ようにす る

ど く、声 は小 羊の よ うにや さ しい者 をお さが し くだ さい。

その もの が りこうか どうか をためす には、市場 にかい もの

にや って くださ い まし。 そ して、何 か よい もの をか って く

る よう言 いつ け るの で ござい ます。つ ぎに、何 かわ るい も

の をか って くるよ うにお言 いつ け くださいｄ

王 さまは、言わ れた こ とを よ く考 えてみ ま した。 そ して

その とお りに してみ ま した。

ところで、王 さ まがつ か まえた人の 中か らけ らい をさが

して いる、 とい ううわ さがつ か まったへい たいのあ いだに

もひ ろが りま した。 だれ もが、 じぶ んが え らばれ たい と思

い ま した。 ですか らみん な じぶん をよ くみせ よう としまし

た。 そ して言わ れた しご とは何 で もしま した。
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こ うして王 さまは、 しば ら くとらえた人たちをかんさっ し

ま した。 は た らいてい る とこ ろ、走 った りしているところ、

食べ てい る ところ、と王 さ まは じっ くりみていました。 ある

日の こ とです。王 さ まは、ピラミッ ドの よ うに どっしりとし

た ひ とりの男 の人 に目をとめ ました。その人 は足が早 く、き

び きび としていました。目は しっか りととお くを見てい ます。

その声 といった ら、春 のそ よ風の ようにや さ しいのです。

王 さ まは、その若者 を ごじぶ んの ところ におよびにな り、

お金 をわ た して言 い ました。 「村 の市場へ 行 って、な にか

よい もの をか って くるが よい 。」

まもな くしてその若者 は、ひ ときれの タン１を もってか え

って きま した。

「で はこん どはなにかわ るい もの をか って くるが よい」

も

と王 さまがめ いれ い しま した。 ところがその若者 は、 こん

どもタ ンをか って かえ って きたのです。

「これ は どう した こ とじゃ」 王 さ まはお こってたずね

ました。 「わ しがお前 に よい もの をか って くるよ う言 いつ

けた ときに、お前 は タ ンをか って きた。 ところが どうじゃ、

わ るい もの をか って くる ように言 いつけ たの に、 また タン

をか って きたの では ないかｄ

「王 さ ま
、 その とお りで ござい ます司 若 者 は こた えま

した。 「人 は舌 で よいこ とをか た り、 またわ るい ことをか

た る もので ござい ます。 よい こ とや正 しい こ とをかた る舌

ほ どす ば ら しい もの はあ りませ ん。けれ どもわ るい ことを

か たる ときには、舌 ほ どわ るい もの はござい ませ ん。

この話 を聞 いて、王 さ まとおきさきさまは、たいそ うよろ

こび ま した。 そ して 、その 日からこの若者 は、王 さまとお き

さ きさ まにつ か えて 、 しあわせ に くらした ということです。

１．牛 や羊 の舌 を しおづ けや くんせ いに した もの
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マ ー ク の た め に、
お話 ＝キ ャ ロラ イ ン ・グ ル ー クナ ー

マー クは土曜 日が来 るのが まち どお し くて た ま りませ ん

で した。 土曜 日の夜 １０時 にな る と、海 の水が １年 で浜辺 か

ら一 番遠 くまで引 くこ とにな ってい るか らです。 そう した

ら今 まで海の底 だ った ところが表 われ て、 ジュノニア１とい

う貝 を見つ ける ことが で きるか もしれ ないの です 。マー ク

は貝 を集 め るの が好 きで、 と くに ジュ ノニア がほ しくてほ

し くてた ま りませ んで した。

マ ー クの家 ぞ くは、や っと春 に な りかけ た ころ、海辺 の

近 くの新 しい家 にひ っこ して きました。 その ときか らマー

クは貝 を集め は じめ たの です。 い ろいろ な大 きさや形 の き

れ いな貝 をいっぱい もってい ましたが 、 ジュ ノニア だけは

どう して も見つ け るこ とがで きませ んで した。 白地 に茶色

の しか くいはん点 の あるつやつ や した ジュノニア とい う貝

を、 マー クは本 で しか見 たこ とが あ りませ んで した。

まち にまった土 曜 日の朝の こ とです 。マー クの家の前 に

車が １台止 まり ました。 中か ら ジェ ンおば さんが出 て きま

した。 お ばさんは、 はんた いがわの ドアの ところに行 って、

息子 のハ ーブが車か らお りるの を手伝 って い ます。ふ た り

が来 たお かげで、マ ー クは貝ひろ いに行 けな くな りそ うで

した。

度 の強 い レンズの お くのハ ーブの 目は、野球 の ボー ル ぐ

ら い 大 きい 、 とマ ー クは思 い ま した。で もジェンおばさ

んがハー ブの手 を引 いて歩 いてい るの をみ る と、急 にかわ

い そ うに な りま した。

門 を くぐってや って きたハ ーブ は、マー クに 「や あ」 と

声 をかけ ま した。

「や あ」 とマー クはで きるだけ楽 しそ うな声 で答 え ま し

た。 ところが ハー ブが貝が らのは こを持 ってい るの を見て 、

マー クは少 しす まない気 が してき ま した。 その貝が らのは

こは、 この前 のハー ブが来 た蒔 に、マ ー クはハ ーブ が じゃ

まだ ったの で、ハー ブの心 をその貝が らの はこに向 け よう

と してハー ブにあ げた ものだ ったか らです。 そ こでマー ク

は、 「お いで よ、君が この前家 に来て か ら今 まで に見っ け

た貝 をい っ しょに見 よ うよ」 とハーブ をさ そい ま した。

ハー ブは 、マ ー クの後 につ いてへ やの 中 に入 って行 き ま

した。 マー クはハーブ の手 に二つ の新 し く見つ けた 貝をわ

た しま した。

「す ごい
、 チ ュー リップ貝 にク ジャクア ワ ビじゃないｂ

そ うで し ょう ？」 ハー ブは指 ですばや く貝 をさわ りなが

ら言 い．ま した。

「そ うだ よ
。 で も虫め がね も使 わな いで、 ど うしてわ か

っ たんだいｄ き ょとん としな が ら、マ ー クが聞 きました。

「手 で さわ った感 じだ よ
。図書館 の本 で、君 が くれた 貝

をいろい ろ調べ ていたか らねｑ」

「ハ ーブ
、君 はずいぶ んい っ しょうけんめい に勉強 した

んだね。君 が 貝に興 味が あ るな んてち っ とも知 らなか った



よｄ

「ぼ くね
、君 とい っ しょに貝が らをさが しに行 ける よう

に って、ず っ と思 って たんだ よ司 ハー ブは力 をこめ て言

．い ま した
。

「今夜 ね
。引 き潮 になるんだ よ。 だか らさ 、その ときい

っ１しょに行 け る と思 うよ噌 マー クは しぶ しぶ そ う答 え ま

した。

．ハー ブ とマ ー クは それか ら．夜までず っ と
、マー クが集 め

．．た貝 をあれ これ と調 べ ま した
。マ ー クはハーブが あん ま り

．よ く貝の こ とを知 って いるので お どろいて しまい ました。

ハ ーブ は貝 にさわ るとす ぐそれが何 とい う貝か当 てて しま

うの です。

「これ
、何 ？」 ハー ブは ひ とつ の 貝のか け らをつ まみ

．上 げて
、マー クに聞 き ました．。

「ジュノニアのか け らさ司 マ ー クは答 えま した。 「ジ

岨．．．土ノニアρ てね。 とって もめず らしい貝なん だ。 ぼ く、ず
．
っ と．ジュノニア を見つ けたい と思 ってたけ ど、こんなか け
．

ら しか見つ か らない んだ。 この本 に ジュ ノニ アの写真 が あ

．るか ら見せ てあげ るよｄ

ハー ブ はポケ ッ トか ら虫めがね を出す と、 ジュノニアの
ｒ

写真 を観察 しは じめ ま した。．「これ はほん とうにお も しろ

い 貝だね。 これいい本 だね。図書館 にだ って こんないい本

｛’ ．ないよ
ｑ」

つ い に１０時 に な りま した。マ ー クは胸 をわ くわ くさせ な

が ら、バ ケツ と貝ひろい用の くま手 、それ にか い中電 とう

を集 め ま した。 そ してふ た りは海辺 の方 に歩 いて行 きま し

た。

「マー ク
、ぼ くがい る と君 は早 く歩け ないだ ろう。 だか

らぼ くは浜辺 にす わ って君 をまってい るか ら、君 はひ と り

で 捜 した．方が いい よｄ

そ うはい って も、ハー ブがい っ しょに行 きた い と思 って

い るの を、マー クは知 ってい ま した。浜．辺に向 かって．歩い

てい る うちに、マー クは どう して もハー ブに貝 ひろい をさ

せ て あげた い と思 うよ うにな りました。 いつで もハーブ は

み んなか らおいて きぼ りを くってい ま した。 ひ とりぼ っち

に され てみ んな をまっ．てい るこ とが、 どん なにたいへ んな

こ とか が、マ ー クにわ か りか けて きま した。

「君 が いるか ら早 く歩 け ないだ って
。 そ んな ことはない

さ。 か えってゆ っ くり行 った方 がい いんだ よ。 そ うすれ ば

何 で もよ く見 えるだろ う。」

ハ ーブ はち ょっ とだ まってい ま した。 それ か ら、 「あ り

が とう」 とマー クに言 い ま した。 その声 を聞 いて、マ ー ク

は、パー ブが喜 ん でい るの がわか りま した。

ふた りがや っ と浜辺 にた どり着 いた とき、 もう潮 はず っ

と．遠くまで引 いてい ま した。 そ してあた り一面 、 どろ どろ

とした砂 地 がすが た を表わ して いま した。 あ ちこちに貝の

霧



つ

山 があ ります。 ぐ しゃ ぐしゃ した砂 の上 を歩 きなが ら、マ

ー クは形 の いい貝が らをひろ ってはバ ケツの中 に入れ ま し

た。

急 にマー クの頭 に ひ とつの考 えが ひ らめ きま した。 「ハ

ーブ
、ね え聞 いて。 君 も貝 をさが しなよ。 貝が らの山の そ

ば にひ ざをつ いて さ、気 に入 った貝が らが見つか る まで さ

がすの さｄ

「うわあ
、、それは いい考 えだ司 ハー ブは とて もうれ し．

そ うに言 いま した。

貝 ひろい を してい たふ た りは 、ひ とつ の小 さな貝の山の

ところに来 ま した。ハー ブ はその 山の とこ ろにひざ まず．く

と・汗 さ ぐりで貝が らをさが しは じめ ま した・ほ んの ち ょ

っ との 間に 、ハ ーブ はツノガ イや大 きなハマ グ リ、それに

アサ ガオ ガイを さが し出 しま した。

す る．ととつぜ ん 「あ あ、ぼ く見つ け……」 とハ ーブは大

声で言 いか けて、あわ ててだ まって しまい ま した。 「あっ、

ちが った。 か け らだ。ね え、マー ク。 この 山 を見 て くれな

い。 たぶんぼ く、たくさんいい貝が らを見落 と してる ζ思 う

か ら、」

マー クは その 山の ところにや って来て 、 しゃがみ こんで

さが しは じめ ました。か い中電 とうの光 の 中で員 が らが き

らき ら光 って い ます。

「いい貝が らはみん な もう君が見つ け ちゃ ったみ たいだ

よｄ． 少 しさが してか らマ ー クは言 い ま し規

「よ く見 て司 どう して も
、 と言 った様子 です。マ ー ク

は、ハ ーブが どう してそ う言 うの かわか りません で した。

とう とうい らない貝が らがい っぱいあ た りに ちらば りま し

た。マ ー クはこれで最 後 だ と思 い、貝が らの山 に目をや り

ま した。

その とき何か がマー クの 目に とま りま した。 ジュノニア

です ！それも完 全 な形 の ジュ ノニア です。マ ー クは自分 の

目をうたがい ま した。 ジュ ノニア が、完 全 な形 で図 かんで

見 たの とそ っ くり同 じ形 で、今マー クの 目の前 にあ るので

す。

「ジュ ノニ ァだ ！
」マー クは さけび ま した。

ハー ブ と浜辺 を歩 きなが ら、マー クは今 あ ったこ とを考

えは じめ ま した。 どう してハープ はあの ジュ ノニア を見つ

け なか った んだ ろ う。 マー クはふ しぎに思 い ま した。 貝が

らの山 のて っぺ んに近 い所 にあ ったのです。 ハーブ はた し

か にあの 貝が らに手 をふれ てい たにちがい ないのです。

マー クは家 に帰 ると、 ジュノニ ア を標 本 にす るこ とで頭

がい つぽいで、 ほか の こ とはなん に も考 え られ ませ んで し

た。み んながマー クに よか ったね と言 って くれ ま した。 で

もだれ よ りも喜 んだの はハ ーブで した。

その夜 おそ くマ ー クは、ハ ーブが ジェンおばさん に話 し

てい るの を聞 き ました。 「貝が らは、 もらって もいいけ ど、

で も自分 でさがす方 がず っ とず っとお もしろいね。」

さっきひろ った きれい な ジュ ノニ アの 貝が らを見ながら、

マ ー グはハーブ が言 ったこ とを考 えてい ま’した。 ハー ブは

さい しょか らジュノニアが あそ こに あったの を知 って いた

んだ。 で もぼ くが 自分 で さが した方 が、ぼ くが どん なに喜

ぶ か も知 っていた にちがい ない。 マー クは思 い ました。

よ く朝マ ー クは、帰 りじた くを しているハー ブに、 きの

うい っ しょに見 た員が ら集 をわた しま した。 「ハーブ、 こ

の 貝が ら集 もって い きな よ。今度君 が来 た とき、い っ しょ

にい っぱい貝が らひろい を しようよ司

ハー ブの顔 が ぱっ とほ ころび ま した。 「それ までぼ くは

い っ しょうけんめ い勉強 して、君 が 貝ひろい に行 くときに

いつ で も行 け るよ うに して お くよｄ ハ ーブ は大 ま じめ に

な って言 い ま した。

マー ク もほん とうにそ う したい と思 い ま した。 そ こでマ

ー クは こ う答 えま した
。 「それ はい い ！ぼ く、君 が今度 来

るのが まち きれ ないよ，」

１． ア メ リカ合 衆国の フ ロ リダ地方 の海 の深 い ところに い

るま き員



フィジー諸 島の友だち の話

特別な証

ジュ リエ ッ トはまだ赤ん坊の とき、胃

の病 気 にかか り、 １さいになるまで ２回

も手術 を しなければ な りませんで した。

あ るとき、高熱 がで て、全 然下 が り

ませ んで した。 お母 さんは必 死 で看病

しましたが、熱 は いっこ うに下 が りま

せ ん。 そこで近 くにあ った伝 道本部 に

行 き、長老 た ちに娘 を祝 福 して くだ さ

い とたの み ま した。

宣 教師 たちが ジュリエ ッ トを祝 福 し、

２、３時間 後 に見 に行 ってみ る と、 ジュ

リエ ッ トはすやす や とね むって お り、

熱 も下 が ってい ま した。

ジュ リエ ッ トは ２回 も初等 協会小 児

病 院 におせ わにな りま したが 、完 全 に

は よ くな りませ んで した。け れ ども祝

福 を受 ける ことによって、 ジュ リエ ッ

トの心 は とて もな ぐさめ られ ま した。

ジュ リエ ッ トは家族 に教 会 に入 るよ

うにすすめ ま した。 そ してつ いに１９６８

年 ３月 に全 員がバ プテ スマ を受 け たの

です。教会 の中 で人々の愛や幸福 を見

いだ しま した。家族 は特 別 な気持 を も

って、 ジュ リエ ッ トとその証 を思 い起

こ してい ます。 そ して家族や ほかの 人

に まで よい影 響 を与 えて教会 に入 るよ

う導 い て くれた こ とを感謝 してい るの

です。

璽
ジェイア ン トは教 会員 にな る前 か ら

教 会が好 きで した。 お じさんが福音 の

こ とや 、 どの ように して自分 が イン ド

か ら来 てフ ィジーの教会 の最 初 の会員

にな ったか な どにつ いて話 して くれ た

か らです。

宣教 師の話 を聞 いた後、 ジェイア ン

トは教 会 に入 って もよいか どうか 、お

父 さん とお母 さん にたずね ま した。 そ

してゆ る しがで る とジェイア ン トは福

音 に そった生 活 を し、良 い模範 を示 す

ことによ って、家族 の宣教師 になろ う

とい っ しょうけんめ いがんば りました。

ま もな くジェイア ン トの お父 さん と

お兄 さんがバ プテ スマ を受 け ま した。

で もお母 さん はため らってい ま した。

お ばあさんが イ ン ドで ヒンズー教 の大

切 な職 につ いてい たの で、 も しモ ルモ

ンにな る と言 った ら どの ように思 われ

るだろ う と、心配 していたの です。 し

か し、 ジェイア ン トの模範 に よってお

母 さん もつ いに教 会 に入 りま した。

今 、 ジェイア ン トの家族 はフ ィジー

の スパ にある支部 で活 発 に働 いて い ま

す。 み んなが天 の お父 さまに仕 えるこ

とに よって もた らされ る愛 と喜 びは口

では言 いあ らわせ ないほ どす ば らしい

もの です。

圏
オ リパ とい う女 の子 がフ ィジー島 に

住 んでい ます。２、３年前 オ リパは、 ど

う して も末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 に入 りた い と思 ってい ま した。お姉

さんが末 日聖徒 だ ったので 、オ リパ も

バ プテ スマ を受 けたい とお 父 さん とお

母 さん に話 したの ですが、許 して もら

えなか ったのです。

で もオ リパが１０さい にな った とき、

教 会に入 りた い とい う祈 りは答 え られ

ま した。 うれ しくて うれ し くて 、確認

の儀 式 を受 け てい る間 なみだが止 まり

ません で した。天 のお父 さ まは きっと

わた しを祝福 して くだ さ る、 とオ リパ

は思 い ました。

オ リパは家 で も学校 で もで きる限 り

の こ とを しま した。 あ ると き６年生 の

子 供 た ち全 員に 中間 テス トが あ りまし

た。テス トの結 果 、オ リパはフ ィジー中

の ６年 生 の うち トップだ ったのです。

その夜 お姉 さん は家 に帰 って くるな

りオ リパ をだ き しめ、す ば ら しい成績

を とったこ とを喜 んで くれ ま した。 お

父 さん とお母 さん もうれ しそ うにテス

トの こ とをききま した。す る とオ リパ

は こう答 えたの です。 「わた しが教 会

に入 ったので、天 のお父 さまが祝福 し

て くださ った んだわｄ
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伝道 が終 わ るときの ことだ った。最：

後の週 に入 っていて、私 はすで に スイ

スのバー デ ン支部 支部長 会か ら解任 さ

れ 、バーゼ ル市 の伝 道本部 に １週間 滞

在す るはず だ った。

私 は早 く家 に帰 りたい とはや りたっ

思 いだ った。一生 懸命働 いて思 い出深

い良 い伝 道が で きたの だが、や は り家

族 の もとに帰 る喜 びに、胸 は大 き くふ

くらんで いた。主 は家族 に、繁 栄 と健

康 と力 を祝 福 して下 さってい た。 １９５１

年 に父 が突然視 力 を失 ってか ら、母 が

その重 圧 をいかに立派 に乗 り越 えてきた

こ とか、私 はそん な母 を誇 りに思 った。

父 は時折 ふ さ ぎ込 んだ りしたが 、それ

で も立 派 に順応 し、気持 もす っか り立

ち直 って いた。少 な くとも人前 では、

昔 と変 わ らぬ ラルフ ・ク レイクラフ ト

だ った。 しか しそれか らまもな く、父

は以前 よ りも立派 な人 に変 わ ってい っ

た。大 きな障害 に出遇 って も人 々に笑

顔 を見 せ、 リハ ビ リテー ションに励 ん

で、以前 とまった く同 じよ うに教会 で

奉 仕 した。私 はそん な両親 を誇 りに思

い、早 く会い たい と思 った。

私 は最 後の一週 間 を伝 道本部 で過 ご

して、 その間 に残 りの仕事 を片づ けた

り、新 任 の宣教師 たちに レッスン を教

えて、新 しい召 しに慣 れ る ように手伝

った りす るこ とにな っていた。

今 で も思 い出す の は、 その うちの ひ

と りの青年 の こ とであ る。 その朝 、私

た ちは一 緒 に勉強 す るつ もりで 、伝道

本部 の最上 階の部 屋へ階段 を昇 ってい

った。 そ してふ た りで過 ご した間 に、

彼 は、初 め は伝道 に出 る気持 は なか っ
も

た、正 直 に言 うと最初 は召 しを断 わ っ

たのだ と、打 ち明 け話 を して くれた。

，

リチ ャ ー ド ・Ｈ ・ク レ イ ク ラ フ ト

汝が
パ ンを

投げよ

ガールフ レン ドを残 し、長 期間休 学 し

て伝道 を果 たすだ けの 力が 自分 にあ る

か どうか と、大 いに悩 んだ とい う。

それは彼 に とって は目の前 が真 っ暗

にな るような時期 だ った。 ２年 以上 の

間 すべ て を奉仕 に捧 げなけれ ばな らな

い と考 え、 これ まで とはすべ てが変 わ

るこ とを考 える と、 自分 を縛 る もの を

断 ち切 るのが恐 い ような、半面 断 ち切

って しまい たい ような、１青 年 た ちが よ

く感 じる気持 だ った。 しか も伝道 は世

を離 れた仕 事場 では な く闘 いの最 前線

で あ り、死 傷者 も何 人かは出 る こ とだ

ろ う。だが、勝 利 は栄光 に輝 いてい る。

自分 で も経験 して その こ とをよ く知

ってい る私 は、 彼の気持 が よ くわか っ

た。 それで私 は、 どう して気持 が変わ

ったの か を尋ね た。 とい うの も、彼 は

現 に宣教師 に聖 任 され て、私 と一 緒 に

スイスのバーゼ ルに いるか らだ。

「それが 妙な経験 なのです」 と彼 は

述懐 した。 彼 はそれ よ り数 ヵ月前 に、

葛藤 に心 が張 り裂 け る ような思 いで 、

将 来 に数 々の疑問 を持 ちなが ら、あ る

友 だちの ワー ド部 の聖 餐 会 に出 席 した

とい う。 それ はいつ もと変わ りない聖

餐 会 だ ったが、 やが てひ と りの 男性 が

立 ち上 が って、力強 くしっか り した声

で話 し出 した。彼 は大 人に なってか ら

失 明 した人だ った。 その 男性 は、人生

の真理 に対 す る もっ と深 い洞察 の 目 を

主が恵 んで下 さ った こ と、 それ が本当

にわか る ようにな ったこ と、 そ してそ

の ような：最 もつ らい と思 われて いる莫艮

難 に遇 いなが ら、人 に得 られ る最 も豊

かな祝 福 を自分 が得 て い ることを どん

なに感謝 してい るか と、話 したの だ。

彼 は生涯 のすべ て を主へ の奉仕 に捧 げ

て きた こ とを話 し、現 在主 が数 えきれ

ないほ どの機 会 を 自分 の分 を越 えて恵

んでお られ ると列挙 した。

その新 任 の宣教 師 は ひ と息 つ き、体

を動 か して また話 を続 け た。 彼 はその

盲 人の話 に霊感 を受 け、 こう自問 した

とい う。 「視 力 とい うこの上 な く大事

な賜 を主 に取 り上 げ られ た この ような

人が 、主 の祝福 をほめた たえて神 の愛

を証 で きる とい うの に、 ささやか な賜

を主 のみわ ざに捧 げ るの を拒 む私 は、

いったい何 とい うこ とかｄ そ してそ

の瞬 間、彼 はい ったん断わ った召 しを

受 け入れ る決心 を した。 彼 は家 に帰 っ

てか ら監 督の所 に行 き、心 が変 わ った

こ とを告 げ規

「その人の名 前 は何 とい うんです か」

と、私 は聞 いた。

「知 りませ ん」 とい う返 事 だ った
。

「私 は知 って います よｄ 私 は目 を
ら

潤 ませ 、顔 に笑み を浮かべ なが ら言 っ

た。 「私 は その人 を知 ってい ますｄ

ク レイクラフ ト博士 ブ リガム ・

ヤ ン グ大 学英語学 助教授 で あ り、ア メ

リカの諸雑 誌 に寄 稿 も多 く、現在 は神

権 会 テ キス トの著 作委 員。 プ ロボ ・イ

ー ス トス テー キ部 の ボ ン ビル ワー ド部

に所属 し、 ステー キ部高 等評議 員の役

職 にあ る。
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１９７４年 １０月 ４日 （金 ）午前 の部 にお ける説教

断食の律法
この福 音の原則を守 ることによって、

人は霊 的にも、物質的 にも繁栄を見 る

十二使 徒評議員会補助

ヘ ン リー ・Ｄ ・テイラー

先鷺誰翻 髄緊
私 は深 い感 銘 を受 けた。 「かつ てそ う

で あ り、 また今 もなお そ うで ある よう

に、教 会の福祉 プ ログラムで現 金 を必

要 と してい る場合 、その必要 な資金 を

断 食献金 か ら支払 うこ とが教 会の希望

で あ り、意 図す る もの であ る。私 たち

は現状 を改善 す る ことが で きる し、 ま

た改善 すべ きであ り、改善 して いか な

けれ ばな らな い。」そ して長老 は次の よ

うな確 信 あ る言葉 をもって私 た ちに励

ましを与 えた。 「私 た ちが断 食献金 を

１７４

今の ２倍 にす るこ とがで きるな ら、私

たちは霊 的 に も、物 質的 に も繁栄 を見

るであ ろ う。 これ は主 が約束 され た こ

とであ り、記録 されてい る事実 である。」

数 十年 前 に、断 食の律 法 を遵、守す る

日が選定 された。今 も昔 もこの律法 の

遵守 の中 で最：も重要 な点 は、断食献 金

へ の惜 しみ ない貢献 であ る ことに変 わ

りない。今 日教 会 は次の よ う・な方針 を

定 めて いる。

「毎 月の 第 １日曜 日は
、普通 、断 食

と祈 りの 日と して指定 され、特 別の証

会が開かれ る。証 を述 べ るのに適 切 な

時間 を とるべ きで あ る。……

正 し く断 食 日を守 るとい うこ とは、

連続 した ２食の食べ物 と飲 み物 を断 ち、

断 食証 会 に出席 し、援助 の必要 な人 々

の ため 、監督 に惜 しみな く献金 をす る

こ とであ る。断 食献金 の最 少額 は、 ２

食 と同 価 値 の 金額 と定 義 されているｄ

（「教 会指導総：合 手引 き」１９６８年 、Ｐ．２９）

しか し、教会 での断 食 と証 は、初 め

か ら日曜 日に限定 されて いたわ けでは

なか った。 ジョセブ ・フィールディング・

ス ミス大管長 は この律 法 と原 則の過程

につ い て興味 ある言葉 を述べ て い る。

「この神権時代 におけ る祈 りと断 食

■

は、前の神権 時代 か ら繰 り返 され て き

た もので あ る。教 会の組織 され た時 よ

り、祈 りの精 神 を もって断 食の原則 を

守 るように、：主は戒 め を与 えて こ られ

た。 ブ リガム ・ヤ ングは１８６７年 １２月 ８

日、 ソル トレー ク ・シテ ィーの 旧タバ

ナ クルで説教 した折 に、次 の ような証

を残 して い る。

『御 存知 の通 り、私 たちは毎 月の 第

１木 曜 日 を断 食 日と してい る。 この 日

の起 源 につ い て知 っ ている方 は どれ位

い るだ ろ うか。什分 の一 が納 め られる

ようにな る前 、 貧 しい人 たち は寄付 金

に よって支 えられ てい た。彼 らはカー

トラ ン ドにい る 〔予 言者〕 ジ ョセ ブ ・

ス ミスの ところへ来 て援助 を求め た。

この時 ス ミスは断 食 日を決定 すべ きで

あ る と言 った。 こ う して断 食 日を現在

の ように １ヵ月 に １回行 ない、 その 日

に食べ るす べての もの、すなわ ち穀類 、

肉類 、バ ター、果実 等 を断 食集 会に持

参 して、 貧 しい入 の世 話 をするため に

選 ばれ た人に それ らを手渡 す とい うも

ので あった。 もし私 たちが今 これ を忠

実 に守 るな らば、貧 しい人は穀 類 、バ

ター、チ ー ズ、肉類 、砂 糖等 の必要 な

食料 に事欠 くこ とがあ るであ ろうか。

いや、周囲 に いる貧 しい人に与 え る以

上 の もの を、私 たち は貯 え るこ とがで

きるで あろ う。… …

木曜 日に断 食集 会 を開 く習慣 はノー

ブー において続 け られ、 また教 会 員が

ロッキー 山脈 に到着 した後 もこの習慣

は維 持 された。私 は ある商店 が断 食 日

に休 業 し、その入 口 に 「断 食集 会の た

め に休業 します」 と札 をぷ らさげてい

たの を今 で も思 い出す。… …

第 １木曜 日か ら第 １日曜 日に断 食 日

が移行 されたの は、次の ような次 第に

よる。後 に十 二使徒評 議員会 会員 に選

ばれ たハ イラム ・Ｍ ・ス ミス は、１８９６

年英 国の ニ ュー カ ッスルで宣 教師 と し

て働 いていた。英 国で は、断 食集 会の

行 なわれ る第 １木 曜 日がや って くると、
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教会 員 は仕事 を途 中か ら休 まな ければ

な らなか った。 しか もそれ は月の給 与

に も影 響 した。 これ らの 人た ちの幾 人

かは炭坑 で働 いていた。彼 らは炭坑 か

ら出て来 る とまず家 に帰 り、入浴 し、

そ して衣 服 を着替 えね ばな らなかった。

これ は時 間 ばか りで な く俸給 の損 失 で

もあった。ハイラ ムは自分 の父 で あ り、

当時副管長 であ った ジョセ ブ ・Ｆ ・ス

ミスに この こ とを手紙 で知 らせ 、 この

ような状 態 において なぜ 断食 日を 日曜

日でな く木曜 日に しなけれ ばな らない

の か を尋 ね た。 ス ミス副 管長 は この手

紙 を大 管長会 と十二使徒 会の会 合へ持

参 して そ こに提 出 した。次 に示すのは、

１８９６年 １１月 ５日に開 かれ た会合 の記録

か ら抜粋 した もの であ る。

『ジョセブ ・Ｆ ・ス ミス副管 長 は断

食集 会の 問題 を提 示 して、断 食 日を毎

月の第 １木曜 日か ら第 １日曜 日に移行

す るこ とが よ り効果 的 であろ う という

提案 を した。 これは ジ ョー ジ ・Ｑ ・キ

ャノ ンに よって確認 され、他 の兄 弟 た

ちが この問題 につ いて語 った後 、毎 月

第 １日曜 日に行 なわれ てい るタバナ ク

ルの演 奏 は廃止 されることに決 まった。

また、 ソル トレー ク ・シテ ィーのみ な

らず 、他 の ワー ド部の 人々 も午 後 ２時

におのお のの集 会所 に集 い、断 食 日を

守 るべ きであ るとい うこ とが決議 され

た。』」 （「福音 の質疑応 答」、 Ｐ．１７４）

断 食集 会 と断食 の律 法 を守 る日の変

更 に加 えて、 も うひ とつの特筆 す べ き

発展 が あ る。予言者 ジ ョセブ ・ス ミス

は カー トラン ドで このプ ロ グラム を始

め た とき、聖 徒 たち にその 日に断 った

２食分 の食物 を断 食集会 に持 って くる

ように勧 め た。 その後 この方 法 は変更

され 、現 在 では教 会の執事 が毎 月担 当

家 族 を訪 問 し、断食献金 を現 金 で集 め

て い る。

奇跡 は断 食 と真心 か らの祈 りに よ っ
も

て もた らされ る。後 に教 会の大 管長 と

な ったロ レンゾ ・ス ノー がイ タ リアで

宣教師 として主 イエ ス ・キ リス トの福

音の 門戸 を開 こう として いた１８５０年 の

こ とであ る。彼 は少 々内気 で、 人前 を

気 にす る性 格 の持 ち主 だ ったが 、霊 的

には巨人 とも言 われ るほ どの人 であ っ

た。彼 が親 し くしてい た家族 に重病 の

子 がい た。 スノー長 老 は心 か らの断 食

と力強 い祈 りと確 固た る信仰 に よって

の み、 この ３歳の子 を神権 の力 に よっ

て救 う ことがで きる と感 じた。 彼 はこ

の 少年 を癒 す こ とが この イタ リアの小

さ な部 落 に住 む人々 に とって どれ ほ ど

深 い意味 が あるか とい うこ とも知 って

い た。

彼 は同僚 と共 に、 アルプ ス山脈 のふ

も との 人里離 れた場 所 まで登 って行 き、

霊 的 な断食 と祈 りに よって、神 の力 を

使 って この小 さな少年 を癒 す特 権 をた

まわ るよう ６時 間 もの長 い間、熱心 に

主 に乞 い求 め た。 そ してつ いに、その

答 えが得 られた。彼 はそ の癒 しの特 権

をた まわ っ たので あ る。

彼は謙遜 な主の しもべ と して山 を降

りて きた とき、 その瀕 死 の子供 の命 が

救 われ る とい う確 か な信仰 を持 ってい

た。 それか ら子供 に祝 福 を与 え、生命

が よみ が える とい う約束 を与 えた。数

時 間後 に、 スノー長 老 は同僚 とその家

に戻 ってみて 、その子 が非 常 に元気 を

取 りもど し、 回復 の一途 にあ るこ とを

知 った。．スノー長 老 は彼の断 食 と祈 り

が恵 み深 い天 父の御座 に届 い た ことを

悟 った。 そこで感謝 の念 に絶 えないそ

の子供 の両親 に向 か って次 の よ うに述

べ た。 「天 に ま します神 が これ をあな

たた ちの ため にな され たの です，」 （エ

ライザ ・Ｒ ・スノー、鋭 ０８γαｐ勾 ｏプ

Ｌｏ７θη２１０ Ｓη０ω 「ロ レンゾ ・ス ノー

の伝 記」、 Ｐ．１２８、１２９参照 ）

確 かに、断 食の律法 は霊 感 を受 けた

プ ロ グラムで あ り、それ を守 るこ とに

よって多大な徳 が得 られる。 デ ビッド・

０ ・マ ッケイ大 管長 はそれ を次の よう

に まとめ てい る。

「『断 食』 とい う言葉 は も と もと食

物 に対 して 自 らが慎 む とい う意味 で あ

った。 断食 の習慣 は人類 の初 期 の時 代

にさかのぼ るこ とがで きる と歴 史家 た

ちは述 べ てい る。

その起源 が ど うで あろ う とも、 この

習慣 を守 る ときに、 い くつか の徳 が付

随 して得 られ る ことを知 るこ とは大切

であ る。… この断 食 に関 連す るすべ て

の原則 は次 の よ うな事実 と して現 わ れ

て くるよ うで あ る。す なわ ち まず第一

に断食 は健 全 な肉体 を作 る。 〔それ か

ら克己心、次 に他 人を助 ける機 会、つい

に は〕霊的 力強 さ を与 える ものである。

しか し、断 食か ら得 られ る最 も大 き

な恩 恵 は、個 人の意志 か ら くる肉体的

欲望 を抑 え るこ とに よって もた らされ

る霊的 な力 であ るｄ （デ ビッ ド・０ ・

マ ッケ イ、 「福 音 の理 想」 、Ｐ．２０８－

２１３参 照 ）

断 食 日 を遵守 す るため の極め て大 切

な要素 のひ とつは、断 食証 会 に出席 し、

私 た ちの天 父が与 えて下 さる多 くの恵

み に感謝 す るこ とで あ る。

断食 日を正 し く守 る要 素 が ４つ考 え

られ る。 す なわ ち食事 を断つ こと、祈

るこ と、次 に証 を述べ るこ と、 そ して
．

最 後 に断 食献金 を納 め るこ とで ある。

私 は私 たち各 自が よ り一 層の祝 福 を

絶 えず必要 としてい る と堅 く信 じてい

る。主 の献 身的 な しもべ で ある ロムニ

ー副管長 が私 たちに その方 法 を示 して

くれた。従 って私 た ちがそれ を守 るな
ドワ

ら、祝 福 は必ず増 し加 え られ るはずで

あ る。私 は もう一 度、 この霊感 され た

約束 を繰 り返 した い。 「私 た ちが断 食

献 金 を今 の ２倍 にす る こ とがで きるな

ら、私 た ちは霊的 に も、物質 的 に も繁

栄 を見 るで あろ うｄ

私 たち は断 食献 金 を納 め るこ とに よ

って、豊 か な祝 福 を得 る ことが で きる

と堅 く信 じてい る。 そ して これ らの こ

とを イエ ス ・キ リス トの み名 に よって

証 す るもの で ある。ア ー メン。
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１９７４年 １０月 ５日 （土）半期 総大会神権 部会におけ る説教

若者 よ、伝道の備 えを
私たちはやる気のない宣教師を求

めてはいない。自らを備えなさい

あなたがたは必要とされている

七十人最高評議員会会員

Ａ ・セオ ドア ・タ トル

若課難纏臓欝難
に もかつ てあ なた方 の よ うな少年時代

が あ った。 それ はあ なた方 か らみ れば

遠 い昔 の ことの よ うに思 え るか もしれ

ない。 しか し、私 に とってはつ い最近

の こ との ようである。 あ なた方が これ

まで歩 ん で来 た一 日一 日を、否 は るか

それ以上 の歳 月 を私 は歩 んで きた。私

もひ と りの 父親 であ る。 そ して これ ま

での生 涯 、私 は若者 た ち と共 に数 々の

経験 を積 んで きた。

神 の予 言者 は、今 、 まさ し く今 こそ

私 た ちが大 き く一歩 を踏み出 し、伝道

の力 を強め る時 で ある と宣言 して お ら

れ る。

以前 、私 はあ る若者 と伝 道 につ いて

話 し合 ったこ とが ある。その ときこの
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若者 は言 った。 「私 は伝 道 に出 た くあ

りませ んｄ 私 は尋 ね た。 「その こと

と伝道 と どうい う関係 が あるのか ね。

私 た ちは君 を必要 として いるのだ よｄ

キ ンボー ル大 管長 は、や る気の ない

宣教師 を求め ては いな い と言 って お ら

れ る。伝 道 に出た いか どうかが問題 で

はない。 あなた方 は必要 とされて い る

の であ る。必要 とされて いる こ とが ど

うい う意味 なのか わか るだ ろ うか。兄

弟愛 の絆 は伝道 中 に鍛練 され、深 く強

い もの となる。 あ なた方 は、 日夜 ひざ

まずいて共 に祈 りを捧 げ る同僚 への愛

を深 め、 また国籍 や生 活状 況 を問 わず

伝 道地 の人 々 を愛 す る ようにな るであ

ろ う。 そ して彼 ら もまた あなた方 を愛

す るであ ろ う。彼 らはあ なた方 を福音

を もた ら して くれ たが故 に愛 す るの で

ある。

改宗 者 は自分 に教 え を授 けて くれた

人 の ことはいつ まで も忘 れ ない もの で

ある。私 は多 くの改宗者 が 「私 の宣教

師」 を尊敬 す る声 を耳 に して きた。 あ

なた方 の ため に祈 りを捧 げ る人々 がい

るこ とを思 い浮べ ていただ きたい。 そ

れ があな た方 に とって どうい う意味 が

あるのか理 解 で きるだろ うか。 それ ら

の 人々の祈 りは、 あなた方の生 活 にい

つ も清 く汚れ のな い純粋 な思 い を与 え

て くれ るで あ ろう。

私 たちの周囲 に は真理 を求 めて いる

多 くの人 々が い る。彼 らに一番 よ く真
「
理 を教 えて あげ るこ とので きる人 はだ

れか 、それ はあな たであ る。現 在 は ま

、

だ、 あなた方若 人の うち、わず か １万

８千 人 が伝道 してい るに過 ぎない。 １９

歳 か ら２５歳 まで の ６万 近い若 人 は まだ

その業 に携 わ ってい ないので ある。私

た ちは もっと もっ と多 くの宣教師 を必

要 としている。伝 道 はいかなるものに も

勝 って優先 しなければ な らな い。結婚

が先 立っ もの で もなけ れば仕事 が優先

す るの で もない。 この召 しを果 たす た

め に は学業 も一時 中断 され よう。 しか

し学 業 と伝道 を両立 す るこ とが で きる

ように大学 に出席 す る期間 を調 整す る

こ ともで きよう。 あ なた方 の中 には肉

体的 な欠陥 を負 ってお られ る方 もい よ

う。 しか しなが ら専 任宣教 師 となって

伝道 に出 な くともふ さわ しい方法 で伝

道 に参加 す る機 会 はあ る。

伝 道 に出 るに際 して まず考 慮 され る

こ とは 、あ なた方 の道徳面 での資格 で

あ る。霊的 強 さが求 め られ るこの時代

に、私 たちは性 格 の脆 弱 な人物 は望 ま

ない。勉強 して いただ きたい。色鉛筆

とモル モ ン経 を用意 し、自分 に とって

大切 な聖 句 に線 を引 きなさい。伝 道 の

業 を進 め る もうひ とつの道具 は外国語

であ る。何 か ひ とつ学 びな さい。私 た

ちは 「……諸 々の国語 と諸 々の言葉 と

国民 とに通 じ」（教義 と聖約９０：１５）な

ければ な らない。

絶 えず祈 る習慣 を身 につ けな さい。

朝 な夕 なにひ ざまず き、主 に近 くな り

な さい。 「教 会の前 を通 りかか る と、

私 はいつ も足 を止め て中 に入 ります。

ですか ら私 のひつ ぎが運 ばれて来 た と

して も、主 は 『それはだれ か』 とはお

尋 ねに な らない で しょうｄ こう言 っ

た若者 の よ うに なって いただ きたい と

思 う。

若者 は食欲旺 盛 でよくお腹 がす くが、

宣教師 で あれば殊 さ らそうであ る。 い

ろいろ な料理 の作 り方 を学 んでお きな

さい。 食事 の後 片付 けや ボ タンのつ け

方 も身 につ けて お きな さい。 これ は何

も 「女性 だけがす る こ と」 では ない。

伝道 に出れ ばその ような同僚 は得 られ

ない。 もしあな たがで きなけれ ば、 多

分 あな たの 同僚 もで きないであ ろう。

だ が当然の ことなが ら、私 た ちはあな



たの母親 に付添 って行 って もら うわけ

にはいか ないので ある。

宣教師 の部屋 の中 には、非常 に雑 然

とした部 屋 があ る。 それは小 さい頃 か

ら整理整 頓 とい う習慣 を身 につ けて い

ないか らであ る。 もちろん、今 か らす

ぐに、 しか し少 しずつ行 ない なさい。

そ う しない と母親 はびっ くりして しま

うだろ う。靴 をいつ もきれい に磨 き、

ズボ ンは きちん とプ レス して お きな さ

い。 また洗濯 の仕 方や糊づ け 、ワ イシ

ャツの衿 や袖 口の アイロ ンの かけ方 も

習 ってお くこと。

流行 は生 まれて は廃 れるものである。

喜 ば しいこ とに、 うす 汚ない ヒッピー

スタ イル は私 た ちの前 か ら消 え よう と

して いる。 自分 の服装 に誇 りを持 って

いただ きたい。今か らす ぐ教会の標 準

にか なった服装 、身 な りをす るよ うに

した方が よい。今 、 もう少 し短 か く髪

を刈 っておけば、後 で大 した ショック

も受 けず に済むで あ ろう。そ うす るこ

とに よって外見が見直 され るだけで な

く、事 実 あなたの心 に何 らかの変化 が

もた らされ る。流行 を取 入れた り、気軽

な格 好 をす る とき、品性 を損 なって は

ならない。主 を礼拝 しに行 くとき、私 た

ちは持 ってい る衣 服の うち最 高 に美 し

く清 潔 で立 派な もの を身につ けるべ き

であ る。 あなたの父親 が また この こ と

につ いて一言 口をはさむ ことが あ った

として も、 よ く耳 を傾 けておかね ば な

らない。

あ なたは どこへ伝 道 に行 くだろうか。

あなたが普通 の人間 であれば、 そ して

私 た ちはそ うであ るように望 んでい る

（事 実 それ は条件 の ひ とっ であ る）が 、

あなたは遠 い外国の地 に行 きたい と思

うであ ろ う。 あ るいはあなたの お父 さ

んが伝道 した所 に行 きたい と思 うであ

ろ う。 それ は ご く当 り前の ことである。

この教 会の 中には、本 当の伝 道地 は た

だ ひ とつ 、それは 自分 の父親 がかつ て

伝 道 した地 であ ると考 える若者 もい る。

在 り し日の伝道 につ いて話 す ときの父

親 に気づ いたことがあるだろ うか。 あの

懐 か しそ うな様手 、 目を明る く輝かせ 、

その うち眼鏡 をはず して うるむ もの を

ぬ ぐわなけれ ばな らな くなって しまう。

奇 しき伝道 生活 の思 い出か らのみ湧 き

出 る、その ほの ぼの とした喜 びは、 当

然すべ ての男性 が受 けて然 るべ き もの

で ある。 この よ うな先人の後 を追 って、

あ なた方 も召 された地 に赴 くのである。

現在 、伝 道費用 は １ヵ月当 り約 １３０

ドルかか っている。 伝道 を終 え るには

３～ ４千 ドル必要 で あろ う。 あな た方

の 中にはそれ だけの準備 が で きてい な

い人 もい るが 、それだ けは用意 しなけ

れ ばな らない。主 はあなた とあ なたの

家 族 を助 け て下’さ る。早 々 にお金の準

備 を始 め なさい。 お父 さん に相談 して

パ ー トタイムの仕事 につ きなさい。一

生 懸命働 きなさい。 そ してお金 を貯 え

なさい。あ ま りに も多 くの男の子 たち

が遊 びす ぎや テ レビの見過 ぎで、怠 け

者 にな って いる。 口座 を開 いて貯 金 を

しな さい。私 がこ こで注意 してお きた

いの は、伝 道資金 をオー トバ イや ステ

レオ、 レコー ドな どに費や して浪費 し

ない ように、 またその ような物 を購 入

す るこ とが 「投 資」だ と見 な して伝 道

に出 る直前 に換金 す る方 が合理 的 だ と

考 えない ように。 自らを制 し、ひ とつ

の 目的 の もとにお金 を貯 え た とい う経

験 は伝道 中 に必 ずや最 大 の祝 福 とな っ

て返 って来 るであろ う。 で きる ことを

すべ て成 し終 える と、 あな たは監督 の

面 接 を受 け に行 くことがで きる。監 督

は何 か助 け となる提案 を して くれ るだ

ろ う。

伝道 を終 えて帰 ると き、 あなた方 は

２つ年 を取 るこ とに なる。 しか しなが

ら、今 肖あ なた方 はそれ が大 した問題

で はない と思 うであ ろ う。 私 はあな た

方 に自信 をもって こう言 うこ とがで き

る。伝道 の経験 はあ なた方 を大 き く変

える。従 って求愛 や結婚 を遅 らせ るの

は賢明 な ことであ る。結婚 す る まで に

交 際す る相 手 を変 えるこ と もで きるか

らであ る。実際 、 多 くの 人 はそ う して

い る。 もちろんその選 択 は男性 側 で行

なわれ る場 合 もあ る し女性 の側 で行 な

う場合 もあ る。

伝 道 したか らと言 って幸福 ですば ら

しい結婚 が約 束 されて い る とは限 らな

いが、伝 道 の経 験 が生活上 の 多 くの事

柄 を解 決へ と導 き、 それ が結婚 に影響

を及ぼす こ とは あ る。伝 道 に出 て成長

す れば、祭壇 の向 こう側 に ひざ まず く

伴侶 と して、あ なたは さ らに良 い人 を

見出 す こ とがで きるで あろ う。

さて、若 人の諸君 、私 はあな た方 に

警告 してお く。伝 道 の こ とを考 えな い

女性 に気 をつ け なさいび悩 ませ た り誘

惑 した りして伝 道 に対 す るあな た方の

思 い を くじこ う とす る女 性 に注意 して

いただ きたい。 あなた方 は気 をっ けた

方 が よい。 あな たは この よ うな女 性 を

永遠 の伴侶 に望 む だろ うか。 も しその

よ うな女性 であ るな らば交際 を終 りに

した方 が よい。

あなた方 は証 を得 てそれ を述 べ るに

若過 ぎるとい うこ とはな い。 あ るステ

ー キ部大 会 で
、私 たちは ひ とりの若 い

女性 を呼 び、話 をお願 い した。 彼女 は

クモラの丘の野 外劇 か ら帰 って来た ば

か りで、燃 える ような証 を述べ て くれ

た。彼女 の後 、私 たちは１７歳 のゲー リ

ー とい う少年 を呼 ん だ
。 彼 は自分 の名

前が呼 ばれ た とき、驚 い たよ うだ った

が、 ６フ ィー トの体 を背 をまっす ぐに

伸 ば して説教壇 の方 にや って来 た。最

初 は二言 三言 、 「私 はなぜ ステーキ部

長 が私 を呼 ばれ たの かわか りませ ん。

それ に私 は証 もな いの ですｄ （明 らか

に前 に述 べ た若 い女 性 の証 と比較 しな

が ら） と言 ってい たが、 その うちセ ミ

ナ リーにつ いて話 し始め 、家族へ の感

謝 の気持 を述べ て、 「私 は福音 が真実

で ある ことを知 って い ます。 イエ ス ・

キ リス トのみ名 に よ り申 しあげました。
１∵

アー メ ン」 と言 って結 んだ。

証 は聖霊 の賜 と力 を通 して芽生 える。

私 たちは証 を述 べ る とき証 を得 るので

．ある
。機 会 を とらえて、 いつ で も証 を

しなさい。証 を得 たい と望 み 、捜 し求

め るな ら、証 を得 るであ ろ う。証 を述

べ るこ と、 それ は何 物 に も勝 って人 々

に大 きな影響 を及ぼ すので ある。 そ こ

にあなたが召 され て、生 ける予 言者 と

共 に、 イエ スが キ リス トであ り、 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスが予 言者 で あ り、 この教

会が真実 で ある こ とを証 す る理 由が あ
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る。

ここにお集 りの方 で、フ ッ トボー ル

チー ムの キャプテ ンや卒 業 生総代 、生

徒 会会長 、 またそれ らを兼任 して い る

入は少 ない であろ う。 あ なたは 自分 が

外向的 で ない、成績 もそろ って良 いわ

けで はない と思 って い る。 そ して伝 道

に出 る資†各がイ尋られ るか どうかわか ら

ず迷 ってい る。若 人の皆 さん 、主 に仕

え、福音 を宣べ伝 えたい とい う望 み を

しっか りと心 に刻ん でいただ きた い。

「なぜ な らば
、人が死 を願 うの に も生

を願 うの に も神 は これ に応 じた まい、

… …神 は これ を許 した もう と言 うこ と

を知 ってい るか らで ある司 （アルマ２９

：４） 私 は この約 束 が本 当 であ ること

を知 って いる。主 はあな た方 を愛 して

お られ る。主 はあ なた方 を必要 として

お られ る。 自分 の希 望通 りの属性 は得

られ ないか も知 れ ない。 しか しあな た

方 は大 きな可 能性 を秘め てい る。 あな

た方 の中 には あや まちを犯 した こ との

ある人 もい よう。 また よ くな い習慣で

悩 ん でいる人もいよう。 その 人は今 夜、

主 のみ前 に それらのことを告 げな さい。

も し非常 に悩 んでい るな らば父 親の と

ころに行 って話 しなさい。 また監督 に

会 う必要 があ るか も知 れ ない。 今 す ぐ

解 決 しな さい。

教 会 におい て偉大 な宣教 師 とい うの

は いつの時 代 も、謙遜 な人、すなわち正

直 にこっ こつ と働 いて代価 を支払 う人、

主 に近 く生 活 して主 に信頼 す る入、で

あ った。 あな た方 もその偉 大 な宣 教師

の ひ とりに数 え られ るこ とが で きる。

どうか今夜 その決心 を して欲 しい。

改宗 者 と共 にバ プ ラスマ フ ォン トの

中に立 ち、右腕 を直角 に して．上げ 、次

の言葉 を宣 言す る姿 を思 い浮か べて い

ただ きたい。 「わ れは イエ ス ・キ リス

トよ り権能 を受 けたれ ば、天父 と御 子

と聖霊 との御 名 に由 りて汝 にバ プ テス

マ を施 す、 アー メ ン」 （教義 と聖約２０

：７３）

風 を切 り雪 をけたて て山の斜面 を・一

気 に滑 降す るこ と、決勝の テー プ を切

るこ と、 レフ ト観覧 席 にホーム ラ ンを

打 ち こむ こ と、 あ るい は ノー ヒッ トに

押え るこ と、 あなた方 をわ くわ くさせ

る ことは多 くあ る。

だが、 日記帳 に 「今 日、私 たちはブ

ラウ ン御家族 全 貝にバ プテ スマ を施 し

た。本 当 にすば らしい家族 だ」 と書 く

ときの穏や か なが ら、涙 さ えこみあげ

て くるあの一瞬：に匹敵 す る気持 はなか

なか味わ うこ とがで きないで あろ う。

．私は神 が生 きてお られ
、 イエ スが キ

リス トであ り、 ジ ョセ ブ ・ス ミスが予

言 者で ある こ とを知 ってい る。 また ス

ペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボール大 管長 は今

日、 この地上 に おけ る生 け る予言 者 で

あ るこ とを知 ってい る。 イエ ス ・キ・リ

ス トのみ名 に よ り、ア ー メン。

１９７４年 １０月 ４日 （金）午前 の部 にお ける説教

私たちの

大切な家族

両親には家族を強め る権利 と義務がある

七十人最高評議員会会員

ロー レ ン ・Ｃ ・ダ ン

バナ クル合 唱団 の今の歌で、何 とい

タ ううるわ しい平 安 がか もし出された

こ とか。兄 弟姉 妹 の方 々、今朝 この大

会 に臨席 して、神 の予言 者か ら指示 と

教 え を受 け るこ とは栄誉 で あ る。 キ ン

ボール大管長 が神 の予言 者 であ り、現

在 の地上 にお け る主 の正 当 な代表者 で

あ って 、今 朝彼 か ら受 け た教 え と勧告

に従 う入 々は、実際 の経験 か ら、彼の
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語 った ことが確 かで、人類 を強め 、高め

て くれ る良 いこ とで ある ことを知 るだ

ろ う。私 はそれ を証 す る。 スペ ンサー

・Ｗ ・キ ンボール大管長 は神 の予 言者

で あ る。

私 は話 の手 がか りとして、 キ ンボー

ル大管長 が先 日話 され た言葉 と、今朝

提 起 され たテーマ を取 り上 げ たい と思

う。 彼 は 「国家 は国民 の家庭 を基 盤 と

して成 り立 ち、家 庭 は一 入一 人の家族

を基盤 として成 り立っ」 と語 った。

父母 と子供 か ら成 る家族 は制度 と し

ては最 古 の もので あ り、文 明の基盤 を

成す もの である。家族 ほ どに末長 く尊

い もの はあ りえ ない。 しか しなが ら、

家族 内 における両 親の役割 を従来 よ り

も高 め る必要 があ るの は、み るか らに

明 らかで あ る。

私 は数 年前 に地 域社会 の指 導者 や実

業各 界の面 々 と共 に 、公用 で カナ ダ東

部へ旅行 した ときの こ とを思 い出 す。

一 日の仕 事 を終 えて一緒 に夕食 を取 っ

たが、 その晩 はだれ もが くつ ろいで盛

んに団 らん した。 その うちひ とりの人

が 、 と りたてて理 由 もないの に自分 の

息子 の ことを話 し出 した。彼 が その息

子 を心 か ら愛 してい るこ とは 、傍 目に

もよ くわか った。 ところが、彼 と息子

とは折 が合 わず、絶 交状態 の よ うにす

らな って いて、何 とか しなけれ ばな ら

ないのは重 々承知 してい るが 、 どう し

て よいや ら皆 目わか らない との こ とで

あった。

それ を聞 くと、テーブ ル を囲む 人た

ちか ら同 じよ うな話 が次 々 と出 た。 彼

らはいか に もその ような話 を しなれて

い ない風 だ ったが、だれ もが家庭 生 活

の どこか に心 配事 を持 ち、特 に子 供 に

関す る問題が 多か った。

私 たちは変動 の時代 に生 きているが、

親 の子 を思 う心 は昔 も今 も変 わ らない

と思 う。社 会の墓 盤 が家族 であ る とす

るな ら、幾つかの基 本原則 が再確 認 さ

れ なけれ ばな らな いので あろ う。

第一 に 、両親 は子供 の態度 、行動 を

形成 す る権利 を持 ち、同時 に権 利 のみ

な らず責任 も持 つ ことを認識 すること。

第二 には、労働 の 原則 、労働 の倫理

と言 って さ しつ か えない な らば、 それ

を親 が家庭内 で教 え るこ とであ る。家

庭 で教 えない と した ら、 いった い どこ

で労働 の尊厳 を教 え られ るだ ろうか。

そ して第三 は、家族 に道徳的 、霊的

気風 を作 り出 し、運 成 と心 の平安 を得

る手段 と して神 よ りの 原則 を守 るこ と

の重要 さを認識 す るよ う、教 えるこ と

で あ る。

さて、 まず子供 の態度 、行動 を形成

す る親 の権 利 につ い て。 これ は本質的

に神 の権能 であ る。神 はア ブラハ ムに

つ いて、 「ア ブラハ ムは必 ず大 きな強

い国民 となって、地の すべ ての民がみ

な、彼 に よって祝福 を受 け るの で はな

いか。 わ た しは彼 が後 の子 ら と家族 と

に命 じて主 の道 を守 らせ 、正 義 と公道

とを行 わせ るため に彼 を知 ったの で あ

る」 （創世 １８：１８， １９） と言 われ た。

神 は子供 を教 え るアブ ラハ ムの忠実 さ

の ゆえに、彼 を多 くの子孫 の長 とされ

たの であ る。

世 間 には、 この ような親 の力 は子 供

の 自由 を束 縛す ると言 う者 があろうが、

それ は まった く反対 で ある。私 は数 人

の少女 が友 だ ちの親 につ いて話 を して

い るの を小 耳 には さんだ ことがあるが、

年 に似合 わず しっか りした ひ とりの少

女 が 「彼女 の御 両親 は彼女 を愛 してい

な いの よ。 だ って好 き放 題 の こ とをさ

せ ているんです もの」 と言 い、別 の少

女 たち もそれ に うなず いてい た。

「ニュー ヨー ク タイムズ」誌 に掲 載

され 、後 に 「リー ダー ズダイジェス ト」

に圧縮 されて載 った記 事の 中 で、 ウ ィ

リァ ム ・Ｖ ・シャ ノン氏 が次の よ うに

述 べ ている。 Ｆア メ リカの 子供 たちは

… …一様 に親の失敗 か ら被害 を受 けて

い る。 多 くの 父親、母親 は言動 によっ

て 、自分 た ちが不安 で荘然 自失 の状 態

であ る ことを露呈 ・してい る。… … 多 く

の親が 自分 自身 の価 値観 につ いて葛藤

を覚 え、確 か な価値 観 を もってい る と

考 える者 も、 その価 値観 に従 って しつ

け るだけの 自信 に欠 けてい る。…… 」

彼の言葉 によれば、欠 けて いるのは

子供 の成長 につ いての知識 で はな く、

確信で ある。遺 伝 は子供の 成長 に何 ら

かの役 割 を果 たすが、 それ より も大 き

な影響 を及 ぼすの は、 「親 が十分 に子

供 に心 を配 り、必要 な価値 をあ くまで

も擁護 す るか どうか」で あ る。 著者 は

また、父親 も母 親 も家族 と家庭 の責任

を第一 に考 え る必要 が ある と述 べ てい

る。 「育 児 は私 たち大 半 に とって、一

番 に大事 な仕事 であ るｄ

彼 は次の ように も言 ってい る。 「自

分の信 念 に従 い、毅然 と して子供 を育

て ない親 は、 自分 で成長 す る自由 を子

供 に与 えるの では な く、他の子供 や テ

レビ、映画 とい ったメデ ィアに仕事 を

まかせ て しま っズ いるので ある司 （ウ

ィリアム ・Ｖ ・シャノ ン 『子供 に ど

ん な価値体 系 を教 え られ るか』 「リー

ダー ズダイ ジェス ト」 １９７２年 ５月号

〔英文 〕Ｐ。１８７， ８８）

家庭 内で学 ぷべ き最大 の原則 は、愛

で ある。両 親 が愛 を もって導 き、影響

を与 え、励 むな らば、家族 の それぞれ

は この 原則 を自分 自身 の もの とす るで
ドロ

あ ろ う。愛 の 原則 は、子 供 を育 て る上

での数 多い親の失 敗 を埋 め合 わせ るこ

とがで きる。 しか し、愛 と自信 のな さ

を混同 して はな らない。

第二 の、労 働 の原則 を家庭 内 で教 え

る とい うこ とにっ い て。 少 な くともア

メ リカ合衆 国 におい ては、 ス トレス と

緊張の問題 が平均労 働時 間の減少 に伴

って逆 に増加 の傾 向 をた どってい るこ

とを示唆 す る事実 が出 てい る。労働以

外の余暇時 間 が個 人の ス トレス と緊張

１７９



の主 因 とな ってい るので はないか とい

う指摘 であ る。

私 はあ る小 さな町 で少年時代 を過 ご

したが 、父は私 たち兄 弟 に労働 の原 則

を教 える必要 が ある と考 え、 自分が育

った町 はずれの小 さな農場 に働 きに行

かせ た。 父は地 元の新 聞社 を持 ってい

た慈め 、私 た ち とゆ っ くり過 ごせ るの

は早 朝 と夜 だけだ った。 まだ十 代の ふ

た りの少年 に とってはその仕事 は実 に

大 きな責任 で、私 たちは時 々失 敗 もし

た。

小農場 の まわ りは別 の農 場 に囲 まれ

て いたが、 あ る日ひ とりの農夫 が父の

ところへ行 き、私 たちの仕 事 がいか に

不 手際 か を話 して聞かせ た。父 は じっ

くりと話 を聞 いた あ とで この ように言

った。 「ジム さん、 おわか りで ないで

す な。私 が育 てて いるの は牛 では な く

て 、息子 たちなん です よｄ 父の死 後 、

ジムか ら聞 いた話 であ る。牛 では な く

息子 た ちを育 て よう と心 に決めた父に、

私 は どんなに感謝 した こ とか。 私 たち

は失敗 も したが、農場 での仕事 を覚 え

る ことが で きた。 また、両 親 の 口にこ

そ出 なか ったが、私 た ちが父母 に とっ

ては牛 よ りも大 切 なこ と、 ほかの何 よ

りも大 切 な こ とを、私 た ちはいつ も感

じてい た ように思 う。

どの家庭 で も、家族 は全 貝能 力 に応

じた責 任 を受 け持 ち、同時 に労働 の尊

厳 と満 足 を学 ぶ こ とがで き る。

第三の点 は、’親 には子供 に道 徳的 、

霊的 な原則 を教 える権 利が あ るとい う

ことで あ る。 これ につ いては、近代 の

聖典 か ら引用 したい。 「また、 シオ ン

または組織 せ られ た るシオ ンの ステー

キ部 内 にて子供 を有 す る両親 あらば、

その子供 八歳の時 、悔 改め 、生 け る神

の子 キ リス トの信仰 、バ プテ スマ と按

手 による聖霊 の賜 な どの教義 を教 えて

理 解せ しめ ざれば、罪 その両 親 の頭 に

留 るべ しｄ （教義 と聖 約６８：２５）

１８０

ジェラル ド ・フ ォー ド大統領 は合衆

国議 会 におけ る初 の演説 で、 この普遍

の真理 を述べ た。 「も しも我 々が現代

の複雑 な社会 で、民族代 々の道徳 的知

恵 を……立 派に行 使 で きたな らば、警

官 や検察官 の… …阻止 で きる数 を上 ま

わって犯罪や 堕落 を防止で きるだろう，」

そ して さ らに、「これは政府 で はな く、

家庭 か ら始 め るべ き仕事 であ る」 と。

（Ｃん７‘ｓ♂‘απ Ｓｃ∫ｅπｃｅ ル１０η‘Ｊｏア 「ク

リスチャン・サ イエンス・モニ ター」 １９７４

年 ８月２８日）

先 ほ ど述 べた 「リー ダー ズダ イ ジェ

ス ト」の記事 の 中で、 シャ ノン氏 は こ

う言 ってい る。 「聖 書 の時代 以来 人類

が蓄積 して きたか けが えのない道徳 の

知 恵 を、何物 も無効 にで きなか った。

殺 す、盗 む、嘘 をつ く、 人の物 をむ さ

ぼ るな どは、い まだ に犯 人に も犠牲 者

に も何 が しかの悲劇 を もた らす。… …

『汝姦淫す るべ か らず』 は古 め か しく

聞 こえるか も しれな いが 、 しか し今 の

言葉 に置 き換 えてみて 『他 人の家庭 生

活 を崩壊 に導 いては な らない』 と言 え

ば、 これはい まだに価 値 あ る教 えで あ

る、」

シャノ ン氏 は自制 と前 もって手 だ て

を打つ ことの徳 をも指摘 した。十代 も

後半 にな って性 に関 す る事実 を知 る と

き、 自制 で きれ ば何 の害 に もな らな い

だ ろう と言 う。

「ある程 度の欲求不 満 や精 神 の緊張

はが まんで きる ものだ。 か えって良 い

効 果が あ る。 人間 の被 る苦悩 の 中で欲

求不 満 に コ レラ以上 の ラ ンクをつ け る

の は、現代 ア メ リカ人だけだ司 （ 「リ

ー ダー ズダ イ ジェス ト」 １９７２年 ５月

〔英文 〕Ｐ．１８９，９０）

今 まであ げたのは 、家庭 生活 で強調

され るべ き数 々の原則 のほ んの数例 で

あ る。

次 に問題 とな るの は、両 親 はいか に

して これ ら を実現 で き るか とい うこ と

、

であ る。教会 貝 に とって、家族 で交流

と教育 を始め るの は、家庭の 夕べ であ

る。 月曜の夜 は何 をさて お き、家 族の

ため に取 ってお くこ と。父親 が指 導す

るが、家 族 にも準備 させ 、参加 させ る

の であ る。言 うこ とや行 な うこ とはそ

れぞれの家族 の必要 に応 じて異 なるは

ず であ る。両 親が子供 たちに道 徳や宗

教 の原則 を教 え、それ を 日常 生活 に応

用 で きる ように、教 会か ら手 引書 が発

行 され てい る。

それ と同様 の活動 を取 り入れ たい と

い う非教会 員 に対 して も、教 会 は援助

の手 を差 し伸 べ てい る。 あな たがたの

近所 には、家 庭 の夕べの 開 き方 につ い

て よ く教 えを受 けた専 任宣教 師や非専

任 宣教師 がい るが、彼 らは何 の あて も

期待 せず に喜 んでお宅 に うか がい、 こ

の活動 を御紹 介 す る。 これは 、各家庭

の ため に用意 された末 日聖徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会の奉仕 活動 で ある。私 ど

もの ただ ひ とつ の注文 は、その席 に全

家族 が集 まるこ と、特 に この活動 の鍵

を握 る父親 あるいは家族 の長 が必 ず出

席す る こと、 それだ けであ る。

もちろん、 その若 い宣教 師 たちが再

度訪 れて イエ ス ・キ リス トの福音 の原

則 をお教 えす る用 意 はあ るが 、 しか し

それ を望 まないな らば、それ はそれで

まった くさ しつ か えない。教 会 外の 多

くの家族 にす でに取 り入れ られて役立

ってい るこの活動 を、御紹 介す るだけ

で ある。

実業 界の指導者 たち も、 この家庭 の

夕べ の活動 に注 目 し、社 員 に勧 めて い

る。家庭 が う ま くいけば、仕 事 も向上

す るか らで ある。

私 た ち両 親 が、人生 の何 た るか を子

供 に教 え導 く権 利の あ ることに目覚 め、

労働 の尊 さを、教 え、家庭 に道徳 的、宗

教的 原則 を確 立 で き るよう、 イエ ス ・

キ リス トの み名 によ り、主の祝福 を願

い祈 るもの であ る。 アー メ ン。



１９７４年 １０月 ４日 （金 ）半期総大会午後の部 にお ける説教

信 仰 の戦 いに

雄 々 し くあれ
イエスの証 に雄々しくあるためには

福音の律法のすべてに従順でなけれ

ばならない

十二使徒評議員会会員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ンキ ー

ウロの書簡の 中に次 の よ うなチ ャ
ノ胃
レン ジがあ る。
「しか し

、神 の 人 よ。 ……義 と信 心

と信仰 と愛 と忍耐 と柔和 とを追 い求 め

な さい。信仰 の戦 いをりっぱに戦 いぬ

いて、永遠 のいの ちを獲得 しなさいｄ

（１テ モテ ６ ：１１， １２）

私 た ちの 同胞で ある使徒 パ ウ ロが そ

の ように書 き送 ったの は、神 の子 を救

い王 と して蛍 け入れ、 キ リス トの くび

きを身 に負 い、主 に仕 え主 の戒 め を守

るこ とをバ プテスマの水の 中で誓約 し

た人 々に対 してであ った。私 た ち もそ

れ と同 じことを、 キ リス トの名 を身 に
くみ

受け、真理 と義 ｏ大義 に与 したすべて

の人 に申 し上 げ たい。雄 々「し くあ りな

さ い。立派 に戦 い抜 きな さい。 そ して

真理 を固守 し、戒め を守 り、世 に打 ち

勝 ちなさい。

自ら も世 と敢 然 と戦 い、勝利 を収め

たパ ウロは こう語 ってい る。

「わ た しは戦 い を りっぱに戦いぬ き
、

走 るべ き行程 を走 りつ くし、信仰 を守

りとお した。 今や、義 の冠 が わた しを

待 って いるばか りで ある。かの日には、

公平 な審判者 であ る主 が、 それ を授 け

て下 さ るで あろ う。 わた しばか りで は

な く、主 の出現 を心 か ら待 ち望 んで い

たす べての 入 に も授 けて下 さるで あろ

う。」（ＩＩテ モテ ４ ：７， ８）

私 た ちは主の教 会の会 員 と して、激

裂 な戦 い を経験 しつつ あ る。私 た ちは

キ リス トの大義 のため に、サ タ ンや そ

の他 、世 の あ らゆ る肉欲 や悪 と敢 然 と

戦 う者 の中 に数 え られ た。 そ して味方

の ため に敵 を打 ち砕 くこ とを誓 ったの

で ある。敵 味方 を見誤 る ようであ って

は な らない。私 たちの同 胞で ある もう

ひ とりの使徒 はこ う書 いてい る。

「不 貞のやか らよ
。世 を友 とす るの

は、神へ の敵 対 であ るこ とを、知 らな

いか。 おお よそ世 の友 となろ う と思 う

者 は 、自 らを神の敵 とす るので ある。」

（ヤ コブ ４ ：４）

この大戦争 は今、地球 上の至 る とこ

ろで熾烈 を極 め、不幸 に も傷 つ く者 は

多 く、中 には死 に至 る者 さえ もいる。

だが、 この戦 い は今 に始 まったの では

ない。悪 の軍勢 が人間 の 自由意 志 を滅

ぼ そ うと し、ル シフ ェルが 、全能 の父

が打 ち立 て られた進歩 と成長 の道 か ら

離れ て私 たち を連 れ去 ろ うとした とき、

天上 で戦 いが起 こったので あ る。

その戦 いは地上 で も続 い てい る。悪

魔 は今 なお教会 をの ろい、 「神 の戒 め

を守 り、 イエ スのあか しを持 ってい る

者 たちに対 して、戦 い をい どん」 でい

るの であ る。 （黙示 １２：１７）

それは今 畜昔 も同 じであ る。 そ して

聖徒 が悪魔 とその軍勢 を打 ち負 かす こ

とが で きるとす れば、 それは 「小羊 の

血 と彼 らのあか しの言葉」 に よるので

あ り、 また 「死 に至 るまで もその いの

ち を惜 しまな い」 ことによるのである。

（黙示１２：１１）

さてこの戦 いに中立 はない し、 また

あ りえない。 主の教 会の会貝 は どち ら

か一 方 を選 ば なければな らない。 ここ

で戦 う兵 士 は、パ ウ ロの よ うに勝 利者

とな り 「義 の冠 」 を受 け るか、 さ もな

くばパ ウロが言 うよ うに、主 が 「神 を

認め ない者 た ちや 、わた した ちの主 イ

エ スの福 音 に聞 き従 わな い者 た ちに報

復」 され る 日に 「主の み顔 とその力の

栄光 か ら退 け られ て、永遠 の滅 びに至

る刑罰 を受 け る」 か どち らか であ る。

（ＩＩテサ ロニ ケ １ ：８， ９）

また この戦 いで勇気 をもって雄 々 し

く戦 お うと しない者 は、それ だけで敵

に助勢 した とされ る。 「われ に くみせ

ざる者 はわが敵 なれ ばな りｄ （ＩＩニー

フ ァイ１０：１６）

要す るに私 たちは、主 の教会 につ く

者 となるか敵 対 す る者 とな るか 、すな

わ ち主の民 の 中に数 え られ るか それ と

も罪の報 い を受 け るか 、 どち らか一方

を選 ばなけれ ばな らない。 片足 を教会

に置 き、 もう一方 の足 を世 に置 いてい

たの では霊的 な救 いは得 られ ないの で

あ る。私 た ちは選 ば なければな らない。

教 会か世 か どち らか一 方 を。中間 はな

い。 そ して主 の愛 され るの は、主の軍

勢 に名 を連 らね、堂 々 と勇 気 をもって

戦 う雄 々 しい人 であ る。

古代 の教会 の あ る会員 たち に、主 は

言 われた。

１８１



「わた しはあな たの わ ざを知 ってい

る。 あな たは冷 た くもな く、熱 くもな

い。 む しろ、冷 たいか熱 いかであ って

ほ しい。 この ように 、熱 くもな く冷 た

くもな く、 なまぬ るいの で、 あ なたを

口か ら吐 き出 そ う。」 （黙示 ３ ：１５，１６）

日和 見主義 者 は、戦 いが激 し くなる と

退却 して しまう。 その よ うな入は勝利

の冠 を得 られ よ うはず が ない。世 に負

け てい るのだ か ら。

証 があ り、清 く正 直 な生 活 してい る

教 会 員で も、雄 々 しくなけれ ば 日の光

栄 の王 国 を受 け継 ぐこ とは で きない。

彼 らが行 くのは星の栄 で ある。次の よ

うな啓示 が あ る。 「これ らの者 はイエ

スの証詞 をなす に雄 々 しか らず、 この

故 に彼 らはわれ らの神 の王国 の冠 を得

ざるな り。」 （教義 と聖 約７６：７９）

イエ スは こう言 われ た。 「手 をす き

にかけ てか ら、 うしろを見 る者 は、神

の 国にふ さわ しくない もので ある。」

（ル カ ９ ：６２）

「イエスの証 詞」 とは何 だ ろ うか
。

また雄 々 し くあ るため に、私 たちは何

を しなけれ ばな らな いの だ ろ うか。

「あなた は
、わた したちの主 のあ か

しをす るこ と… … を、決 して恥 ずか し

く思 っては な らない。 む しろ、神 の 力

に ささ えられ て、福 音 のため に、わ た

しと苦 しみ を共 に してほ しい。」 （ＩＩ

テ モテ １ ：８）パ ウロはそ うテ モテに

書 き送 った。 また愛弟子 ヨハ ネに神 の

み使 いが語 って いる よう・に、 「イエ ス

のあか しは、すなわち預 言の霊 である。」

（黙示 １９：１０）

主 の証 ！イエ スの証 ．ノ何 と栄光 あふ

れ る深 遠 な概 念 であろ うか。 それ は天

父 と御 子 と永遠 に共 に住 む栄光 と名誉

へ の扉 を開 いて くれ る。 イエ スの証 と

は、 キ リス トを信 じ、 その福 音 を受 け

入 れ、律法 に生 きるこ とにほか な らな

い ｏ

イエ スは主 であ る。 アダムの 堕落 に

よって もた らされた肉体 と霊 の死 を贈

うため に この世 に来 られ た、神 の御 子

であ る。 イエ スは血 を もって私 た ちを

買 い取 って下 さった。 イエ スは復 活 で

あ り命 であ る。 そ して 「死 を滅 ぼ し、

福音 に よっていの ち と不死 とを明 らか

に示 されたの であ る。」 （ＩＩテモ テ １

１８２

：１０） 主 は私 た ちの救 い主 、贈 い主

であ り、天 父 と私 た ち との仲保者 であ

る。 「神 は唯 一 であ り、神 と人 との間

の仲保者 もただひ と りで あって、 それ

は人 な るキ リス ト・イエ スであ る。」

（１テモテ ２ ：５）

救 いは キ リス トにある。 この名 こそ、

私 たちに復活 とい う何 に も換 え られな

い賜 を勝 ち得 させ て くれ る天 が下 にお

けるただ ひ とつの名 なの であ る。主 な

くして復 活 はな く、全 人類 は永久 に滅

び去 るで あろ う。 また永遠 の生 命 はな

く、慈 悲深 い天 父の み も とに帰 る こと

も、 日の栄 の冠 をいただ くこ とも、か

なわぬ こ ととなるに違 いない。

主 に よりもたらされた もの は数 多い。

しか しその一 部始終 につ い ては、 いか

なる言語 をもって しても語 り尽 くせ ず、

いか な る心 の 目 をもって しても見 えず、

またいか なる思 い を もって して も推 し

はか ることが で きな いので あ る。

「ほふ られ た小 羊 こそ は
、力 と、富

と、知 恵 と、勢 い と、ほ まれ と、栄光

と、 さん び とを受 け るにふ さわ しい。」

（黙示 ５ ：１２）

キ リス トが神の御子 で あ るこ と、お

よび キ リス トが救 いの徳 を持 ちた もう

御方 であるこ とにつ い ての完全な証 は、

主 の完全 な福 音 が完全 な状態 で与 えら

れ るまでは存 在 しな い。 そ してその福

音 への証 は聖霊 か らの啓示 によ り得 ら

れ る。聖 きみ た まが私 た ちの 内に ある。

霊 に語 られ た とき、私 た ちは啓示 され

た メ ッセー ジが真実 であ るこ とを絶対

的 な確 信 を持 って知 るので ある。

証 とは、 イエ スが キ リス トであ る こ

と、 また ジ ョセブ ・ス ミス とその後継

者 たちが キ リス トに関 す る知識 と今 の

世 あ 人々の救 い とにつ い て啓示 す る人

人であること、そ して末 日聖徒 イエ ス・

キ リス ト教会 が地上 にお け る神の王 国

であ り、 こ ここそ救 い を見出 し得 る場

であ るこ とを、啓示 を通 して知 る こ と

であ る。

イエ スの証 は予言 のみ た まであ り、

聖霊 の賜 であ る。 そ「してそれが完全 な

形 で もた らされ るの は、主 の教 会の忠

実 な会 貝に対 してで ある。 イエ スの証

は常 に聖 霊 を伴侶 とす る人の ため に備

え られ てい る権利 で あ り、 また人 を予

、

言者 に任命 す る。天 賦 の霊 の賜 なので

あ る。 そ して これは モーセの祈 りを成

就 す る もので ある。 「主 の民 がみ な預

言 者 とな り、主 がその霊 を彼 らに与 え

ち れ るこ とは 、願 わ しい こ とだ。」

（民数 １１：２９）

で は、 イエ スの証 に雄 々 し くあ る と

は ど うい う意味 だ ろ うか。

それ は、勇 ま しく大 胆で あ るとい う

こ とであ り、世 との戦 いに力 と精力 と

能 力 をすべ てつ ぎ込 む こ とであ り、信

仰 の ため に敢然 と戦 うことである。 「強

く、 また雄 々 しくあれ。Ｊ そ う主 は ヨ

シュァに命 じた まい、続 いて その強 さ

と勇気 が 、主 の律法 の 中に記 され てい

るあ らゆ る事柄 を心 の 中に思いはか り、

かつ従順 に実行 に移 す こ とに ある と説

明 され た。 （ヨシュア １ １６－ ９参 照）

義 の大義 を全 うす るにあた って大 い な
かなめ

る要 石 とな る もの は、完全 なる福音 の

完 全 なる律法 に従順 に従 うことである。

イエ スの証 に雄 々 しくあるには、「キ

リス トの御許 に来 て キ リス トに よって

全 く」 な り、 「すべ て神 のみ こころに

背 くこ とを捨 て」 、 「勢 い と心 と力 と

をつ く’して神 を愛 す る」 よ うに しなけ

れ ばな らない。 （モ ロナ イ１０：３２）

イエスの証 に雄 々 し くあるには 、キ

リス トとキ リス トが もた らされ た福音

に対 して揺 る ぎない信仰 を持 た なけれ

ばな らな い。 す なわ ち地上 で行 なわれ

てい る業が真実 神 の業 で あ るこ とを知

る こ とであ る。

しか しこれがす べて ではな い。 イエ

スの証 に雄 々 しくあ るこ とには、信 じ

るこ とや知 るこ と以上 の もの があ る。

私 た ちは聞 くだけの者 では な く、行 な

う者 とな らな ければ な らない。雄 々 し

い とい うこ とは口先 だけの奉仕 とは違

う。救 い主が神 の御子 で ある こ とをた

だ 口に出 して言 うだ けで は不 十分 なの

で あ る。 従順 、確 信 、 そ して 自分 自身

が義 しい生活 を送 る こ と、 これが雄 々

しい とい う ことであ る。

「わ た しにむか って 『主 よ、主 よ』

と言 う者 が、み な天 国 にはい るので は

な く、 ただ、天 にい ます わが父 の御 旨

を行 う者 だけが 、は い るので あ る。」

（マ タイ ７ ：２１）

イエ スの証 に雄 々 し くあるには 「こ



れか らもキ リス トを確 く信 じて疑 わず 、

完全 な希 望 の光 を抱 き、神 とす べての

人 とを愛 して強 く進 まなけれ ばな らな

い。」 そ して 「終 りまで堪 え忍 ぶ」 の

であ る。 （ＩＩニー フ ァイ３１：２０）それ

は私 たちの信 じる宗教 に生 きるこ と、

す なわ ち説 くこ とを行 ない、戒 め を守

る こ となので ある。 そ して 「困 ってい

る孤 児や 、や もめ を見舞 い、 自らは世

の汚れ に染 ま」 らず、 「清 く汚れの な

い信 心」 を生活の 中に具現 す るこ とで

あ る。 （ヤ コブ １ ：２７）

イエ スの証 に雄 々 しくな るに は、情

欲 を抑 え、欲望 を制 し、世 俗的 な悪 し

き物事 か ら離れ てい なければならない。

それ こそ世 に打 ち勝つ こ とであ り、私

た ちの 手本 であ り、神の子 の中 で最 も

雄 々 しい御方 がな され たこ とで ある。

それ は道徳的 に清 くある ことで あ り、

什分 の… や他 の献 金 を納め るこ とであ

り、安 息 日を尊 ぶ こ とであ り、心 に 目

的 を抱 い て祈 るこ とであ り、必要 とあ

らばすべ て を犠牲 にす ることであ る。

イエ スの証 に雄 々 しくな るには、 あ

らゆ る点 で主 の側 に立 たな けれ ばな ら

ない。主 が選 び た もうように選 び、主

が考 えた もうように考 え、主 が信 じた

もうように信 じ、主 が語 られ るように

語 り、主 が行 なわ れる ように行 な うの

であ る。 そ してキ リス トが天 父 とひ と

つ で ある ように、私 た ち もキ リス トの

思 い を内に抱 いてひ とつ にな らなけれ

ばな らない。

私 たちの教義 には、 あいまい な点 が

全 くない。時 にはその明確 さ故 に、実

生 活へ の応用 に困難 を感 じる こ とさ え

あ る。 しか し次の ように して心 に深 く

考 えてみ たら助 け になるか もしれない。

もしも自分の関心 が神の王 国の建設

よ りもこの世 の宝 を貯 える こ との方 に

注が れて いた ら、 イエ スの証 に雄 々 し

くあ ると言 え るだ ろうか。

生活 に余裕 があ り、 それで いて伝 道

活動や神 殿の建 設、困 ってい る人の援

助 に力 を貸 さない とす れば、 それは イ

エ スの証 に雄 々 しくある と言 え るだ ろ

うか 。

教会 や教義 をき口るためのい ろい ろな

働 きか け をす る場 合 、知識 の み を用 い

る とすれ ばそれは イエスの証 に雄 々 し

いだろ．うか。身 をもって霊 的 な事 柄 を

経験 す るよ りも教義 の一・つ一つ を取 っ

て．論議 を戦 わす方 に関心 が ある場 合 は

どうだ ろうか。

神権 を授 け る資格 につ いて教 会が取

ってい る方針 を憂 慮 し、 この教義 に対

して、今や新 た な啓示 が必要 な時 だ と

考 え る人 は、イエ スの証 に雄 々 しくあ

る と言 えるだろ っか。

週 末 に船 で遠 出 した り、別荘 へ出 か

けた り、その他 いろい ろな娯楽 を追 い

求 めて 日曜 日の霊 的 な責任 を怠る人は、

イエ スの証 に雄 々 しいだ ろ うか。

賭け事や トラ ンプ を し、 ポル ノ映画

を見 に行 き、 日曜 日に買物 を し、その

他世 の 人々が受 け入れて い るあ らゆ る

事柄 を行 な う人は、 イエ スの証 に雄 々

しい と言 え るだ ろ うか。

もしも私 たちが救 いを得 たい と望 む

の であれば、生活 の中 に、 まず神 の王

国 に関 す る事 柄 を取 り入 れなけ れば な

らない。私 たち主 の教会 の会貝 に とっ

て 、行 きつ く先 は神 の王 国か、 さ もな

け れば無 で あるに違 いない。私 た ちは

暗闇 か ら抜 け出 た。 そ して キ リス トの

驚 くべ き光 の 中にい る。光 の 中 を歩 も

うでは ないか。

さて、私 は将 来 を予測 す るつ も りは

ないのだが 、 しか し心 に強 く感 じて い

る ことが ある。 それ は、世 の状 態が こ

れ か ら先、良 い方向 には向か わ ないの

ではな いか とい うこ とであ る。世 情 が

邪悪 の一一途 をた どって遂 には人の子 の

再 臨 を迎 えるであろう。そ して世 の終 わ

りとな り、悪 しき者 は滅ぼ され るであ

ろ う。

私 は世 の中が ます ます邪悪 に なるに

つ れ て、少 な くとも教 会員 の中 で忠実

な人 々は ます ます良 くなってい くと思

う。 そ してかつ てなか ったほ どに数 多

くの責務 を負わ なけれ ばな らない 日が

来 るであろ う。 その責務 とは、正 しい

選 択 をす るこ とであ り、教 会 を擁護 す

るこ とであ り、戒 め と教 え と原則 を固

守 す る ことで あ り、 キ リス トが その教

義 を教 え、世 の 人々 に証 をす るため に

召 した もうた使徒 や予言者 の勧告 に耳

を傾 け るこ とであ る。 この こ とが他 の

いか な る事 柄 よりも、 また この神権 時

代 のいか なる ときよ りも必要 とされ る

日が来 るであ ろ う。

さて、 これ は主 の業 で あ り、神の業

であ る。私 た ちの天 父の事業 で あ る。

そ こには主 のみ手 が ある。 それ故 に こ

の世 の中 で イエ ス ・キ リス トの福音 ほ

ど大 切 な もの はないの であ る。 それは

救 い を得 させ る神 の力 であ り、 もし私

た ちが常 に また永遠 に、福 音 とその大

義 の 内に歩 み、生 き、行動 し、呼吸 し、

考 えるな らば、 この世 にお いては平安

と喜 び と幸福 を得 、来 た るべ き世 にお

いて永遠 の栄 光へ と進 む こ とがで きる

で あろ う。

私 たち は教 え、 そ して証 す る。私 た

ちは きょう、永遠 の真理 の原則 にっ い

て教 えて きたが、 それは聖霊 の力 を通

して教 え るすべ ての 人に証 を述 べ る特

権 を与 えて くれ る。 その証 とは、私 た

ちが宣 言 して きた教義 は真理 であ り、

もしも人が その教 えに確 信 を持 ち、 そ

れに従 って生 きるな らば、慈悲 深 い天

父 がその 人に授 けたい と思 ってお られ

た祝福 はすべ て その 人の もの となる と

い うこ とであ る。

私 はこれ まで宣言 され て きた教義 が

真理 である こと を証 し、 また イエ スが

主 で あ り、救 い は イエ スの内 にある こ

と、 さ らに私 たちが神 の王 国 に救 われ

るの は、天 が下 イエ スの 名 をおいて他

に ないこ とを証 す る。

願 わ くば神が私 た ちに知 恵 と先 を見

通 す力 と決 断力 、 そ して主 の軍勢 に加

わ って雄 々 しく戦 う勇気 を与 えた まわ

ん こ とを。 それは ジョー ジ ・アルバー

ト・ス ミス大管長 が鮮 か に表現 され た

よ うに、 「主 の側 に立つ 」 ためなの で

ある。 イエ ス ・キ リス トのみ名により、

アー メン。
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なぜ

引き延ばすのか

事を前に躊躇するとき、 「まだ」

という言葉は 「決 してしない」を

意味す ることが多い

十二使徒評議員会補助

ニール ・Ａ ・マ ックス ウェル

弟姉妹 たち、私 はとりわけ大切な
兄
人々の こ とにつ いて、 とりわ け大

切 な人々にお話 した い。 それ は、 いつ

か教会 を信 じる ようにな り、 また いっ

か活発 にな ろ うとして い る人 々、 しか

し現 在 は まだ そ うで はない人 たちの こ

とで ある。 で も、悪 い 人では ない。 自

分 が どれ ほ どよ り良 い人 になれ るか を

知 らないだけの善良 な人々なのである。

教 会 に近 くあ りなが ら、完全 に足 を踏

み入れ よ うとは しない人 たちで あ る。

礼拝堂 に入 りもしないが、玄 関 を離 れ

もしない人々で ある。 これ らの人 々は

教会 を必要 と し、教会 もこの 人々 を必

要 として いる とい うの に、 「神 を信ぜ

ず に世 を」渡 って い る。（モ ー サ ヤ ２７

：３１）

私 は この よ うな方 々 に申 し上 げたい。

ぜ ひ教会 への招 きを受 け入 れてい ただ

きた い。 あな た を仲間 に迎 え、あ なた

の力 を借 りたい と私 た ちが待 って いる

こ とを、ぜ ひ とも知 っていただきたい。

今 す ぐそれ を決 意 しなけれ ばな らな

いの には理 由が あ る。時 が たち、 日が

過 ぎ、 月がめ ぐる うちに、決意 はだん

だん鈍 るか らで あ る。や がて この地上

に起 こる出 来事 は、生 ぬ るい入の選択

の 自由 を取 り上 げ て しま う。 イエスの

口か ら出 たみ言 葉 は 自分 で制 しきれ な

いか らで ある。

どうして もあなたが今 す ぐそれを した

くない とい うな ら、次の忠告 を した い。

まわ りの快 楽信 奉者 の 目 をあ ま り深

くみつめ て はな らない。 そうす る と、

あな たは肉欲 の 中 にいい よ うの ない悲

しみ を見 、放 縦 な笑 いの中 に うわべだ

けのわ ざ とら しさ を聞 くだ ろう。

また、神 を否定 す る者 の心 を深 くみ

つ めて はな らない。懐 疑 に対 す る懐 疑
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に気がつ くだ ろ うか ら。

人の思 いの及 ばない こ とを考 えては

な らケい。 なぜ な らあな たは、神 が存

在 し、神 があ なた を愛 してお り、結局

は神 の愛 の手 か ら逃 れ得 ない とい う現

実 に大 きな強 い力 で引 き寄せ られ てい

く自分 を見出すだ ろ うか ら。

自分 が家族 に教 えてい るこ とを、あ

ま り深 く考 えす ぎてはな らない。 なぜ

な ら、 あな た は た だ キ リス ト教 に無

関心 のつ もりで いて も、子供 た ちはそ

れ を敵 意 と受 け取 るか も しれず、 あな

たが弁護 しなか った ことを、子供 は怒

って拒 絶す るか も しれな いか ら。

酒 を飲 まない こ とな どの福音 の標準

の実際性 につ いて 、 じっ くり考 えては

な らない。な ぜ な ら、各 種 の 統 計 が

覆 い か ぶ さ って きて、禁 酒 こそが 中

毒 の予 防 に も治療 に も唯一最 善 の方法

だ と確信 せ ざ るを得 な くなる。 それに、

福 音 の原則 をひ とつ守 るこ とが、各種

の キャ ンペー ンに百従 うよ りも良 いこ

とを知 るだろう。キャンペー ンは、 「沈

み かけて いる船 の デ ッキチ ェア をまっ

す ぐになおす」 ような ことが ままある

もの であ る。

また、家庭 にお いては愛 が大切 であ

る とい ったよ うな教義 につ いて も、考

えす ぎて はな らな い。 なぜ な らあ ま り

考 え る と、親 つ きの孤 児 が 多 い今 の

世 の 中 で は 、歯 の 根 も合 わ な い よう

な現実 に ゆ きあた って しまうだろ うか

ら。

また、 自分 は神 の子 だ とい う教義 に

つ いて考 えてはな らない。 そ う考 え る

な らば 、何 か のつ なが りが生 じて しま

うだろ うか ら。

モルモ ン経 をま じめ に読 んだ りして

は な らな い。 なぜ な ら、聖 な る一 千年

の歴 史か ら信 じが たいほ どに重要 な時
む

事 が その本 を埋 め てい るこ とに、 突如

と して気がつ くだ ろ うか ら。

この世 を去 る ときに持 って行 こう と

思 う荷物 をぎゅ うぎゅ う話 め に して は

な らない。 なぜ な ら、 この世 の物 の大

半 は 日の光栄 の王 国の 門 を通 ’る こ とが

で きず 、携 えて行 け るの は永遠 の事 物

だ けだか ら。

祈 っては な らない。 なぜ な ら、 あな

た を愛 し、祈 りを聞 い て下 さる御 父 か

ら答 えが来 るだ ろ うか ら。

また、現代 の世 に生 け る予 言者 が い

るか もしれ ない と、考 えす ぎては な ら

な い。 その代 わ りに、予言 者 とされ て

い る人 々が 多 くの点 で どん なに平 凡 に

見 えるか、考 える とよい。昔 の予 言者

も言 った こと とした こ とを除 けば、 ま

っ た く人の 目に止 まらない あ りきた り

の 漁師や天 幕造 りだ った こ とは，忘れ な

さい。 あ る人 々の信仰 の ろ うそ くを吹

き消す苦難 の風 も、あの特 別 な人 たち

に は、信仰 の炎 をあお りた てるだ けな

の だか ら。

政 治、経 済、社会 に押 し寄 せ る雨 風

の きざ しをか え りみて はな らない。戒

め を守 る こと と社会 の安 寧 とが密接 に

結 びつ いてい るこ とに気づ くと悪 いか

ら。

この地球 に住 んだ最 も聖 なる人が 、

必要 な儀 式 にっ いて何 と言 ったか、読

んで はな らないδ そ うでな い と、彼 が

自分 も含 めて ひ とつの例 外 も許 さなか

った こ とを知 るだろ うか ら。

善 人 に も教会 が必 要 なのか どうかを、

聖典 で調 べて はな らない。 なぜ な ら、

一 人一 人の善 良 さ もば らば らで は悪 と

の闘 いに効 力が ない ため、かつ て生 を

得 た人 の中の至善 の御方 が教会 を組織

され たのだか ら。

も しこれ までの私 の言葉 に気分 を害

されたとしても、私 から聞 くまで もな く、

たとえ気分 を害す ることがあって もこの

ことはとうに聞 いていなければな らない言

葉 だったのだ ということは、考 えないように。

本来の 自分 よりもっと良い人間 だ と装

っているように見 える教会の人の偽善 を、

つ きつ めて考 え よう と してはならない。

なぜ な ら、偽 善 に も別 の形があること、

つ まり本当の 自分 よ り低 く振舞 う人 々

の い るこ とがす ぐにわか るだろうから。

兄 弟姉妹 たち、 もしあなたが キ リス

トとその教会 につ いて決心 を一 寸延 ば

しに してい たい な ら、 この ようなこ と

を避 け るの が得 策 であ る。

しか しヨシュアは、 自分 の仕 える者

を来年選 べ どは言 わなか った。 日の ま

だ明 るいうち、闇 が勢 いを増 してあた

りを覆 わ ない うちに、 「き ょう」選 べ

と言 った。 （ヨ シュア２４：１５参照 ）

イエ スが最初 の弟子 たち を召 した と

き、聖典 には、彼 らが舟 を網 を 「す ぐ

に」捨 て た と書 か れて いる。 彼 らは、

漁の時期 が すん でか ら とイエ スに頼 み

は しなか った。もうひ と網 打 ってか ら、

と返 事 を延 ば しも しなか った。彼 ら

は 「す ぐに」 つ いて行 った。 （マ タ イ

４ ：２０参照 ）

兄 弟姉 妹 た ち、心 が信仰 に傾 いたら、

信 じた い とい う望 みで も起 きた ら、行

動 しな さい。 そ うすれ ばすば ら しい こ

とが起 こ り始 め るだ ろ う。玄関 か ら教

会 の中 に入 った ら、音楽 が もっ とは っ

き り聞 こえ るば か りか 、歌 に とけ込 ん

でい く。

今行動 しなさい。 これ か ら一千年 し

て、あ なたが この時 を振 り返 って守 あ

れは大事 な時 だ った、大事 な決断 の時

だ った と言 える ように。

だか ら、 自己 と時 間 を不 活発 な状 態

に費や した こ とを気 に してはならない。

プ ライ ドの壁が これ までの非 を認 め さ

せ まい として も気 に しては な らない。

なぜ な ら、 あ とに延 ば したか らとい っ

て、今 より容 易 に は決 して な らないの

だか ら。

だれ で も、へ り くだ る心 と悔 いる精
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神 に伴 う感情 を知 らな ければならない。

私 た ちはそれ によ って、熱 い、聖 な る

特 別 な恥 の 炎 で清 め られ 、それ か ら神

と人 とに仕 える強 く清 い力 と愛 を持 て

るので ある。 「甚 し くこの世 に属 け る

ものの上 にあ る」心 は 、何 よ りもまず

へ り くだ るこ とに専心 すべ き心である。

実 に 、だれ もが 自ら演 じる一番無 残
ユ
コヒ

なゲー ムは、 「まだ」 とい うゲームで

あ る。や め る前 に もう少 し罪 を犯 し、

背 を向 け る前 に もう少 し世 の拍 手 か っ

さい を楽 しみ、物質主義 の もの うい賭

に もう一度 だ け勝 ちた いと思 う。 また、

身 を清 くしよ う、 しか し今 はまだ と思

い、良 い隣 人 になろ う、 だが今 では な

い と思 うこと。 人は ため らいや留 保 の

気持 を しば ら くはあやつ るこ ともで き

よう。 しか しそのあ とに、 あの一瞬 を

迎 えるのである。 にわかに気づ いて 「信

じます。不信 仰 なわ た しを、お助 け く

ださい」 と泣 き叫ぶ あの一瞬 を。 （マ

ノレコ ９ ：２４）

「まだ」が おおか た 「ず っとしない」

を意 味す る とい うの は真理 であ る。 キ

リス トに関 わ るこ との 決定 の責任 を逃

が れ ようとす るの は、大 人げない。 ピ

ラ トはキ リス トに関 して決 定 の責任 を

回避 しよう としたが 、全面 的 に責 任 を

回避 す るこ とはで きなか った。

私 た ち一 人一 人の過 去 は、今や どう
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に もな らない。私 た ちは 「尊 い現在 」

と呼 ばれ る もの に、集 中 しな けれ ばな

らな い。現 在 は神 聖 で ある。 私 た ちは

決 して将 来 に住 んでい るので はない。

人生 の神聖 な賜 は、常 に現在 とい う形

を取 る。 それに神 は、 この まま行 けば

必 ずや破 滅 に至 る行 な いをやめ るよう、

今私 た ちに求 めて お られ る。

さて、私 た ちは世 の もつ れ を断 ち切

った ときに、休 息 の宗 教 、安 逸の エデ

ンを約束 され るの だ ろ うか。 それ は違

う。私 た ちには涙 と試 しと労苦 が約束

され る。 しか し同時 に、 ただ想像 す る

だ けで も胸 が躍 る究極 の勝利 も約束 さ

れ てい るの であ る。

友 人た ち よ、私 た ちには従 うべ き足

跡が残 され てい る。 自分 は安 全 な とこ

ろにいて 「あ っちへ行 け」 と叫ぶ指 導

者 ではな く、 「わ た しにつ い て来 な さ

い」 と言 う指導 者 の足跡 が。 そ して、

私 たちの地上 の指 導 者 は、進 歩す る術

を教 えて くれ る予 言 者 であ る。

教会 の 中庭 や玄関 にいる人々は、「教

会の鐘 が誰 が ため に鳴 るか を聞 いては

な らない。鐘 は汝 がため に鳴 るの だｄ

（ジ ョン ・ダ ン Ｄθ００莇０ηＳ 駕ＰＯπ Ｅ一

伽 ７ｇθ雇 Ｏｃｃα８‘・囲 「非常 時 の祈疇 」

黙想録ＸＶＩＩ）

す べての ひ ざが かがみ 、 こ とご と く

の舌 が イエス ・キ リス トは主 であ る と

告 白す る 日が いつ か来 る と感 じてい る

な ら、 ど う して今 それ を しないの か。

あ らゆ る人が告 白す るその と きには、

もはや立 ち上 が る こ とがで きず に、 ひ

ざ まず くこ とはいわ んや 当然 だか らで

ある。

願 わ くは、世 を変 えるため に私 たち

が変 わ らん こと を。 また、神 が私 たち

すべ ての ため にその時 を早 め た まわ ん

こ とを。 イエ ス ・キ リス トの み名 によ

りお祈 り申 し上 げ る。 アー メ ン。
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１９７４年 １０月 ６日 （日）半期総大会午前 の部 にお け る説教

神を知る
神を求めることは最大の探求であり

そのためには信仰が必要である

十二使徒評議員会会員

ハ ワー ド ・Ｗ ・ハ ン ター

私 たちは再び教会の総大会に共に集 う
シーズンを迎 えた。かつて荒 涼た る

未開 の地 で あ ったこの西部の山あいに、

初期 の開拓者 た ちが築 いた、長 い歴 史

を もつ壮 大 なタバナ クル。私 たちはそ

の タバナ クルで現 在 こ うして大会 を開

いてい る。 そ して世 界の数 多 くの 国々

の聖 徒 が一堂 に会 してい るの である。

この大 会衆 を前 に した眺 めは、 ま こと

に壮麗 で ある。 あ る人 々はヘ ッ ドホー

ン をつ け、 自国 の言葉 で大 会の話 を聞

いてい る。私 たちが英語 で語 る と、そ

の言葉 は通訳 が同時 通訳 をす る。 そ し

て私 た ちは共通 の事 柄 を理解 してい る

の であ る。

かつ て はこの ように多国の 人々が集

まった場 で、同時 に コ ミュニ ケー シ ョ

ンを図 ることは不可能 であ った。 また、

世 界各地 か らこの地 に来 るの に、現 在

で はわずか な時間 しか要 しな いが 、か

つ ては今 日ほ ど短時 間 に旅 をす る こと

もで きなか った。 この よ うな近 代設備

や科学技術 の進歩 には驚 くばか りであ

る。 いつ も何 らか の達 成 をめ ざ してい

る人類 は、未知 の事柄 に手 をつ け、地

の諸元素 と自然の 力 とを征服 しつつ あ

るの であ る。

科 学 の加速 度的 な進 歩 に伴 って、現

代 社会 では数 々の偉業 が成 し遂 げられ、

次 いでそれは広 く一般 の生 活へ と転用

され るに至 った。 この科 学 の進 歩 には

驚嘆 す るばか りであ る。 しか し私 たち

は、 これが 自然の法 則、す なわ ち神 の

法 則 を応用 した結果 で あるこ とを承知

している。数 多 くの現 代科学 の産物 は、

奇 跡 とも驚 異 とも思 え る。 また、 旧新

約聖 書 中の多 くの奇跡 にさえ勝 ってい

るよ うに見 える。 しか しこれ ら現代 に

発 見 され たあ る物 は最初 は奇跡 の よう

であ るが、やが て 日常生 活 に解 け込 む

と、平凡 な事 物 として受 け とめ られる

ようになって くる。

人類 の知 識 は急激 に増加 し、科学 の

探究 は歴 史上類 の ない速 さで進 んで き

た。 これ は、実 業 界、政 府 、教育機 関

が努 力 を傾 注 した結果 で ある。世 界の

富 と収益 の大部分 が この研 究 につ ぎこ

まれ、全世 界の数 限 りない 人々が時 間

と労 力 を費や し、探 究 を続 け、科学 の

知 識 と理解 の取得 に励 んで いる。 人類

が いつ の時 代 にあ って も、宇 宙 の法 則

の知識 を追 い求 めて きた こ とは周 知 の

通 りであ るが 、 この追求 は今や新 しい

段 階 に到達 してい るの であ る。 そ して

真理 を求 め る研究 は ます ます その範 囲

を広 げてい る。

科 学 は現代 の世 界 において、 人類 に

安堵 と慰 め を与 え る驚嘆 すべ き事物 を

提 供 し、かつ てな く生活水準 を高 く引

き上 げてい る。 そ して人類 は生 活 に必

要 なすべ ての物 、 またぜ いた く品 を さ

え手 に入 れ るこ とがで きる ようにな っ

た。だか らといって、神や宗 教の教 え、

イエ ス ・キ リス トの福音 か ら心 をそ ら

せ てよいだろうか。知 識 が増 す につ れ、

人 々は科 学的 に証明 され た原則 にの み

信頼 を置 くようにな った。 その結果 、

同 じ方法 を もって神 の存在 が立証 され

ない とい うこ とで、神 を信 じな い者 が

出 て きた。事実 、科学 の探 究は真理 を

きわめるひ とつの試 み であ る。従 って、

この追 求 に用 い られ る同 じ原則 を、宗

教 の真理 を立証 す る探 究 に も使 うこ と

がで きる。 １》

イエ スは山上 に集 まった群衆 に次の

よ うに言 ってお られ る。

「求 め よ
、そ うす れば、与 え られ る

であろ う。捜せ 、 そ うすれ ば、見 いだ

す であ ろう。 門 をたたけ、そうすれば、

あけて も らえ るであろ う。

すべて求 め る者 は得 、捜 す者 は見 い

だ し、門 をたた く者 はあ けて もらえる

か らで あるｄ （マ タイ ７ ：７， ８）

この言葉 は、確 信 をもって捜 し、真
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理 を一生懸 命 に尋 ね求 め るよ うに との

ひ とつの訓戒 で ある ように思 え る。 こ

れは科 学 にお ける と同 じように、宗 教

につ いて も言 える。 いずれの場合 も過

程 は同 じであ る。必要 な資料 を調 べ 、

誤 りが立証 され たもの を捨 て、明 らか

に なった正 しい もの のみ を残 す。 この

探 究 に生 涯 をか けなけれ ばな らない こ

と もあ る。

科 学 の探 究 が大切 であ る と同 じよ う

に、神 を求 め る ことも欠 かせ ない探求

で ある。 す なわち、個 性 をもった神 が

存在 して いるこ とを確 認 し、御 子 イエ

ス ・キ リス トの福 音 を知 るこ と、 これ

は大切 な探 求 であ る。神 につい て完 全

に理 解 す るこ とは容 易 でない。 しか し、

この探求 には不断 の努 力が要求 され る。

その ため に、 この知 識の追求 に腰 をあ

げ よ うとしない人々が い る。 彼 らは骨

折 り努 力す るこ とをい とい、全 く逆 の

道 を歩 む。何 の努 力 も要 さず 、神 の存

在 を否定 す る道 を。 ある著述 家 はその

こ とを次の よ うに述べ てい る。

「音楽 家 な るもの はい る
。 だが、 そ

の数 は少 ない。音 楽の才 を欠 いてい る

者 もい るだろ う。 しか し大部 分 の者 は

音楽 に対 す る興 味 を欠 いてい るので あ

る。 またた とえ音楽の才能 を持つ 者 で

も、長年 にわた る不 屈 の努 力 な しに偉

大 な音楽 家 には な り得 ない。偉大 な演

奏家 と言 われ る人 は、国際 的 な名 声 を

かち得 た後 で も、練習 は欠か さな い も

の であ る。… … たゆ みない練習 と、長

時間 に及ぶ厳 しい経験 が なければ、 い

かな る者 も、抜 きんでた運動 選手 、技

術 の長 けた機械工 、熟達 した医師 、偉

大 な弁士 、高名 な弁護 士 にな るこ とは

で きない。… … 目を閉 じ、耳 をふ さい

だ状 態 で、 自分 には音楽 家 にな る才能

がな いの で、音楽家 な る者 は存在 しな

い、 と言 うことは何 と馬鹿 げてい るこ

とだ ろう。 自分 は発明家 になれな いの

で、発明家 は存在 しない。 また 自分 に

１８８ 、

は画家 になる才能 も興 味 もないの で画

家 な る者 は存 在 しない とい うこと も、

これ と同 じであ る。 この考 え方 で い く

と、 自分 が神 を見出 だ さなか ったか ら

とい って神 は存在 しない と単純 に言 い

切 る者 は、同 じよ うに愚か と言 えるの

で はないだろ うか。

「神の存 在 を知 ろうと努 力 しな い者 は

神 が存在 して いる ことを、 この世 にお

い ておそ ら く知 る ことはないだ ろ う。

しか し彼 が無知 の ため に神 の存在 を否

定 した と して も、正 しい とは されない

の である自 （ジョセブ ・Ｆ ・メ リル

Ｔんｅ ７１ゲ協ん Ｓｅｅんθ７αηｄ ハｆｏ禰 ｏη‘８魏

「真理 の探 究者 とモルモニ ズム」 Ｒ７６

Ｐ．７７）

科学 の真理 に関 す る知識 を求 め る と

きに も、神 を見出そ う とす る ときに も

共 に信仰 が必要 であ る。 これが起 点で

ある。 これ まで信仰 は様 々 に定義 され

て きた。 その 中で最 も典 型的 な もの は

ヘ ブル人への手紙 の 中に見 られ る定 義

であ る。 それ は次の よ うな意味 深長 な

言葉 をもって与 え られて いる。

「さて
、信仰 とは、望 んでい る事 が

らを確 信 し、 まだ見 てい ない事 実 を確

認 す るこ．とであ るｄ （ヘブ ル１１：１）

科学 者 は分子 や原子や電 子 を直接 には

目に しないが、そ れ らが存在 して い る

ことは知 ってい るｂ また、電 気や放射

線 や磁 気 も目に見 えな いが 、 これ らが

見 えない存在 で ある ことも知 っている。

同 じよ うに、神 を熱心 に求 め る者 は、

神 を直接 に見 な くて も、信仰 によ って

神 の存在 を理 解 してい る。 これ は希望

以上 の もので ある。信 仰 は確信 、すな

わ ち まだ見て いない事 実 を確 認す るこ

とで ある。

ヘ ブル人へ の手紙 の筆者 は続 けてい

る。 「信仰 に よって、 わた したちは、

この世 界が神 の言葉 で造 られ たので あ

り、 したが って、見 える もの は現 われ

てい る ものか ら出て きたので ない こと

を、悟 るの であ るｄ、（ヘ ブル１１：３）

信仰 とは、’世界 が神 の言葉 に よって造

られ たこ とを信 じるこ と、すなわ ちそ

の確 信 を持 つ こ とで ある とここに述 べ

られて い る。 この事 実 に対 して は証 人

を立 て る ことはで きない。 しか しこの

信仰 か ら、私 たちが他の驚嘆 すべ き事

物 や 自然 の中 に見 る万物 は神 によって

造 られ た ことを知 るこ とがで きるの で

あ る。 まだ見ぬ神 の存在 、文 字通 りの

復 活、霊 にかか わ る奇跡 、 これ らを信

じるこ とは、 自然科 学 の分 野 におけ る

発見 を信 じるの と同 じ位道理 にかな っ

てい る。信仰 は宗教 の領域 にお いても、

科 学の領域 において も、共 に第一 に大

切 な ものなの であ る。

キ リス トはこの世 で導 き と恵 み を施

してお られ たあ る日、神 に関す る真理

を知 るには どうした らよいかについて、

次の ように説 かれ た。 「神の み こころ

を行 お う と思 う者 であれば 、だれで も

わ た しの語 って いるこの教 が神 か らの

ものか、 それ とも、わ た し自身 か ら出

た ものか 、わか るであ ろうｄ （ヨハ ネ

７ ：１７） 主 は また、御 父 のみ こころ

と、大切 な戒 め とにつ いて次 の よ うに

語 って お られ る。 「心 をつ くし、精神

をつ くし、思 いをつ くして、主 なるあ

なたの神 を愛 せ よｑ」 （マ タ イ２２：３７）

神 のみ こ ころを行 ない 、神 の戒め を守

ろ う と努 め る者 は、御父 につ いて証 す

るこ とが主 の務 めで あ り、神が その業

を認め てお られ る こ とを、個 人的 な啓

示 によって悟 る こ とであろ う。

理 解 を得 たい と望 む者 に それ が どの

よ うに与 えられ るか．につい て、次の よ

うなヤ コブの言葉 が あ る。 「あな たが

たの うち、知恵 に不 足 して い る者が あ

れ ば、その 人は、 とがめ もせ ず に惜 し

み な くすべ ての人 に与 える神 に願 い求

め るが よい。 そ うすれ ば、与 えられる

で あろ うｄ （ヤ コブ １ ：５） 明 らか

にヤ コブの この言葉 は、科学 の分野 に



つ いて語 ったもの では ない。 これ は天

か ら下 され る啓示 につ いて語 った もの

で ある。 この啓示 は、 この訓戒 に従 っ

た ときに、 その 人の問 いに対 して答 え

を与 え るもの であ る。

主 の次の言葉 をよ く聞 いてい ただ き

たい。

「主 か くの如 く言 う
。主 な るわれは

わ れ を畏 る る者 に恩 恵 と憐 み とを与 え、

終 りまで義 し く且 つ真実 にわれ に仕 う

る もの に誉 を与 うるを喜 ぶ者 な り。」

続 いて、終 りまで義 し くかつ心 か ら主

に仕 える者 に次の ような約 束 が与 え ら

れて いる。

「彼 らの得 る報 いは大 き く、その栄

は永遠 な るべ し。 われは彼 らにすべ て

の奥義 、すなわ ち昔 より今 に至 り、 ま

た これ よ り永 き未来 にわ たるわが王国

のあらゆるか くれた る．奥義 を知 ら しめ、

わが王国 に就 けるすべ てに関 す るわが

旨 を知 ら しめ ん。

誠 に永遠 の驚異 をも彼 らは知 らん。

またや がて起 るべ き こともわ れ彼 らに

示 さん。 すなわ ち多 くの代の ことを彼

らに示 すべ し。

而 して、彼 らの知 恵は大 いな る もの
さと

とな りてその覚 りは天 に届か ん。彼 ら

の前 にはす べて賢 き者 の知 恵 も滅 し、

慎 み深 き者 の覚 りも物 の数 な らず。

そは わが 『み た ま』 によ りて彼 らの

覚 りを開 き、わ が能 力 によ りてわ が意

の秘密 を彼 らに知 ら しむ れば な り。 す

なわ ち、誠 に人 の眼 いまだ見ず 、人の

耳 いまだ聞かず 、人の心 にい まだ入 ら

ざる もの を も知 ら しむ とｄ （教義 と聖

糸勺７６：５－１０）

この ように私 た ちには、神 を求 め る

際 の定 則 と、その探 求 を成 し遂 げ るた

め の手段 が あ る。信 仰 、愛 、祈 りが そ

れ であ る。科学 は確 かに人類の ため に

驚 くべ き成果 をあげ てい る。 しか しそ

れ は、人が独 力で行 なわな ければ な ら

ない事 柄 、すなわ ち神 の実在 を知 る と

い う最 も大切 な事 柄 まで は介入で きな

い。 そ うす ることは容 易で な く、 その

苦労 は少 な くない。 けれ ども主 が述 べ

てお られ るように、 「彼 らの得 る報 い

は大 き く、その栄 は永 遠 なので あるｄ

（教義 と聖約 ７６：６）

私 には、神 が実 在の御方 で あ り、現

在生 きてお られ るとい う強い確 信 があ

る。神 は私 たちの天 の父 であり、私 た ち

はその霊 の子供 で あ る。神 は天地 を、

そ して地上 にあ る万物 を創造 され た。

また神 は、宇宙 を支配 す る永遠 の法則

を定 め られた御 方 で もあ る。 人は探 求

を続 けるこ とによって、少 しずつ これ

らの法則 を見出 してい るの であ る。 こ

れ らの法則 は これ まで常 に存 在 して き

た し、今後 も永遠 に変わ るこ とな く存

続す るであ ろう。私 はイエ スが キ リス

トで あ り、生 け る神の御子 で あ り、救

い主 、嫡 い主 であ るこ とを証 申 し上 げ

る。 イエ スは、唄費いの犠 牲 を捧 げて、

全人類 に永遠 の生 命 を与 える道 を備 え

られた贈 い主 で ある。霊性 をさ らに高

め 、神 を知 り、神 を見出 し、神 に仕 え

てその戒 め を守 ろ うと決意 で きるよう

に。 主が私 た ちにその ため の望 み を恵

みた まわ ん ことを。 これ らの こ とをイ

エ ス ・キ リス トのみ名 に よってへ り く

だ って祈 る。ア ー メン。



証 の広場

沖縄の名嘉姉妹
、

ＮＨＫ 「青 年の主張」全 国 コ ンク ール に〃

、あ
っ 、 テ レ ビ に

なつか しい顔 と声

が … … ”

川崎支部

岩 本 則 子

１月 １５日成 人の 日に私 は川 口にあ る実家 へ行 ぎ、テ レ

ビを通 して家族全 員が霊 的 な一 時 を過 ごす こ とがで きた。

母 は毎 年 ＮＨ Ｋの青 年 の主張 コンクー ル を楽 しみに見 てい

るが、今年 は どう したわ けか父 も兄 も外出 せず 、久 しぶ り

に里帰 りを した私 たち夫婦 とそ ろって テ レビの前 に集 ま り、

この番組 を見 るこ とにな った。

出場者 の紹介 が あった とき、私 はハ ッと した。沖縄 、名

嘉 ふみ え……沖縄 の人 は似 た名 前 と顔 の 人が 多い、 まちが

いか もしれ ない。 そ うは思 ったが祈 る ような気持 で彼女 の

発表 の番 が来 るの を待 った。 カ メラが大写 しにな り、彼女

の 澄 んだ声が聞 こえて きた。 なつ か しい快 い響 きだ った。

「私 たちは
、今一 度 、人間 とほ何 か とい う最 も基本 的 な原

．蕪 えるべ きではないで しょうか……。」彼女のぞ
〆ぺ 翌
の主張 の声 を聞 い た とき、私 の心 は燃 えた。

発表 が終わ った後 、永井 文部 大 臣が、今年 の青年 の主張

は最 後 に発表 した名嘉 さん の 「人間 とは何 か」 とい う基本

的 な問 いか けに代 表 され る、 とい うようなことを話 された。

「あの 名嘉ふ み えさんは
、私 が沖縄 で伝 道 して いた と きに

バ プテ スマ を受 け た人 よ」 とはず む心 をお さえて私 が言 う

と家族 のみ んな も興味 をもって あ らため てテ レビをの ぞ き

こんだ。審査 の発表 までか な りの間 、私 は二階 の部 屋 に行

き、ひ と りで静 か にお祈 りした。 「ひ と りで も多 くの人 々

が 人間 とは何 か につ い て考 え、神 様 の こ とを思 い出す こ と

が で きる ように。福音 が世 に広 く知 られ るなか だち と して

彼女 の経験 を役 立 てて下 さい。 審査 貝の方 々 にキ リス ト様

のみた まが あ ります ように。」

この あ と沖縄 に手紙 を出す とす ぐ返事 が帰 って きた。霊

的 に も成長 した彼女 、伝 道の経験 を永遠 に忘 れ るこ との で

きないすば ら しい ものに飾 って くれ た沖縄 の子供 た ちの清

らか な心 が 、なつか し くよみ が えって きた。 彼女の 手紙 を

読 ん だ とき、神様 へ の感謝 と喜 びが しみ じみ と胸 に湧 いて

きた。思 えば何 もわ か らない新 米の宣教 師 として沖縄 に転

任 してい った とき、初 めての バプ テスマ会 で彼女の お姉 さ

んの ゆ り子姉 妹 がバ プテ スマ を受 け、半 年 の伝 道 の最 後の

バプ テ スマ会 で妹 のふ み え姉 妹 がバ プテ スマ を受 けたの だ

っ た。主 の みた まによ り共 に学 び合 った同僚 や求道 者の方

た ちが今 も元気 に証 を もって成長 してお られ る様子 を見聞

きす るたび に、私 の胸 には、平安 と喜 び が満 ちあふれ、 こ

れ こそ他 の いか なる ものに も代 える ことの で きないす ば ら

しい宝 では ないだ ろ うか と思 うの であ る。

私の身は聖霊の

力でふ るえた

那覇支部

名 嘉 ふ み え

“末 日聖徒
、 であ るこ とを心 か ら感謝 します。お父様 の

愛 といつ も大 きな祝福 を受 け てい ますの で心 か ら感謝 しま

す。

１月１５日、 それは本当 に素 晴 らしい 日で した。 私 はず っ

とお父様 と聖霊 と一 緒 で した。 みた まの導 きをは っ きりと

感 じるこ とが で きたの です。断 食 し、沖縄 を出発 す る とき、

祝福 して くれ た屋冨祖 支部長 の言葉 が お父様 に聞 き届 け ら

れ る よ うに祈 りま した。 また、 この話 を聞 くすべての 人々

が心 に強 くみ た まを感 じる ように と一 。
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証の広場

Ｎ ＨＫのあの大 きな ホー ルで お父様 は、私 の 口 を、私の

文章 を通 し・て御 自分 で、 それ を話 され たのです。私 は聖 霊

の 力で身 がふ るえ、気 を失 って しまい そ うに なったの を今

で もは っ き りと思 い出す こ とが で きます。

お父様 のことばを聞いた多 くの 人 々は涙 を流 され ま した。

感謝 の気持 で いっぱいで した。 そ して同時 に、私 は天 父の

偉大 な力 に驚 きを感 じず にはお られ ませ んで した。

沖 縄 に帰 って 、い ろい ろな人達 か ら激励 の手紙や お電 話

をい ただ きま した。

それ は、未熟 な私 の文 章 にで はな く、すべ て お父様 の力

に感動 した人 々の便 りなのです。 この素 晴 ら しい経験 を通

して、 お父様 は もっ ともっと私 を霊 的 に成長 させ て下 さい

ま した。 そ して、お父様 は、特別 に私 を愛 して下 さ る とい

うこ とを教 えて下 さいま した。 また、私 が ただ偶 然 に末 日

聖 徒 に な ったの では ない ことを示 して下 さい ま した。

心 か ら感謝 の気持 で いっぱ いです。 お父 さ まの娘 と して

み こ ころの ままに生 活 し、み もとに帰 りた い と思 い ます。

す べて イエ ス様 のみ名 に よって証 しま した。 アー メ ン。

以下 は コンクールの発表文 です。

、

青年の主張 『私の訴 えたいこと』

沖縄県 名 嘉 ふ み え

「わた しはびっくりした。いや、びっくりというもので

はない。それは恐ろしいという印象のほうが強かったよう

に覚えている。

入った途端、わた しの目に写 ったものは、顔の色も体の

色も目の輝 きまで何か しら一種独特の光を帯びた子ども達

の姿であった。可愛い盛 リなのにヨダレを垂 らし口をきく

ことさえもできないのだ。赤ん坊のようにはいつくばいな

がらすがりついてくる子 ども達。わた しは、生まれてから
一度もあのような光景を見たことがない。あまりの痛まし

さに思わず顔をそむけて しまった。こんな悲惨なことが事

実 として現代杜会 にも存在 しているのだ」

これは、わた しが初めて養護施設を訪問 した時 の日記の

抜粋です。

初めて見るその姿 と想像以上の悲惨 さに、とまどい、あ

るいは不安を感 じずにはおられませんで した。けれども、

わた しがそれら以上 に驚いたことがあ りました。それは、

彼 らの実に生 き生きとした姿であ リ、入間性。そして何よ

りも子ども達 の勢いっぱいの生き方だったのです。つぎっ

ぎに押 し寄せてくる苦 しみのなだれをまともに受けながら

決 しておしつぶされないその力強さ。何物 にも比べようの

ない純な心。彼らには彼らな りの魂や精神、感受性がある

のです。肉体的障害をの りこえて生きる大きな力があるの

だということを、子 ども達のあの目を、あの手を通 してわ

た しは教えられました。 ，

また、彼らは他の誰 にも経験できない数 多くの喜びをこ

のわたしに与えてくれたのです。子 ども達の花を見る目。

虫を愛する姿。新 しい物を見つけた時 のこぼれるような輝

き。彼らと接 した時のわた しの感動はいつも限リないもの

で した。時には、生まれて初めてほんとうのものを見、ほ

んとうの姿にふれたような気さえするのです。そんな時、

真の価値観とわたし自身のよ リ生 きることのすばらしさを

学ぶので した。
ヤ

また、わた しは機会があって身体障害者が社会復帰する

ための実習を見学することができました。身障者が自信 に

満ちた態度で黙々と働 いている姿。その時 の感激もひとし

おです。彼らの底ぬけの明るさ、おひとよしさが体全体か

ら滲み出ており、その質素な服装 からもダイヤモ ン ド以上

の輝きとなって発散されていたのです。大きな試練 の中で

身障者のみせたごまか しのないひたむきな生き方と愛あふ

れる人柄 に、苦 しみを知 った真 の人間の姿を見たのです。

彼 らの人間性 といどみの姿勢は必ず身障者の大きな軸にな

っていくことでしょう。

けれ ども、こうした真剣な生 き方にもかかわらず、彼ら

の心 を痛めるものがあります。それは、差別であリ、偏見

であ リ、身障者 に対する無理解の波なのです。
「身体障害者に愛の手を」と各地でキャンペーンが行な

われています。これは、決 して 「身障者に同情 しろ」とい

うものではありません。 「正 しい理解を してほ しい」とこ

そ願 っているのです。ただ同情だけで 「かわいそうだ、か

わいそ うだ」の連発だけで、あの子達が浮び上がるでしょ

うか。彼 らは人を悪くいった リ、世 の中を恨んだ りはしま

せん。 しかし、彼らの心の内はどんな言葉でもどんな文章

でも表わ し得ない苦 しみがあるので しょう。

人間が うわべだけで評価される現代。わた し達は今一度
「人間とは何か」とい う最 も基本的な原点について考えて

みるべきではないでしょうか。彼らはみせものではありま

せん。 しかし、社会の片すみに同じ人間が生活 していると

いう事実を忘れてはいけないと思います。

わた し達 は、彼 らの苦 しみを取 り除いてやることはでき

ません。しか し、彼らが歩む道を、彼らが生き抜 く道をよ

り歩みやすいものにしてやることはできると思います。い

え、や らな ければならないのです。

わた しは、 「僕達は人間なんだ。僕達 にだって人格はあ

る。生 きる権利はあるんだ」と訴える子ども達 や働 く訓練

を受けている青年達を思いながら、 「身障者を理解 してや

ろう」と叫び続けたいと思います。 （原文のまま掲載 ）
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、

私 はこのような心で地域総大会 に備える ！ク

メ．１ 日本横浜ステーキ部

宮 下 阿 佐 夫

大会 といえば１９７０年 の ソル トレー ク を思 い出す。教会 員

と して １年 半 の私 たち夫婦 が今 まで 、特 に大 きな過 失 もな

くや って来 られたの は、神 殿参 入 と指導者 たちの圧倒 的 な

霊性 か ら受 けた ス ピリッ トで あった ろ う。以後 た くさんの

指 導者 が 日本 を訪 問 され、 ステーキ部大会 や特別 の フ ァイ

アサ イ ドで私 たち を導 いて くだ さ った。

あ ・、あの十二使徒 は タバナ クルで は この ように話 して

くだ さった。 この使徒 は ソル トレー クで この よ うに振 舞 っ

てお られた……。私 た ち夫婦 の信仰 の礎 は まさに１９７０年 の

ソル トレー クにあ ったの であ る。

あの感 激、 あの熱 っぽ い雰 囲気 、主が身近 にいて くだ さ

る とい うあの実感 が また ８月 に味 わ える。私 は今 、大 きな

喜び と、指導 者が伝 えん として お られ るメ ッセー ジを １００

％受 け入 れ るべ くア ンテナ の整 備 に心 を くだい てい る。思

えば ソル トレー ク訪問 に関 して は、数 ヵ月 も前 か ら、霊 的

準備 と’い うこ とで （もちろん神 殿参 入 とい う最：大の 目的 の

ため もあったが ）

（１）、他 人の陰 口、悪 口 を言 わぬ こ と。

（２）、不平 をこぼ さない こと。

（３）、教 会の集 会に．準備 して出席 す るこ と。

（４）、．聖 典 および参考文献 を読 む こ と。

等 が勧告 され、戒め られ た。

私 た ちの一生 の間 でそん なにた くさんは ないで あろ うこ

の機会 をほ ん とうに大切 に したい と思 う。 そ して１９７０年 の

準 備以上 に整 えてその時 を迎 えたい。

１、毎朝聖 典 を読 み、汝 、お前 、あ なた と書 かれて いる個

所 を自分 自身にお きか え、考 える。

２、毎 月、毎週 、毎 日の スケ ジュー ル をよ く調整 し、 「む

り、む だ、’む ら」 を省 く。夫 、父親 、 ホームテ ィーチ

、ヤー、社会 人、 よ き隣 人 た るべ く努 力す る。特 に上述

（１）、（２）を守 る。 ，１１『

３、聖 徒 の道 を読 み直 し：く指 導者別 の リス トを作 ってお く。

訪 問 され る使徒 がわ か った ら リス トに従 って読 み直 し

て み る。

４、地 上 で最 も気高 い 人々 と会 え る機 会 を両 親 、友 人 、近

所の 人 たちに も与 える。．その ため に生 活 を整 え、福音

を実 践 す るこ とに より得 られ る喜 び を素 直 に伝 え られる よ

うにす る。

私 た ち夫婦 は以上 の ような 目標 をたてて 、来 たる Ｂの た

め に準備 を始 め た。

日本東京ステーキ部

岡 本 亮

「全然興 味が ないん です
。私 は結構 です ノ」 これ は私 が

祈 りの気持 をこめて出 した地 域総大 会の招待 状 に対 す る返

事 で した。私 の心 は ち ょうど聖 文 に ある ように 「主 はあた

か も捨 て られ て心 に悲 しむ女 の ご と く、 また とっ ぎて出 さ

れ た る時 なお年若 き妻 な りし者の ご と く」 （ｍ ニー ファイ

２２：６）に傷 つ いて しまい ま した。一 瞬消極 的 な考 えが私

の心 をか すめて次 の ように ささや きま した。 ’「３日間 も長

一 い集 会 難 しす ぎて一般 向 き しない
。 自分 だ けで よいの

では ないか。」 この ような消極 風 に負け そ うにな っ・た とき

に、ふ とひ とつの考 えが ひ らめ き ま した。 「少 し待 て よ、

彼 はモル モ ン教会 の こ とを知 ってい るの だろ うか。」「いや

いや 彼 は知 らないか らその ように言 うの だ。 私 は彼 に あま

りよ く説明 して いなか った。」 す る と本箱 の上 の段 か ら一

冊 の本 が私 に話 しかけ るよ うに見下 ろ してい るの に気がつ

きま した。 それ は 「回復 され た真理」 で した。 「私 は この

本 に書かれてあるこ とを自分の言葉 で 自分の字 で伝 え よう。」

早 速文房具 店 で便 せ ん と封筒 を買 い、紹介茄．１を書 きあげ

ま した。 ８月 までに１２回の紹 介文 は書 け る ！

すべ て は これか らであ る。 負け たため に心 が謙 遜 に な り

ま した。 ヤ コブの言 う通 り 「低 くへ り くだるので なけれ ば

神 は彼 らに門 をお開 けに はな らな い」 （ＩＩニー フ ァイ ９ ：

４２） のです。 また、 もし失敗 す るよ うな こ とが あって もイ

ザヤの言 葉の通 り 「われ はいたず らに働 き、益 な く空 しく

力 を費 した。 しか しまこ とに… …わ が働 きはわが神 が知 り

た も う」 （１ニー ファイ２１：４）の です乙

私 は ポス トに向か って小 走 りに歩 きなが ら考 え ました。

「私 の心 は再 び希望 と確信 に満 ち浴 れているではな いか。」

詩篇 に書 いてあ る通 り 「主 はすべ て倒 れ ん とす る者 をささ

え、すべ てか がむ者 を立 たせ られ る」 （詩 篇 １４５ ：１４）の

です。

１押 し２押 し ３に押 し。 「神 の国 は言葉 では な く力で あ

る。」（１コ リン ト４ ：２０）
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２月２８日か ら３月 ２日まて、 フラ ンルのサ ンパウ ロて開

催 され た地 域総大 会 において、大管 長会 はフ ラ シルの聖 徒

た ちに対 し、 ラテ ンア メ リカ初 の末 日聖 徒 の神殿建 設 を計

画 してい る と発表 した。

この神殿 はフラ シルのサ ンパ ウ ロ市内 、フ タ ンタ地 区 フ

ラ ン！ スコ ・モラ ト教 授街 の北 側 に建 設の予定 てあ る。着

工 は１９７５年 末、完成 まてには １年半 を要 す る。

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンホー ル大管長 はブ ラ 〆ル をは じめ南

米諸 国 におけ る教会 の伸 展 か 目覚 ましいため、 この地 に神

殿 を建：て るこ とにな った と語 った。

サ ンパ ウ ロの神殿 は南米 の教 会貝 た ちか利用 す る。南 米

の教 会員数 は約 １４万 て、 その 内 ４万以上 か フラ ！ルに住 ん

てい る。 なお南米の教 会貝数 は過 去 ５年 間 て、４．５倍以上

にな った。

キ ンホー ル大 管長 は神殿 の業 は ３つ に分 け られ る と語 っ

た。その ３っ とは、すなわ ち水 に沈め られ るハ プテ スマ （生

前正 しい権 能 の も とにハプテ スマ を受 ける機 会 のなか った

先祖 た ちや その他 の 人々の ため に、現 在生 きて い る者か代

理 て受 ける）、地上 に来 る前 、地上 、 そ して死 後の生 活、 す

なわ ち人間の永遠 の旅路 につ いて教 えるエ ンダ ウメ ン ト、

神権 の権 威 に よって執 り行 なわ れ、死 後 も永遠 にわた って

効 力のあ る結 婚 て ある。神殿の祝福 を受 けた後、 教会員 は

たひたび神殿 に行 く。 神殿 の儀式 を受 けることな く世 を去

った死者 たち の代理 と して、 エ ンダウメ ン トや結婚 の儀試

を受 け るため で殊 る。 サ ンパ ウロに建 つ神 殿 は教会建造物

設計者 エ ミー ル ・Ｂ ・フェ ソッ ァー に ょって設計 され、 教

会特殊建 造物 設計部 で検討か重 ね られた。

教会 は １年前 ５．５エー カー （２万２０００平 方 メー トル ）の

土地 を購 入 したか、 その内 １．５エー カー （６１００平 方 メー ト

ル ）か神 殿用地 と して使 われ 、残 りの部分 には ステー キ部

セ ン ター、訪問 者セ ンター ほか、 多目的 な用途 の建 造物 か

建 て られ る予定 て ある。

神 殿 の外装 には イタ リアの 白大理 石 か使 わ れ る。 この建

物 は平面積 ２万平 方 フ ィー ト （約 １８００平方 メー トル ）て入

口の真上 に塔 かそひ えてい る。塔 の部 分 はつやの あ るタイ

ルで蔽 われ、 その先端 には２４金の箔 か被せ られ る。 また、

窓 は ステ ン トクラ ス と防錆処理 を施 した青 銅の装飾格 子 て

飾 られ る。

庭 園 には噴水や 歩道か設 け られ 、かん木や花 か植 え られ

る。

神殿 の 中 には儀 式 を行 な う部 屋 かふ たつ 、天 におけ る最

高 の光栄 の義 の原 則 を表 わ した 日の栄 の部 屋か ひ とっ 、結

婚 の結 ひ固めの部屋 か ４っ 、ハ プテ スマの部屋 か ひとつ設

け られ る。 そこには イスラエルの十二 支族 を象徴 す る１２頭

の石造 の雄牛 か背 負 ったフ ォン トか置 かれ る。

また このほか に、 レセ プ ン ヨンの部 屋 、事務 室 、神 殿参

入者 更衣 室 （神殿 内に入 る人々 は白の神殿着 を着 る）、花

嫁 更衣 室 、神殿職 員の ため の台所 と食堂 、洗濯場 、幼 児室

な とも設 け られ る予定 て あ る。

メル ヒン ・Ｊ ・バラー ト長老 か アルセ ンチ ンの フ ェノス

ア イ レスに伝道 本部 を設 けて以 来約半世 紀 、教 会 は南 米各

国 に紹 介 され、今 日ては１５の伝道 部 、１８の ステー キ部 か あ

り、 ５００以上 の ワー ト部 、支部 か あ る。 ちなみ にフラ シル

国内 たけの ワー ト部 、支部 数 は １５０てあ る。
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